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◆プロローグ




「あ、ここにいたんだ、心しん太たくん！」

　王宮のベランダで過ごしている僕のところに、手のひらサイズの女の子が飛んできて、そう声をかけてくる。

　彼女の名前はハニー。『フェアリー』という種族の女の子だ。

　僕の掌てのひらに収まるくらいの小さな体の背中には綺き麗れいな羽が生えている。ピンク色の髪の毛をツインテールにし、くりくりっとした目がとても魅力的だ。

「ご飯だから広間においでよ！　もう待ちきれないの！」

　ハニーはだだっ子のように体を振る。

「そっか、もうそんな時間なんだ」

　僕はそう答えて、彼女と共に室内に入ろうとする。

「あ、違うの！　ご飯も待ちきれないけど、それ以上に……」

　ハニーは僕の顔に向かってそっと飛んでくる。

「こっちも、待ちきれないの……」

「えっ!?」

　彼女の小さな唇が僕の唇に近づく。可愛かわいらしい桜色のそれと、僕の肌が今にも触れ合わんばかりになり……その瞬間、別の声が響いた。

「──少し待ってもらえるかしら？」

　部屋の隅から水流が巻き上がり、その波に乗りながら新たな女の子が現れる。

　彼女は『マーメイド』という種族だ。名前はアリエヌ。

　ゆるいウェーブのかかったロングヘアは腰まであり、水着で覆われた豊かな胸を強調するように、彼女の動きに合わせてはらはらと振りかかる。

「何、勝手にご主人にキスしようとしてるのかしら？　まったく……油断も隙すきもあったものじゃないわ。勝手にイチャイチャするのは禁止ですわよ？」

「アリエヌにそんなこと言われる義理はないよね!?　だいたい……んぐっ！」

「んうっ！」

　言い合う二人の口があっという間に白い布によって塞ふさがれる。

「おやおや、抜け駆けはダメだよ？　心しん太たはアタシのものなんだからねぇ」

　僕の頬ほおに手を触れながら身を寄せてきたのは女盗賊のヌスミだ。彼女もまた美しい女性だが、頭にある何かを隠すように頭巾をかぶっている。

「ぷはぁ！　下着で口塞ぐのやめてよ！」

「アタシが使えるのは下着だけなんだから、しょうがないだろう？　さぁ心太、アタシとキスを」

「それこそ抜け駆けじゃないかしら!?」

　ハニーとヌスミとアリエヌは言い合いを始める。

「騒がしいと思って見に来てみれば……。何やってるんですか？　ご飯が冷めてしまいますよ？」

　白と緑を基調にした服に身を包んだ少女が現れる。その肌は彼女が纏まとう服以上に白く透き通っていて、目鼻立ちも冴さえ冴ざえと美しい。煌きらめくような金髪の下には長い耳が覗のぞいている。彼女は『エルフ』だった。

「エルちゃん、聞いて聞いて!?　ハニーが心太くんにキスしようとしたら、このコたちがジャマしてくるの！」

　ハニーの訴えに、すぐさまアリエヌが反論する。

「それは聞き捨てなりませんわね。どっちかと言うと、皆さんがわたくしの婚活をジャマしてるんじゃないかしら？」

「いやいや、どっちがだい!?　心太はアタシのモノなんだよ!?」

　好き勝手喋しやべり続けるのを聞きながら、エルは困ったような微笑ほほえみを浮かべてなだめる。

「あらあら」

　エルの声には誰もが注目してしまうような不思議な響きがある。

「みなさん、それは間違ってらっしゃいます」

「えっ…？」

　三人がハッとする。

「心しん太たさまは誰か一人のものではなく、私たちみんなのものなんですよ？」

　その言葉に僕は一瞬喜びを覚え、直後にちょっとした恐怖を抱いた。

「そうだよね！　じゃあみんなで」

　ハニーがにっこりと笑いながら言う。

「仲良く」

　アリエヌもそれに続く。

「キスさせてもらわないとね？」

　ヌスミも舌なめずりをしながら近づいてくる。

「あ、あらっ？　そうなってしまいますか？」

「ちょっ!?　えっ!?」

　慌てるエルの前で、僕は彼女たちに囲まれて顔中にキスを受ける。ハーレム状態だ。

　まさか自分がこんな状況になるなんて、三ヶ月前の僕は、想像していただろうか。

　いや間違いなく、思いつきもしなかった。




　すべては、あのメンタルクリニックから始まったんだ。





◆第１章　メンタルクリニック




「キミの病気は、治らないね」

　その医者はそんなことを言った。

「もう一生、治らないね」

　二回言った。なぜ二回繰り返す必要があるんだ……！

「何があっても、もう絶対に、死んでも治らな」

「もういいです。もう分かりました。やめてください」

　三回目を続けようとするのを止とめる。

　こいつ、放ほうっておいたら十回でも二十回でも言い続けるんじゃないかな。

「あらためて言うけど、キミの病気──『女好き』は、何があっても治らないと思う」

　止めたにもかかわらず、また言いやがった。

　三十歳くらいだろうか。だらしなく白衣を羽織った男が、僕の前でキメ顔を作っている。

　そして僕が、なぜこんなやつに、こんなことを言われる状況に陥ったのかというと──




　まずは自己紹介から始めよう。

　僕の名前は難なん波ば心太。高校三年生だ。

　見た目も中身もぜんぶ普通な僕には、他の人とは決定的に違うところが一つある。

　──とにかく寝ても覚めても、女の子のことしか考えられないのだ。




　近づくだけで輝きに目を奪われる、つややかな髪。

　かぐだけで心を包み込むような、甘い甘い香り。

　聞くだけで気持ちがトロけそうな、やわらかな声。

　見るだけで吸い込まれるような、丸くて輝く瞳ひとみ。

　触れるだけで体中に電撃が走るような、あたたかな肌触り。




　もちろんすべて想像だ。

　実際に触ったこともなければ、近くでかいだこともない。

　女の子に近づけないから勝手に理想化しているだけなのかもしれない。

　それを確かめるためには、女の子とディープな関係になるしかない。

　──でも、言うまでもなく、その希望は簡単には叶かなわない。

　というのも、僕にはもう一つ、弱点があるのだ。

「──キミにはもう一つの病気がある」

　その言葉と共に医者が両手でダブルピースを作る。可愛かわいくもないし嬉うれしくもない。

「キミの『女好き』。これは確かに相当なレベルだ」

　僕は小さく頷うなずく。

「精神科には『ハイパーセクシャル・ディスオーダー』という病名があってね」

「ハイパーセクシャル・ディスオーダー？」

「必殺技みたいだろう？　『行くぜ禁断の奥義！　ハイパーセクシャル・ディスオーダー！』『ぎゃああああ！』みたいな」

　何のノリだそれは。絶対に受けたくないな、その奥義。

「ちなみに日本語にすると『過剰セックス障害』。『性依存症』なんて言い方もするね」

　なんだかすごい病名を言われて、僕は思わず息を呑のむ。

「キミの場合、その傾向が高いわけだ」

「お、おお」

「とはいえ、現実に問題がなければ特に病気と考える必要は無い。それこそ昔の皇帝や王様なんて、ハーレムを作って周りに女の子がたくさんいて文明も発展して何の問題もなかったわけだからね」

　まったく羨うらやましい限りだ。僕の中に妙なむかむかがこみ上げる。

「ただキミの場合、『もう一つの病気』によって、その欲求を満たせないわけだ」

　そして医師は神妙に口を開く。

「それは──緊張しすぎてしまう、ということだね」




　実は、僕は女の子と話すと、異常に緊張してしまうのだ。

　それはもはや緊張というレベルじゃない。女の子と向かい合うだけで気分が悪くなり、たった一言話すだけでものすごい吐き気が襲ってくる。実際に吐いたこともあった。

　いわゆる──女性恐怖症。

　そのせいで、僕は一度も彼女ができたことがないのだ。

「いつくらいから意識したんだい？」

「僕も生まれた瞬間はこうじゃなかったんです。でも小学校、中学校と、年を経るにつれて少しずつこの症状が強まっていって」

「まぁ、生まれた瞬間からだったら、君の出産に関かかわった産婦人科のナースや、母親が相手でも吐いてるだろうからな。おそらく君の女性への興味と、吐き気の強さは一体化しているはずだ。そして思春期真っ盛りともいえる今、症状は最高潮に到達していると」

「そうなんです。よく分かりましたね」

「学校ではどうやって生活していた？」

「他の女子たちと席を離してもらっていました。自分だけの離れ小島みたいな席があって『難なん波ぱ島じま』って呼ばれてました。文字通り難破して流されたみたいな」

「子供の表現は残酷だな……。しかし、つらいだろうね。『女の子が大好き』だけど『女の子と会話ができない』、か」

　この病気にはずっと悩んでいたのだけど、病院に行く気にはなれなかった。

　だって、病院って怖くない？　〇〇大学病院とか、△△総合病院とか。その厳いかめしい字面からして、患者を拒んでいるように感じる。

　ましてや女の子と話すと具合が悪くなるなんて症状、話してもまともに取り合ってもらえる気がしなかった。いや、僕は真剣に悩んでいて治したいと思っているんだけど。

　だから僕は、街中を歩いていて偶然見つけた『にゅうメンタルクリニック』の前で、足を止とめてしまったのだろう。名前があまりにダサくて、インパクトが強すぎて、今まで見かけたどの病院の看板よりふざけていて。そこに安心感を覚えたらしい僕は、上野駅に向かう途中、吸い込まれるようにこのメンタルクリニックに入ってしまったのだ。

「はじめまして。精神科医の『羽はに生ゆう』と言います」

　診察室で医師はこう自己紹介した。

「自分の名前から取って、『にゅうメンタルクリニック』とつけたんです」

「それだったら『はにゅうメンタルクリニック』であるべきでは？　なぜ『にゅう』だけ取ったんですか？」

「『にゅう』の語感が好きだったので」

　この時点で先行きの微妙さは感じていた。もう帰りたかったけど、何とか堪こらえて僕は自分の症状について説明した。それで先ほどのような話になったのだった。




「精神医学においては『広場恐怖症』と呼ばれる病気がある。たとえば広場など、大勢の人がいる場所ですごく緊張して、パニックなどになってしまうことを言うんだ」

　医師は改めて僕に説明した。

「その女の子版だね。『広場恐怖症』ならぬ『ヒロイン恐怖症』かな？」

　そう言って医師はドアの外に声をかけた。

「おーい、ミサキくーん？」

「はーい、どうされましたか先生？」

　ハイトーンの返事とともに現れたのはナースだった。ピンク色のナース服に身を包んだ二十代半ばの女性だ。髪の毛は少しだけ茶色がかってハデさはあるが、目は切れ長で鼻筋の通っている綺き麗れいな人だった。

「ミサキくん、こちらの患者さんと少し話をしてみてくれ」

　医師がそう言うと、ナースは僕の方を見た。

「は？　な、何で急に？　……こんにちは」

　突然のことに慌てながら、ナースはたどたどしく挨あい拶さつしてきた。

「うぁっ!?　あむっ!?　ふがっ!?　ああああああ！」

　対する僕の声は不安定だ。というか言葉にならない。ナースはびくんと体を揺らす。

「なるほど……女性を見ただけで、こんな反応をしてしまうんだね」

　医師が冷静に分析する。

「うあああっ！　うええええ！　うぷっ！」

　ひときわ強い吐き気が襲って来た。喉のどを押さえて何とか我慢する。

「もう大丈夫！　行っていいよ！」

「え？　で、でも、この患者さん！」

「行っていい！　大丈夫だから！　ていうかキミのせいだから！」

「は、はぁ？」

　そもそも呼んだアンタのせいじゃないか！　そんな僕の叫びは声にならない。

「でもその前に」

　医師はナースの耳元で何かを囁ささやく。そのまま彼女は部屋を出ていった。

「はぁっ！　はーっ！」

　彼女の姿が見えなくなり、吐き気が落ち着いてくる。

　ゆっくりと深呼吸して、少しずつ気持ちを整える。

「確かにこっちのヒロイン恐怖は、さらに重症だね」

「はぁっ、はぁ、そ、そうなんですよ」

「『女の子が大好き』だけど『女の子と会話ができない』」

「はい……」

「『ネコ好きだけど、ネコアレルギー』みたいな矛盾した切なさだね」

「ネコにたとえましたか」

「または『スパゲティ大好きだけど、小麦アレルギー』いや『オムレツ大好きだけど、卵アレルギー』みたいな。いやいや」

　メニュー展開はどうでもいい。

「あっ！　女の子だから、卵アレルギーじゃなくて、卵子アレルギーとかどうかな？」

　お前の頭は大丈夫か！

「もう、いいです。相談した僕がバカでした。『治らない』んですよね？　それが分かっただけでＯＫです。もう帰ります」

　僕はイスから立ち上がり、診察室から出ようとする。

「待ちなさい！」

　眼前に立ちふさがった医師に、僕は「は？」という視線を向ける。

「『治らない』のは、『女の子好き』の方だよ」

「えっ？」

「人間の性向や性癖、また衝動の強さは、なっっっっっっっっかなか治らない」

　すごく真に迫った言葉だった。まるで自分のこととして理解しているかのような。

「しかし！　もう一方の『女の子相手に緊張してしまう』というのは、治る可能性がゼロではないんだ」

「ホントですか!?　薬とか、カウンセリングとか？」

「もちろんそれもあるが。実はもっと早くて、もっと根本的な治療があるんだ」

「根本的な治療？」

「そう！　そして緊張が治るだけでなく、さらに女の子との話もうまくいき、モテモテになってしまうという夢のような治療だ！」

「ゆ……夢のような治療!?」

「……いや。夢のような治療というより、治療のような夢か？　うーん」

　額に人差し指を当て、考え込む羽はに生ゆう医師。

「そんなのどっちでもいいです！　もしそういうのがあるのなら、ぜひ受けたいです！　費用はいくらですか!?」

「無料で構わない」

「えっ!?　そ、そうなんですか!?　じゃあぜひ受けたいです！　お願いします！」

　がっつく僕に医師は試すような視線を向ける。

「ただ、まだ開発されたばかりで、色々とテスト中の治療なんだ。それでも良ければ」

　テスト中という表現に不安を煽あおられる。

　……いや。でもしかし、女性恐怖症が治るだけでなく、モテモテになれるというのなら。

　その誘惑に僕が抗あらがえるはずもない！

「お……お願いします！」

「よし。じゃあ、こっちにおいで」

　にっこりと笑い、医師は別室に案内してくれた。




　そこには大きなベッドと頭にかぶせるヘルメットのような装置があった。

「これは『ファンタジー治療器』と言ってね」

　名前がものすごく怪しい……

「ぜんぜん怪しくない装置なんだよ」

　そう言われると余計に怪しい。

「とにかくこの装置をつけながら眠ると、意識が別世界に飛ぶんだ」

「へぇ～、意識が別世界に飛ぶんですか」

　……サラッと言ったけど結構すごい話じゃないか、これ。意識が別世界に飛ぶ!?

「そ、それって、どういうことですか？」

「いや、だから意識が別世界に飛ぶんだ」

「同じことを二回繰り返しただけですよね!?　飛ぶってどんな世界に!?」

「ファンタジー世界だね」

　ゲームや漫画、ライトノベルのイメージが浮かぶ。

「キミはユングという心理学者を知っているかい？」

「名前だけなら……。有名な心理学者ですよね」

「彼は『地球上のすべての人間の意識というのは、実は根本ではつながっている』という説を唱えたんだ。そしてそれを『集合的無意識』と呼んだ」

「しゅ、集合的無意識？」

「すなわち、Ａさんの作ったマンガのネタが、Ｂさんの作ったマンガのネタとかぶったりするのも、Ｃさんが作った曲と、Ｄさんが作った曲が思いっきり似ちゃうのも、『集合的無意識』によるものなんだ」

　それはたまには、パクリとかもあるんじゃないだろうか。

　僕はそう思ったが、話の流れを切ってしまいそうなので、口にするのはやめておいた。

「で、この集合的無意識というのは、地球上だけでなく他の星──ひいては別世界や、パラレルワールドまで繋つながっているんじゃないかと考えたのが」

「また別の有名な心理学者ですか？」

「僕です」

「お前かよ」

　医師は「む、失礼だな……」と憤慨しながらも続ける。

「僕はその理論について研究しているうちに、この装置を偶然に発明してしまった！」

　自慢げに胸を張る医師を僕は冷めた目で見つめる。

「この装置は、人間の意識を集合的無意識の世界に飛ばせる。そしてそれだけじゃない！　その集合的無意識を通して、意識を別世界に送り込むことができるんだ！」

　ヒートアップする医師。でも言ってることはよく分からないような……

「分かったような分からないような感じなんですが。そんなこと可能なんですか？」

「よくＴＶゲームとかをやるだろう？　そこで思い切りハマりこむと、自分がゲーム世界の登場人物になったように錯覚するだろう？」

「ま、まぁ。確かに」

「それのさらに強烈なものだと思ってくれればいい。大丈夫。体はここで寝ているだけだ。睡眠には、夢を見るレム睡眠と、夢を見ないで脳が休んでいるノンレム睡眠があるが、キミはレム睡眠の状態になる。つまり夢みたいなものだ、きっと。意識だけが別世界に飛ぶ！」

　危うく勢いで押し切られそうになるが、かろうじて質問を返す。

「それって危険はないんですか？」

「ない！」

　力強い断言に僕はほっとする。

「たぶん……」

「今何か、小声で言いませんでしたか!?」

「とにかく！　今からこの装置を使って、キミの意識だけを別世界に飛ばす！」

　僕の疑問を振り払うように叫ぶ医師。そしてしばらくもったいぶってから、

「行き先はファンタジー世界──！　『剣と魔法と女の子の世界』だ！」

「え？　剣と魔法の世界じゃないんですか？　女の子っていりますか？」

「何を言っているんだ！　そもそもキミは女の子と恋愛をしたいんだろう？　その治療なんだから、女の子はいるに越したことはないだろう？」

「そ、そうなんですけど。でもその世界で、僕の女性恐怖症が治るって保証は……」

「それは大丈夫！」

　医師は力強く断言した。

「その根拠は二つある！　まず一つ。『別世界』という安心感だ。流石さすがにキミも、ゲームやアニメの世界の女の子だと思えば、緊張しづらくなるだろう？」

「そうかもしれないですけど」

「さらに！　ファンタジー世界なので、女の子たちの中には人間ではない存在がいる！　亜人であったり、獣人であったり、妖精であったり！　人間によく似ているけど、ちょっとだけ違う女の子たちが、その世界には暮らしているんだ！」

　そこまで勢いよく叫んだ医師は「おーい」とドアの外に声をかけた。

「はーい」という返事と共に、室内に大きなウサギが入って来る。

「!?」

「こんにちは」

　ウサギの着ぐるみが話しかけてくる。

　声はくぐもっていて聞き取りづらいが、声質からしてさっきのナースだろう。

「は、はぁ。こんにちは」

「元気ですか？」

「まぁ、元気です」

「大丈夫ですか？」

「いや、逆にそっちが大丈夫ですか？」

「どうだい？」

　医師が得意げに僕に問いかける。

「な、何がですか……？」

　するとウサギの着ぐるみの顔が外れる。中から先ほどのナースの顔が出てきた。

　すべての着ぐるみを脱ぎ終えると、元通りのナース姿の女性が現れた。

「こんにちは」

「あぅっ！　あぁっ！　ま、まぁっ！　はぁっ!?」

　挨あい拶さつされた僕の体を再び猛烈な吐き気が襲ってくる。

「そうか！　やはりか！」

「うぷっ！　うくっ!?」

「生身の人間の女性を前にすると、緊張してしまうのは変わらず！　だが！」

「うぷぷっ！　うんぁっ！」

「少しでも造形を変えると、緊張しづらくなるんだな!?」

「うぁっ!?　うんぷっ!?」

「先生、あまり聞こえてないみたいですよ？」

「やっぱりキミのせいだな。とりあえずあっち行ってくれるか？」

「このカッコして出てこいって言ったのは先生のクセに」

　不満そうに言いながら、ナースは部屋から出て行った。

「はーっ！　はぁっ！　はぁーっ！」

「このように『人間ではない』と認識すれば、多少は気持ちが落ちつくというわけだ」

「そ、そうなんですかね？」

「ファンタジー世界の『人間ではない女の子』なら、キミも落ち着いて話せるんじゃないかな。それで慣れていけば、やがては人間の女の子と話せるようになるはずだよ」

「で、でも、そもそも言葉は通じるんですか？」

「おそらく心配ない！　大丈夫だ！　きっと！　とにかく案ずるより産むが易やすし！」

「言葉は心配ない？　でも、どうやって会話したりすればいいんでしょう。言葉が通じても、僕、会話には自信がないので」

「フフフフ！　そんなキミに、特別な書物を授けよう。ほら！」

　不気味な笑いとともに、医師は一冊の本を渡してくる。

「実はこの別世界には、一つだけアイテムを持っていけるんだ。衣服以外にね。衣服は持っていかない場合、全裸になってしまうから」

「そのあたりはどっちでもいいんですが、とにかく唯一のアイテムがこの書物ですか？」

「そう！　この本は、ものすごく重要だ！　別世界で生き抜く際の鍵かぎになると言ってもいい！　逆に言えば、この本なしではキミは生きていけないかもしれない！」

「そんなに重要なものなんですか!?」

　僕はその本をめくろうとしたが医師に遮られる。

「読むのは、別世界に行ってからでいい！　さぁ！　善は急げだ！　今すぐ装置を！」

「えっ!?　えっ!?」

　僕は慌てるが、医師はまったく気にせず、頭にヘルメット型の装置をつけ始める。

「ちょっ!?　こ、心の準備が！」

「突然に迫られた女の子か！」

　なんだそのたとえは！

「さぁ！　装着完了だ！　あとはスイッチを入れるだけ」

「ほ、本当にこの治療、タダでいいんですか!?」

　ずっと考えていた疑問をぶつけると彼はこう答えた。

「あぁ！　だって実は、キミが被験者第一号だからな！」

「そっかー、第一号かー。──って、サラッと何を!?」

「キミの治療がうまく進めば、そのデータを元に、この装置の学会発表も夢ではない！　そしてそれがうまくいけば商品化！　そうなれば僕は大金持ちに！」

「ちょ、ちょ、ちょっ!?」

　僕は慌てて装置を外そうとした。──しかし。

「スイッチ、オン！」「ああああっ!?」

　視界が、突然に真っ暗になった。

　目を閉じた覚えもなければ、夜になったわけでもないのに。

　そしてそれと同時に、僕の意識も、暗くら闇やみに吸い込まれていった。





◆第２章　異世界




　気が付くと、畑に囲まれた風景が広がっていた。

　起き上がって辺りを見回す。

　畑と畑の間に大きな一本の街道がある。僕はそこに寝転がっていたようだ。

「おい、大丈夫か？」

　目の前には鋤すきを抱えた農民の男がいた。彼の顔の造形は欧米人のものだったが、日本語で話してくれているようだ。

　なぜだろう？　翻訳システムか何かが働いているんだろうか。

「だ、大丈夫です」と僕は立ち上がりながら答えた。

　男は「なら、良かった」と言いながら立ち去って行く。

　……ここが別世界？　衣服も靴もさっきと変わらない。本当に意識だけなのだろうか？

　と、その瞬間、頭に声が響いた。

「やったぁ！　無事成功して良かった！」

　先ほどのメンタルクリニックの医師の声だ。ものすごく嬉うれしそうだ。

「……ここは？」

「さっき言った通り、そこが君が転移した世界だ！　おめでとうー！」

「……そんなに喜ぶってことは、もしかして失敗する可能性もあったってことですか？」

「そんなに多くはない。たった八割ほどだ」

　それ、大半じゃないか!?　半分以上だよな!?

「いやぁ、本当にうまく行くとは思わなかったから、喜びもひとしおだよ！」

　嬉しそうにふざけたことを宣のたまう医師。この野郎。

「失敗してたら、どうなってたんですか？」

「いやいやいや、別に大したことはないよ。キミの意識がずっと集合的無意識の空間を漂って、永遠に戻って来られなくなるだけだから」

　日本に帰ったら絶対に訴えてやる。

「……とにかくこの世界で僕は生活してみればいいんですね？」

「その通り！　ただ、気をつけるように。その世界は一見平和だが、現代日本ほど法律や秩序が守られているわけじゃない。モンスターだって、亜人だって存在する。何かあったときは、必ず身を守れるようにしておいた方がいい」

　そんなこと言われても何をどう備えれば良いのか。

「とにかくお腹なかが減ったんですけど」

「そうだね。じゃあ近くの店で食事でもしてくるといいよ」

　その街道沿いをあらためて見ると、少し行ったところに店らしきものがあった。

　看板にはパンと肉の絵が描いてある。きっと食事を出してくれる店なのだろう。入り口の前にたどりつくと、ドアをゆっくりと押した。

「はい、いらっしゃーい！」

　明るい女性の声が響き、可愛かわいい制服を着たウエイトレスが笑顔で出迎えてくれた。黒髪ショートカットの、本人もとても可愛らしい店員さんだった。

「あ、あの」と彼女に声をかけた瞬間、

「う、うううぐっ！」

　強烈な吐き気が生じる。

「えっ!?　だ、大丈夫ですか!?」

　ウエイトレスは心配そうに僕の顔をのぞき込んだ。

「だ、だいじょううううっぷ！」

　返事をしようとする僕をさらなる吐き気が襲った。

　ダメだ！　このまま話していたらこの店の中で吐いてしまう……！

　僕は大急ぎで店を出て街道を走った。




　五分後。充分に店から距離を取ったところで、僕は地面にへたりこんだ。

「キミって、日本で外食するときとかどうしてたんだ？」

「女性と会話しないでいい店だけ選んでました。カフェとかファミレスとかはたいてい店員が女性なので避けて。狙ねらい目は牛丼屋とかですかね」

「苦労してたんだな」

「ていうかふと思ったんですけど。お金って持ってるんですかね、僕？」

「オ・カ・ネ？」

「お金をはじめて聞いた人みたいな反応されても困るんですけど！　通貨ですよ通貨！」

「あ、あぁ！　とりあえず背中の袋を開けるんだ！」

　今まで意識しなかったが、背中に一つの袋を背負っていた。小さなナップザックのようなものだ。アイテム袋なんだろうか。僕は慌てて手に取り、袋の中を開けてみる。

　──この中に、お金が!?

　入っていたのは先ほど医師に持たされた一冊の本。それだけだった。

「……これ。お金じゃないですよね？」

「だから、持っていけるアイテムは一つだけなんだって」

「は？」

「それがその本だから、お金なんて持ってないよ？」

「おおお、お金がなくてどうやって生活すればいいんですか!?」

「いやいや、それはお金なんて比較にならないほど重要なアイテムなんだよ！」

「お金よりも重要なアイテム!?　魔法の書物か何かですか!?」

　その本のタイトルをガン見する。まさか……！　この本を読めば僕も魔法が使える!?




『超・心理学大全』




　えっ。

「これ何の本ですか？」

　僕は嫌な予感を抱きつつ訊たずねる。

「文字通り、心理学のすべてが詰まった本」

「しんりがく？」

「あれ、知らない!?　心理学！」

「いや。心理学は知ってますけど」

「あぁ、ビックリした！　そこから説明しないといけないのかと思った！」

「じゃなくて、何で心理学なんですか!?　魔法の書物じゃないんですか!?」

　いきなり大声を出した僕に対抗するように、医師も大声で叫ぶ。

「違う！　だが、その本を読み尽くし、心理学を完全に習得できれば、どんな相手とのコミュニケーションも思うがままだよ！　生活にも困らないし、もちろん恋愛だって！」

　僕はゴクッとツバを飲み込んだ。

「恋愛も……思うがまま？」

「その通り！　だから今、キミがそこで行うべき行動はたった一つ……その本を、可能なかぎり、読み込むことだあああああ！」

　絶叫する医師。だが、言ってることが地味すぎる。

「いや、そんな本より、お金を。食べ物を！」

「そんなのがあっても、使い尽くしたり、食べ尽くしたら、終わりじゃないか。よく言うだろう？　『魚を釣って与えるより、魚を釣る方法を教えろ』って」

「というか、なんで転移の時に心理学知識をインプットしてくれなかったんですか!?」

　すると「はっはっは！」と医師の笑い声が聞こえた。

「知識は自分で苦しみながら得るからこそ、血となり肉となるんだよ！」

　その前に僕自身の血と肉がヤバそうだ。医師の誇らしげな顔が目に浮かんで腹が立つ。

「ちなみにその本を書いたのは僕だ！」

　なぜここで自分の著書を持ってきた。

「せっかく書いたのに、分厚くて値段も高すぎたせいか、あまり売れなかったから、せめて有効活用したくてね！」

　ここで有効活用するな！　僕の生命線じゃないか！

「この実験がうまくいって話題になれば、その本も売れるかもしれない！　キミが飢えてしまうより早く、全すべての心理学知識を吸収してミラクルを起こせるか！　見せてみろ！」

　無責任か！

「あと、そうだ！　言い忘れていたけど、この声を届けられるのもここまでなんだ」

「ちょっ!?　ちょ、待ってください！」

「大丈夫！　心理学さえ駆使できれば、楽しく生きていけるはずだ！　人生のコツはたった一つ『これからのことを深く悩まず、今この瞬間を楽しむこと』だ！　それじゃあな！」

「あ！　か、帰る時はどうすれば──！」




　その言葉を最後に医師の声は一切聞こえなくなった。

「まじか……」

　しばらく放心した後、僕は街道の脇の木の根元に座り込み、『超・心理学大全』を開く。

　こうなったら、もう、やるしかない！

　そう気合いを入れて僕はページをめくっていく。

　そこには心理学に関する、あらゆる知識が書かれているようだった。

　心理学の基礎的な知識から、臨床や実験なども含めた応用心理学まで。

　今までは全然興味がなかったが、確かに恋愛をうまく進めたいのなら、有用な知識がたくさんあった。いや、恋愛だけじゃなく人付き合いすべてに活用できそうだ。

　なぜ今まで、心理学を知らなかったんだろう。もっと早く知っておけば……

　本の中には『人間は、強い目標や動機があれば、とても効果的に勉強や仕事をこなしていける』と書いてあった。この世界でどうなってしまうか分からない不安、そもそもの女の子に対する僕の欲求の強さ。それらが、心理学の知識に縋すがりたい気持ちを芽生えさせ、僕を本の内容にのめりこませた。




　それは素晴らしい本だった。

　一点だけ不満があるとするなら、『著者近影』に載っていた写真が、あの医師のキメキメの顔だったことだ。ものすごくイラッとした。それでも僕は本を読み進める。

　気がつくと日が暮れていた。

　灯あかりを求めて、さっき逃げ出した店の外壁に寄りかかり、店の窓から漏れる光を頼りにただひたすらに読む。食事は無いが水だけは目の前にあった井戸から汲くんで喉のどを潤した。

　そのまま朝が来る。今度は日光の下で本を読み続ける。

　今までこんなに勉強したことはなかったんじゃないだろうか。

　現実世界でこの集中力があれば、今ごろは成績も学年一位だったかもしれない。

　──それから何日が経たっただろうか。

　何回目かの日の出がやってきた。

　その時──僕はその本の最終ページを読んでいた。

　僕の心の中で色々な心理学知識が、明確につながりあい一つの形を作っている。

　心に関するさまざまな謎なぞが、一つ一つ解けているのを感じる。

　最後の文字を読み終わったときに、僕は思わず立ち上がった。

　朝あさ陽ひがまぶしい。

　まさに心の中が晴れてきたのを象徴するかのような光だと感じた。

　僕の心はものすごく満たされている。

　ただ、反比例するかのように、お腹なかは満たされていなかった。

　もう、限界だった。

　このまま、僕は死ぬのか。

　どんなに心理学知識を得ても、お腹が減ると、人は死ぬのか。

　あまりに当たり前の事実を痛感しながら、意識が遠のきかけた瞬間。

　僕の耳に、美しく澄んだ声が聞こえた。




「どうされたのですか？」





◆第３章　エルとの出会い




　その声に僕は後ろに振り返ると、そこには一人の少女が立っていた。

　白と緑を基調にした衣服に身を包んでおり、頭部と耳を隠すようなフードをかぶっている。その下から見える蒼あおい目はとても大きく、穏やかで優しい光を放っている。鼻筋は通りつつも鼻翼は狭くすっとしていて、赤い唇がつややかで可愛かわいかった。肌は白くなめらかで、静かに降り積もった新雪のようだ。

　年は僕と同じくらいだろうか。落ち着いた、安らぐような雰囲気を醸し出していた。

「何か、お困りですか？」

「あ、あうっ」

　ずっと声を出していなかったので、発声が安定しない。

「ぼ、ぼっ！　ぼ、僕」

　女の子の声に、女の子としか思えないしなやかな肢体、服から覗のぞくふくよかな胸。

　僕の中にまた吐き気が生じかけた。

「どうされましたか？」

　──でもその瞬間、僕は気づいた。

　会話はうまくできない。でもなぜか、いつもあるはずの吐き気が湧わいてこない。












　僕はあらためて彼女の顔を見つめる。

　フードで頭を覆っているが、なぜか耳の部分が膨らんでいる。声質もどことなく普通の女性とは違う気がする。澄んだ美しい声だけど、不思議なトーンが含まれているような。

　何だ？　何なんだ？

　理由は分からない。とにかく『吐き気がない』という事実が何よりも重要だった。

　彼女は不思議そうな顔でこちらを見ている。

「な、な、な、なん」

「はい」

「な、なんでも、ないです」

　言えた。うまく話せないのはいつも通りだが、それでも最後までは言えたのが大事なことだ。もちろんこの少女が、辛抱強く聞いてくれているから、なのかもしれないが。

「そうですか？　なんだかフラフラされてるように見受けられましたが？」

「そ、そ、そんなことないです！」

「そうでしたか。余計なお世話でしたら失礼しました」

　彼女はそう言いながら、立ち去ろうとする。

　その瞬間。グウウウウウウウッという音が鳴り響いた。

　その音に彼女はくすっと可愛かわいらしく微笑ほほえむ。ぱっと花が咲くような愛らしい笑みだ。

「お腹なかが減っているんですね？」

「は、は、はぁ」

「では、こちらをどうぞ」

　彼女はそう言いながら、葉っぱのようなものでくるまれた何かを差し出した。受け取って中を見ると、少し黄き色いろ味みがかったプルプルしたものがのぞいていた。

「よろしければ召し上がってください」

「え、で、でも、こ、これ」

　相変わらずうまく喋しやべれない。しかし何とかそれっぽい会話にはなっている。気がする。

「手作りゼリーです。大丈夫、安全なはずですよ！」

「はず？　で、でも。わ、悪い……」

　それと同時に、またお腹の音が鳴り響いた。やはり食欲には勝てない。

　飢えた目で見つめている僕の前で、彼女はクスクスと楽しそうに笑う。

「気にせずどうぞ♪」

　心の中で感謝しつつ、僕はゼリーを口に放ほうり込んだ。

「ん、んぐっ！」

　急いで食べたのでむせそうになる。彼女は革でできた水筒のようなものを取り出して、僕に水を飲ませてくれた。

「げほっ！　あ、ああ、ありがと」

「残りもどうぞ♪」

　その言葉に甘え、僕は勢いよく目の前のゼリーをすべて食べた。

　おいしい。

　舌までトロけるような、甘い甘い味。それでいて後味は爽さわやかで、今まで日本で食べたことのない不思議な味だった。

「ふふっ。落ち着きましたか？」

　食べ終えた僕を彼女は嬉うれしそうに見つめている。僕はその表情に応こたえようと頷うなずいた。

「は、はぃ。あ、あ、ありがと、ござ」

「良かったです♪」

「あ、あの！　お、お、お礼」

　僕はそう言いかけ──そこで気づいた。

　お礼できるものなんて、何も持っていない。

　敢あえて挙げるなら『超・心理学大全』だけだが、これを渡しても喜んでもらえるかは分からない。著者近影でイラッとされるかもしれない。

「そんなのいいんですよ。旅は道連れ、世は情け！」

　素敵な微笑ほほえみでそう言われると、僕は何も返せなくなる。余は情けない。

「食べ物はいっぱいありますから、気にしないでくだ」

　その瞬間、グーという音が鳴った。それは彼女のお腹なかから響いたものだった。

「ちょっ！　えっ？」

　彼女の顔がみるみるうちに赤くなった。……まさか、彼女も空腹だったのか？

「も、も、もしかして。い、今の、た、食べ物で、ぜ、全部？」

「えっ？　そ、そんなことないです！　まったく！」

「で、でも。ほ、他に」

「あります！　私の心に！」

　いや、そういう精神論じゃなくて。僕は慌てて頭を下げる。

「ご、ご、ごごご、ごめんなさ」

　彼女は笑顔で首を振った。

「いいんですよ！　何とかなります！　人生、なるようになる、ですよ♪」

　そう言いながら、じりじりと離れて行こうとする。

　お腹が鳴った恥ずかしさか。僕に心配をかけないようにと思ってくれているのか。

　何にしてもすごく優しい子だ。

　僕の中に強い感謝の気持ちが生まれた。同時に、無性に名な残ごり惜しい思いがこみ上げる。

　──このまま彼女と別れたくない。

「ちょっ！」

　今までの僕なら、こんなときに相手を呼び止とめることなんてできなかった。

　でも、今の僕の中には不思議な予感がある。

　彼女とは他のどの女性よりも落ち着いて話せた。不思議なことに吐き気が出なかった。

　もし彼女をこのまま行かせてしまったら、何か大切なものを失ってしまう気がする！

　確かに今、大きな声で呼び止めることは、勇気が必要で難しいことかもしれない。

　でも──僕は目を閉じて『超・心理学大全』にあった内容を思い出した。

　心理学的には、大きな行動が取れないときは、『まず小さな行動を取る★１ことが重要』とされている。どんなに小さくてもいいから、その人に体を近づけることが大事だ。足が動かないなら手だけでもいい。

　僕はそこまで思い出すと、まずは小さく手を動かした。……よし！　動く！　そのまま少しずつ勢いをつけていく。そして小さく声を出す。

「あ」

　それを増幅させるように。僕は彼女に向かって声を絞り出した。

「あ、あの！」

「！」

　彼女はぴくりと反応する。でもその動きが止まることはなかった。

「す、す、少し待って、く、くだ」

　しかし彼女はその瞬間、「それではっ！」と言って勢いよく走り出した。

　もう、声だけじゃダメだ。僕は急いで追いかける。食べたばかりで胃がチャプチャプするが、そんなことを言っていられない。

「ま、待って！　待って！」

　彼女はすさまじい速さで走る。

　僕の体育の成績はものすごく悪いが、これはもう一世一代のダッシュだ！

　ありったけの力を振り絞って何とか彼女のすぐ後ろまで近づくことができた。

　だけどあと一歩、差が縮まらない。

「まま、待ってくれ！」

　僕は大きく叫びながら手を伸ばす。思わず彼女のフードをつかんだ。

「きゃっ！」

　瞬間、フードが脱げた。彼女は驚いたようにこちらを振り返る。

　雪白の肌や宝石みたいな目がハッキリと見えた。艶のある金髪に縁ふち取どられた小さな美しい顔。フードの脇から見えた想像の数倍、いや数十倍のインパクトがある美少女だった。

　でもそれ以上に驚くべき点が、一つだけあった。

　彼女の耳は、普通の人間よりも、ずっと長くとがっていたのだ。

「み、見ないで！」

　彼女は耳を押さえながらしゃがみこんだ。何かに怯おびえるように微かすかに震えている。

　僕はこの状況を飲み込むのに時間がかかっていた。

　……そうだ。ここは日本とは違うファンタジー世界。人間以外の存在がいたって不思議ではない。僕はそう思いながら言葉を選んだ。

「き、キミは、人間なの？」

　出てきた言葉はこれだった。考えに考えてこれなのが切ない。おそらくこれほど失礼な質問もないだろう。

　彼女は僕のセリフにビクッと体を震わせる。

「ご、ごめん！　変な質問で！　答えたくなければ──」

　するとかぶせるように、彼女はこう答えた。

「いえ。私はエルフです」

『エルフ』。昔、本で読んだことがある。森に暮らす耳が長い長命で見目麗しい種族だ。

　実際、彼女の見た目は耳以外は人間とまったく同じだった。その人間離れした美び貌ぼうは、日本だったらアイドルや女優クラスだろう。通りすがる男のほぼ全員が、二度見をするだろうことは間違いない。

　何にせよ、先ほどから僕が緊張せず、吐き気もほとんどなかった理由が分かった。

　彼女が亜人だったからだ。

　顔の雰囲気や振る舞い、そして長い耳という特徴。さらに声のトーン。そのすべてに、人間と違った雰囲気があり、それが僕の心を落ち着かせていたのかもしれない。

　そして今、とがった耳を見て確信したことで、緊張感もほとんどなくなっているのだ。

「こ、このことは、誰にも言わないで」

　彼女はおびえた表情でこちらを見上げ、弱々しく懇願する。

　心理学的には『秘密を共有★２』すると、親近感は強まるとされている。もちろん心理学なんて一切関係なく、僕は彼女の秘密を漏らすことはない。絶対に。

「そんなの、言わないに決まってるよ！　でも何で？」

　すると彼女は再び目を伏せる。

「これまで、エルフというだけで奇異の目で見られて、時には攻撃されそうになったり、誘拐されそうになったこともあるんです」

「た、大変だったんだね」

　口説きの法則はシンプルだ。『九割話を聞いて受け入れ、一割だけ積極的に好意をアピールする★３』だ。とにもかくにも、まずは話を聞かなくてはならない。

　そして話を聞く場合に重要なのは『共感★４』。共感の秘ひ訣けつは、相手の感情を受け止め『同じ感情』を返すことだ。プラスなら「良かったね！」マイナスなら「つらかったね、大変だったね」を繰り返すこと。ここではもちろん「大変だったんだね」だ。ただこれは、本当に素直な僕の気持ちだったのは言うまでもない。

「あなたはもちろん誘拐するような人ではなさそうですけど。でも、やっぱり怖いんです」

「そうか。確かに怖いよね」

「どうして私を呼び止めたんですか？」

　彼女は僕の目を見つめる。

「……なんだか、話してるうちに、もっと話したくなったんだ」

　これは、理由になっているんだろうか……。

　でも、僕のすごく正直な気持ちが、今の言葉だった。

　素直な感情を伝えることを『自己開示★５』と呼ぶ。自分の感じた気持ちを率直に伝えることが、何よりも相手の感情に訴えかける。

「もっと言うなら。話していると、なんか落ち着くんだ」

「そ、そうなんですか？　であれば。う、嬉うれしいです。私、エルフだということを隠して旅をしてたから、怖くて誰とも話をしてこなかったので」

「じゃ、じゃあ、さっきはどうして声を掛けてくれたの？」

「なんだかすごく困ってそうでしたし。それに……お、襲ってくる体力もないかなって」

　確かにそうだ。瀕ひん死しだったからその意味では安心だ。

「でもまさか、追いかけてくるとは思いませんでした！」

「そ、そうだね。それは自分でも予想外だ。でも、それだけ感謝してるし。それに──」

　僕はそこまで言いかけて言葉を飲み込んだ。

　特別な感情が湧わいているなんて流石さすがに言えない。

「……？」

　彼女の綺き麗れいな瞳ひとみが、不思議そうに僕の目を見つめる。

　その目には何とも言えない魅力がある。大きいのはもちろん、目そのもののラインが美しい。アーモンド形のぱっちりとした両目に輝く、宝石のような神秘的な色の瞳。見ているだけで頭がポヤッとして、時間が無限に過ぎそうになる。

　僕は気力を振り絞り、とにかく話題を変えようとした。

「あ、そうだ！　ぼ、僕の名前は心しん太た！　キミの名前は？」

「私ですか？」

　小首を傾かしげる。男に媚こびるような仕草ではないのに、心から可愛かわいいと感じてしまった。

「私はエルです。ここからだいぶ離れた、エルフランドからやってきました」

「エルフランド……。エルフの国ということ？」

「はい。実際は国というほど大きなものでもなく、エルフだけが暮らす小さな村です」

　そうか。この世界のエルフはエルフだけで、集落を作って暮らしているんだな。

　でも、何でわざわざ一人で旅をしているんだろう。

「あなたはどこから来たのですか？」

「僕は日本」

「ニホン？」

　その瞬間に気づく。彼女は日本のことを知らない。当然だ、ここは別世界なんだから。

「そう！　話すと長くなるんだけど」

「どれくらい長くなりますか？」

「一時間くらい？」

「それを一言で言うと？」

「『転移してきました』」

「ぜんぜん分かりませんけど、とりあえずそれで了解しました」

　了解しちゃうんだ。ていうか、さすがに一時間は話を聞く気がないわけだな。当然だ。

「信じがたいお話ですが、あなたがそう言うのなら、きっとそうなんでしょうね」

　エルは頬ほおに左手を添え、少し困ったように微笑ほほえんだ。

　ものすごく素直なコだ。もしかしてこれなら……

「信じてもらえないかもしれないけど、僕はキミの恋人なんだ」

「さすがにそれは信じません」

　うん。自分でもそれは信じてもらえないと思っていた。

　そんな風に話していると、彼女は少しずつ僕をしっかりと見てくれるようになった。

「さっき一人で旅をしていると言ってたけど、何か目的があるの？」

　思いきって正直に疑問をぶつけてみた。すると彼女はしばらく考え、

「私は、あるものを追っています」

「あるもの？　それって何？」

　心理学では『ミラーリング★６』というテクニックがある。相手の言葉の中で、キーワードとなる単語をそのまま繰り返すことで、相手に『聞いている』というメッセージを伝えるのだ。僕はそのことを思い出しつつ、エルのキーワードを繰り返す。

「とにかく早く取り戻したくて」

「早く取り戻したい……。で、あるものって何？」

「あと少しで取り戻せるんです」

「あと少し？　やったね！　……で、何を？」

「あぁ、早く取り戻さないと」

　何を探してるか、いい加減に言え！

「何で!?　何でどんなものなのか教えてくれないの!?」

「うぁっ、そ、それは……」

　彼女は何かを言おうとして、口をもごもご動かす。なんだかほっぺたが妙に赤い。

　何だろう。よっぽど言いづらいものなんだろうか。

「何なの？」

「ブ、ブ」

「ブ？」

「言えない！　やっぱり言えない！」

「ブタ？」

「惜しい！　一文字違いです！」

「ブリ？」

「あーっ！　さらに惜しい！　もう一文字前です！」

　何でこんなヒントクイズみたいなことやってるんだろ。

「……まさかと思うけど、ブラ？」

「あ───！　あ───！　聞こえない！　聞こえなーい！」

　エルは耳を両手で押さえて聞こえないのポーズをする。子供か。

「そうです！　ブラです！　ブラだと認めたらいいんでしょ!?」

　自や棄けクソ気味にエルは叫んだ。

「ブラを探してるわけ？」

「はい！　我が村に代々伝わる秘宝『エルフのブラ』を取り戻そうとしてるんです！」

「何でそんなのが秘宝に!?」

　この世界のエルフは変態なのか。

「何でも、何世代も昔のエルフがつけていたブラのようで、着用者の魔力を増幅させる魔法が宿っているんです」

「なんでよりによって、ブラに宿らせちゃったんだろうね？」

「パンツよりマシじゃないですか？」

　知らんわ！　何でその二択なんだ。

「ブラでもパンツでもなく、普通の衣服とか、鎧よろいとかじゃダメだったの？」

「たぶんそうすると、戦闘中に敵に破られたり奪われたりするからじゃないでしょうか。だから一段階、衣服の中に隠れるものにするという配慮だったんじゃないかと」

　その配慮があるなら、もう一段階、配慮ができたんじゃないかと思うんだけども。

「とにかく、代々の村の代表は『エルフのブラ』を身につけてきました。村の代表には、女がなることが多いんですが、たまに男のエルフがなると悲惨でした」

　それは確かに悲惨すぎる。

「父がつけているところは、子供心にも見たくなかったです」

　つけてたんだお父さん。

　ちょっと想像してしまい、微妙な気持ちになった僕はエルの胸を見る。大きい。

　これに合うとするなら、やはりブラも大きいはずだ。それを父親がつけているというのはなかなかにありえない。

　父の悲劇を嘆くように目線を落としていたエルは、気を取り直して続ける。

「『エルフのブラ』は、魔法の力によって、着用する者にサイズを合わせてくれるんです。胸の大きい女性ならブラも大きく、小さい女性ならブラも小さくなるんです」

「じゃあ、男性の場合は？」

「ちゃんと男性用ブラになります」

　あるのか、そんなの。この異世界、変な方向で進みすぎてるな。

「父はＡカップなので、ちゃんとそれに合わせた形状になります」

　お父さんのカップサイズという、世界一どうでもいい、もとい重要な話をありがとう。

「何にせよ、男性はつけづらいですけど、そのあたりは我慢してるんだと思います」

「エルフの男って大変なんだな。で、それを探してるということは」

「はい。私が今の村の代表なんです。両親が亡くなってしまって、私がそれを引き継いでいたのですが……不思議なことに、ある日忽こつ然ぜんと消えていたんです」

「消えていた？」

「はい。家で着用して生活していたら、ブラだけが、スッと」

「無意識に脱いだとかではなく？」

「ブラだけ無意識に外すなんてありえませんよね？　この謎なぞも気になっているのです……」

　エルは神妙な表情で言う。確かに謎すぎる。

「実は『エルフのブラ』があることで、住んでいたエルフたちも、安心していた部分があったみたいなんです。『これがあるから大丈夫』という……求心力というんでしょうか」

「ブラで求心力か」

「ブラが無くなってから、みんなの気持ちも離れてしまって。一人減り二人減り、そして最後には、村に残ったのは私だけになってしまいました」

　エルはしょんぼりと目を伏せ──だがその後、気持ちを切り替えたようにバッと顔を上げたエルは、きらきらした目で夢を語る。

「だからブラを取り戻して、エルフが集まれる村、いえ国を再興することが、今の私の悲願なんです！」

　良いい話なんだけど捜し物はブラなんだよなあ。

「そうなんだ。大きな夢だね！」

「はい！」

「そのエルフのブラの在あり処かについて何か手がかりはあるの？」

　するとエルは秘密を打ち明けるみたいに声を潜め、

「何でも、盗賊団が盗んだようなんです」

「盗賊団？」

「下着専門の盗賊団『シタギーズ』です」

　あ、それは変態だわ。盗賊団というより変態団だわ。

「下着以外には目もくれない、義賊もとい、下着賊らしいです」

　聞けば聞くほど変態だとしか思えない。呆あきれる僕を気にせず、エルは言葉を続ける。

「数多あまたある下着の中で、レア中のレアアイテムが『エルフのブラ』だとされています」

　何だろう。下着というジャンルに入れた瞬間、レアであるほどダメな気がしてきた。

「ちなみにどうして、その盗賊団が盗んだと分かったの？」

「現場に、こんな紙があったのです」

　彼女が取り出した紙にはこう書いてあった。




『エルフのブラ』はいただいた。ｂｙ下着専門の盗賊団『シタギーズ』




「どう思われますか？」

「ここまで自己顕示欲が強い下着ドロ、はじめて見た」

「ですよね」

「その盗賊団がどこにいるか、分かってるの？」

「だいたいの位置は。彼らは逃げるときに、時々盗んだ下着を落としていくんです。そのため、落とした下着を拾っていくと、だいたいのアジトの場所が分かるんです」

　子供に読み聞かせられないヘンゼルとグレーテルだな。

「そしてその盗賊の砦とりでが、あそこに見える、あの山の頂上にあることまでは、何とか必死の調査で突き止めたんですけど……」

　そう言いながらエルが指した先には、確かに小高い山があった。ごつごつとした山肌の頂上付近には砦のような構造物があり、そこから狼煙のろしがあがっていた。

　狼煙はブラジャーの形になっていた。

「あれ、必死の調査で突き止める必要あった？　ものすごくバレバレじゃない？」

「そんなこと言わないでください！　ブ、ブラジャーじゃなくて、メガネの形かもしれないじゃないですか！」

　それはない。

「ほら、ブラジャーとメガネって、シルエットだけは似てますし！　メガネ専門の盗賊団『メガネーズ』のアジトだったりしたら、大変じゃないですか！」

　この世界には変態盗賊団が満載なのか。

「アジトが分かったのなら、そこに行けばいいんじゃないの？」

「今向かっている最中ではあるのですが……やっぱり私一人じゃ厳しいかなとも考え始めておりまして。たくさんの団員がいるので、返り討ちにあってしまうかもしれません」

「それはたしかに……！」

　頷うなずきながら僕はエルの華きや奢しやな肩や細い腕を見つめてしまう。盗賊というからには荒くれ者の男たちが山盛りだろうし、エル一人でどうにかできるのだろうか。

「返り討ちにあったら、どんな目にあうか！」

　確かにここは、法律なんてあってないような世界だろう。

「きっと、私が今つけている下着まで奪われてしまうと思います！」

　下着専門の盗賊団だもんなー。それで満足だよなー。

「た、確かに、それはそれでイヤだね」

「はい！」

「でもエルフなら魔法を使えたりするんじゃないの？」

　エルに訊たずねた。言った後、イメージがテンプレ過ぎると気づいたが後の祭りである。が、

「使えますよ」とエルは頷く。

「おお、いいじゃん！　じゃあそれでそのブラを奪い返せば──」

　勢いよく言いかけた僕の言葉を遮り、エルは首を横に振った。

「──残念ながら、一つ一つの魔法の習得には、ものすごく時間がかかるのです。たとえばあなたがエンピツを使っているときに『このエンピツを盗ぬすまれたときのことを考えて、エンピツを取り戻す魔法を習得しておこう』などど考えますか？」

「考えません」

「『今着ているシャツやパンツを盗まれたときのために、シャツやパンツを取り戻すための魔法を習得しておこう』と思いますか？」

「思いません。絶対に新しいものを買います」

「ですよね!?」

「で、でもその『エルフのブラ』は家宝なんだろう？　ならそういう魔法を習得しておいても……」

「家宝とはいえブラですよ!?　盗まれるなんて想定しますか!?」

「確かにそれは同意する」

「そもそも『ブラを取り戻す魔法』なんて存在しないんです。過去にそういう魔法が開発される必然性がなかったようで」

「それはそうだろうけど。じゃあどんな魔法が使えるの？」

　素朴に疑問を尋ねると、エルは少し言いよどんだ後、ゆっくりと話し出した。

「一つ一つの魔法には向き・不向きがあるみたいで……私は、自分が比較的簡単に習得できそうな魔法から習得してみてるんですけど」

「具体的には？」

「ま、まずは相手のバストサイズを把握できる魔法です」

　やばい。世界一冒険と無関係なものが出てきた。っていうか、その魔法がどんな必然性があって開発されたのかすごく気になる。

　エル自身もどうしようもなさは理解しているようで、恥ずかしそうに頬ほおを染めていた。

「それがどう役に立つの？」

「唱え終われば、相手のバストサイズを、一瞬で！　把握できます」

「『一瞬で！』とか強調されても、そこまでインパクトないからね？」

「ただ唱え終わるまでに一分近くかかります」

　かける労力に比して得られるメリットが少なすぎる。ゴミか……

「ちょっとお待ちくださいね？」

　そう言いながらエルは目をつぶり、何かをブツブツ呟つぶやき始めた。

　……まさか。そう思った瞬間、

「あなたは、Ａカップです」

　ありがとう。教えてくれてありがとう。お父さんと同じカップだと判明させてくれてありがとう。でも死ぬほどどうでも良いいです。

「他には『衝撃を飛ばせる魔法』とか」

「えっ？　それはすごいんじゃない!?」

「でもダメージは『デコピン』レベルなんです」

　弱すぎる。

「やってみましょうか？」

　再びエルは手を合わせて、何ごとかをつぶやいた。その直後、

「いてっ」

　僕のおでこにちょっとした痛みがあった。

「いかがでしょうか？」

「何か本当に、デコピン以外の何物でもなかった」

「ですよね」

「ちなみにこのデコピン魔法を習得するのに、どれくらい時間がかかったの？」

「一年です」

「その前にセーブしたデータとかないの？　たぶんやり直した方がいいと思うよ、それ」

「セーブ？　人生はやり直せませんよ、心しん太たさま」

　そこまで悟っているなら、デコピン魔法を習得する前に悟ってほしかった。

　この世界にも、ゲームみたいなセーブ＆ロードはないようだ。まぁたぶんあの医師に言わせれば『やり直しがあったりしたら、必死に学んだり、全力で日々を生きないだろう!?　そんな人生に意味はない！』ってことなんだろうな。

　何かを実施するに際して『緊張感★７』というのはとても重要だ。緊張感があるからこそ、より高度なプレイが可能になる。これは人生でも同じかもしれない。『やり直しが利かない』からこそ、その一回でより充実した行動ができるのだ。

「他には？」

　僕の問いにエルはしばらく考えてから言う。

「他にもいくつかありますけど、その中でも究極の魔法があります」

「究極の魔法？」

「あまりに凄すごいので、少しずつ発表するんですけど」

「うん」

「なんと……ネコミミを」

　その時点でもうぜんぜん凄さを感じない。間を持たす意味が分からない。そのあとに『ネコミミを核爆発させる魔法』とか言われても、やっぱり凄いと思えない。

「相手に生やす魔法です」

　最後まで聞いてもしょうもない魔法だった。想像通りすぎた。いや、想像よりさらに下だった。

「……それは、何の役に立つの？」

「倦けん怠たい期きのカップルとかでしょうか」

「世界一、切ないな」

「ちなみに私の父親が開発した魔法です」

「大丈夫？　君の両親の夫婦仲」

「その魔法を使用したおかげで夫婦仲が再び盛り上がって、私が産まれたそうです」

「世界は平和なんだな。でも何でその魔法を君が使おうと思ったの？」

「いつか役に立つかもしれないと思って」

「役に立つといいな」

　バストサイズ、デコピン、ネコミミ。この子、すごく可愛かわいいのに残念すぎるな。

「今覚えている魔法があまりにも使えなくて、このまま砦とりでに向かって本当に大丈夫なのかと途方に暮れていたんです。このままじゃいつまでたってもブラが奪い返せません……」

　エルの瞳ひとみにじんわりと涙が滲にじむ。僕の胸もきゅうと締め付けられた。

『じゃあ！　僕が助けるよ！』

　なんて格好の良いい台詞せりふは言えなかった。

　この世界のことなど何も分からない僕が、彼女を助けられるなんて思えない。

　そもそも僕は体力の無さには自信がある。駄目な自信だが、とにかく自信満々でひ弱だ。

　それにエルが魔法を使える（たとえ役に立たないものだとしても）ということは、盗賊たちだって魔法を使える可能性がある。この世界の魔法が、誰が使えてどんなものがあるのかはまったく分からないが、危険なものだってたくさんあるはずだ。

　確かに心理学については色々と学んだが、攻撃魔法に対しては間違いなく無力だろう。たとえば同じ文字をずっと見つめていると、一つの文字として認識できなくなってしまうことを心理学では『ゲシュタルト崩壊』と言う。いかにも必殺技っぽくて強そうだが、

「ゲシュタルト崩壊！」

　と唱えたからといって特殊効果を発揮することはないだろう。分かってる。

　この世界は夢のようなものらしいけど、それでもここで致命的なダメージを受けてしまったら、僕の意識だってどうなるか分からない。

　色々と考えてしまい、やはりすぐに心を決めることはできなかった。

　その迷いが彼女にも通じたのだろうか。エルは静かに笑いながら、

「大丈夫！　大丈夫です！　私一人で何とかしてみせますから！」

　と、気丈に振る舞ってみせる。

　僕はそんなエルの目を見続ける。綺き麗れいな青い瞳からは涙が零こぼれそうだ。よく見れば、その華きや奢しやな肩も細かく震えている。

　そうだ。きっとエルもたった一人で悩んでいたのだろう。まるで僕が、女の子と恋愛できず、話すこともできず、たった一人で悩んでいたのと同じように。

　それでも辛つらい境遇のエルは僕に声をかけてくれた。自分自身の食糧すら分け与えてくれた。そんな彼女のことを、見過ごすわけにはいかない！

「僕は、弱い」

「え？」

　内面を話す『自己開示』。★８この自己開示には『弱い部分』や『マイナス面』を話すことによって、相手との親近感を生む効果がある。

「僕はものすごく弱い。今まで何をやっても駄目で、運動の成績は１だった」

「１位ってことですか？」

　何でも好意的に受け取ってくれる、前向きな思考が素敵だと思う。

「だったらいいんだけど。５までの評価で、数字が低いほど悪いんだ」

「あ……。それは切ないですね。でも０ではないだけマシかと」

「限りない前向きさがありがたいんだけど、１が最低なんだ」

「そうでしたか」

「それに勉強だって、そんなに得意じゃない。数学だって国語だって社会だって苦手だ」

「そ、そうなんですね。得意な科目はなかったのですか？」

　保健の授業（主に男女の成長に関する部分のみ）、なんて言えないな。

　あ、理科も得意だった。いや、おしべとめしべのところ限定だけど。

　考えれば考えるほど、何も自慢できることのない自分に気づいた。

　しかしとにかく正直に言うしかない。

「いや、得意なものは何もないけど、ただ気持ちだけは負けてない。足手まといにならないように頑張るから……キミと。いや、エルと」

「えっ？」

『君★９』や『あなた』ではなく、明確に名前を呼ぶことで、親近感はより強まる。

「わ、私と何ですか？」

「僕はエルとい、い、一緒に、行きたい！」

「ええ!?」

　彼女は目を丸くする。

　そうだ。これが僕の素直な気持ちだ。

「エルの助けになるためには、どんなことでもするから！　一緒に行かせてほしい！」

「そ、それって？」

　エルが目を瞬またたかせながら聞いてくる。

「そ、それだけじゃない！」

　僕がエルに伝えたいことは──まだある！

「僕は、エルとこれからも一緒に過ごしたい」

「えっ？　えっ？」

　彼女の表情が変わる。赤くなったほっぺたから、ドギマギした雰囲気が伝わってくる。

「僕は」

　エルのことを好きになってしまった。

　僕の心の中に止めどなくあふれてくる、このあたたかな気持ち。

　これは、愛だ。愛に違いない。そう表現するしかない。

　そうか。分かった。これが童貞の思考なんだ！　今までロクに経験がないから、こうして少し話をしただけで、相手をものすごく好きになってしまうのかもしれない。

　人は『最初』を味わわせてくれた相手★10に、強い好意を抱くとされている。ヒナドリが最初に接した生き物を親だと思ってしまい、離れられなくなってしまうのに似ている。

　ただまぁ、今さら言うまでもなく、僕には告白する勇気なんてない。

「僕は……」

『好き』という言葉を口にしたい。でもそれは簡単なことじゃない。

　言いづらい言葉★11があるのなら、言いやすい言葉に置き換える。特に好意なら、本当にシンプルな言葉に変えてもいい。『好き』という言葉が言いづらいなら、もっともっと簡単な言葉で『いい』んだ。

「ぼ、僕は、エルのこと、いいと思ってるから」

　僕が選んだのは『いい』だ。シンプルすぎる。「いい家だね」「いい服だ」くらいの言葉でもある。たとえそうであっても好意をまったく言葉にしないよりずっといいはずだ。

　繰り返しになるが、口説きの法則は『九割話を聞いて受け入れ、一割だけ積極的に好意をアピールする』ことだ。今はとにかく一割のことを成し遂げたのだ。

「あああ、ありがとうございます！　それは好意と受け取ってもよろしいんでしょうか？」

「よよよ、よろしいです！」

　どんな会話だ。エルは少しだけ目を伏せた。尖とがった耳が真っ赤になっている。彼女はゆっくりと言葉を選んでいるようだ。

「私も好き！」

　みたいな展開は、さすがに無いことが分かった。というか、自分が『好き』と言えていないのに相手にその言葉を期待するのは甘すぎる。

　そして再び顔を上げたエルは、何かを決心したような表情を浮かべていた。

「ありがとうございます。お気持ちすごく嬉うれしいです！　ただ……」

　この時点で、次にマイナスの言葉が出てくると予想できた。

「私は今、そのご好意に、お応こたえすることはできません」

　あぁ。フラれた。人生初の告白は、玉砕したんだ。

『当たって砕けろ』という言葉があるが、文字通り砕けた。同じ当たるなら、彼女の胸に当たりたかったが、流石さすがにそれは無理だろう。自分でも何を言っているか分からない。

「私には、『エルフのブラ』を取り返して、国を再興するという使命がありますから」

「責任重大だもんね。流石にこんなところで、こんなことしてる場合じゃないよね」

　僕は自分を納得させるようにそう言った。

「そ、そこまで断言するわけではないんですけど。国を再興させるまでは、他のことを考える余裕がなくて」

　エルの声が申し訳なさそうに小さくなっていく。

「ご好意にお応こたえすることはできないのですが、ご一緒いただけることは、すごく嬉うれしく思います。ですが、それで心しん太たさまを危険に晒さらしてしまうのではと不安があるんです」

「そうだよね。頼りないよね」

　僕の言葉にエルは少し考えこみ、

「それは……そう、ですね」

　あ、やっぱり否定はしないんだ。

「あ、いえ！　確かに頼りない部分はありますけど、それは今後、変わるかもしれないですよね！」

「そ、そうだよ！　変わるかもしれない！」

　慌てて否定するエルと、それに乗っかる僕。

　あわあわと手を振っていたエルが、不意に何かを思い付いたようにハッとする。

　首を傾かしげる僕をエルが上目遣いに見つめた。

「あの、あの、もしよろしければ、ご好意のお礼に、プレゼントがあります。少しだけ目をつぶっていていただけますか？」

　そう言うエルの頬ほおはうっすらと上気している。

「な、何？」

「いいから目をつぶってください！　私がいいと言うまで決して開けないでくださいね？」

　何だろう。目をつぶった瞬間に刺されたりして。いや、そんなことはありえないか？　うーん。まぁ、このコになら、刺されても本望なような。いや、でも流石に……。

　フラれたショックのせいで、僕の思考は限りなくネガティブに寄っていた。

「早く！」

　迷う僕を急せかすようにエルが叫ぶ。よく分からないけど、とにかく目をつぶる。

「落ち着いて。落ち着いて私」

　いきなり深呼吸を始めたぞ!?

「はーっ。はーっ。大丈夫。私は大丈夫よ」

　何だろう？　不安に思うが目は開けずにいた。エルはまるで自らを安心させるかのように「大丈夫」と繰り返しながら、深呼吸を続けている。そして不意に言った。




「心しん太た様。私への好意は、ほ、本気ですか？」




　いきなりの剛速球にテンパりながらも「あ、う、うん」と答える。

「では、好意があったらしてもいいことをするのは、問題ないですか？」

　質問の意図がよく分からない。

「な、何のことか分からないけど、いいよ」

「そうですか。分かりました」

　なんなのだろうと首を傾かしげたそのときだった。

　エルは「よし！」という気合いのかけ声と共にこんな言葉を口にした。

「キスキル！」

　何かの呪じゆ文もんなんだろうか……。僕がそう思った次の瞬間──唇に何かが触れた。

「！？！？！？」

　柔らかい！

　いや、それだけではない。あたたかなぬくもりも感じる。

「んっ！」

　吐息が聞こえた。それも、僕の唇のすぐ目の前から。

　呼吸音も聞こえる。いや、呼吸の音だけではない。吐息が直じかに僕の肌に触れる。

　まさか。

　まさかまさかまさか────!?

　僕が思わず目を開けると──目の前にエルの顔があった。

　その距離、僅わずか数センチ。

　いや、唇と唇の距離だけでいったら、完全にゼロだ。

　──そう。彼女と僕は、キスをしていたのだ。

　もうなんて言っていいのか分からない。こんな経験、生まれてはじめてだ。夢にまで見た、女の子とのキス。

「んっ！　んんっ！」

　彼女も緊張しているのだろう。火ほ照てった頬からカクカクという震えが伝わってくる。

　もしかして、エルも初めて……なのか？

　そんなことぼんやりとそう考えるが、すぐに唇に思考を塗り潰つぶされる。

　普通に生活している風景に、大きな隕いん石せきがドーン！と落ちてきたような感覚だ。

　もう、キス以外のことが考えられない。『百聞は一見にしかず』という言葉があるが、キスに関しては、まさにその通りだった。『接せつ吻ぷんは一回やるにしかず』だ。

　自分でも何を言っているか分からない。頭が沸騰しているみたいだ。

　実際には十秒も経たっていなかったと思う。だがそれこそ三日間にわたってずっとキスをしていたかのような、そんな錯覚に襲われていた。

　っていうか、エルってほんと可愛かわいいな。至近距離で見ても毛穴一つ見えない、すべすべの白い肌。小刻みに震える長いまつげは、今にも僕に触れんばかりだ。しかもどこからともなく花のようないい香りも漂ってくる。

　僕はあまりの幸せに呆ぼう然ぜんとして、ほんの少しだけ口を開いた。

　その感覚の変化に気づいたのか、エルはすぐに唇を離し──目を開けた。

「「……」」

　二人で見つめ合う。

「あっ」

　小動物みたいにプルプル震えながら、エルが少しずつ口を開いていく。

「あああああああっ！」

　エルの口から絶叫が響いた。

「な、何!?　何!?」

　慌てる僕の肩を涙目のエルが強く揺さぶり始める。

「目を開けないでって言ったじゃないですかああ！　何で目、開けてたんですかあああ!?」

　驚きのポイントそこか！　僕の心の呆あきれ声に気づいたかのように彼女は一瞬停止し、

「ってああああ！　忘れて忘れて！　今のこと、忘れてくださああああい！」

「な、何を？」

「キ、キ、キ」

「サルの鳴き声？」

「違います！　キッ！　キスしたことをです！」

「忘れられるわけがない」

「あああああっ！　やっぱり!?」

「ていうか、一生忘れない」

　エルは羞しゆ恥うちで耳もほっぺたも真っ赤に染め、勢いよくしゃがみ込んで頭を抱えた。

「ああああ！　何てことしちゃったの私!?　いくら魔法を渡すためとはいえ、今日会ったばかりの方に！　う、生まれてはじめてのキスしちゃうなんて！」

「えっ!?　今、何て言った!?」

「ううううう、生まれてはじめてのキス！」

　それは嬉うれしい。自分もはじめてだったし、死ぬほど嬉しい。でも、そっちじゃなくて。

「いや、その前に言ったこと。何て？」

「えっ？　ま、魔法を渡すためとはいえ」

「そう！　それって、えっ!?　どういうこと!?　魔法？？」

　エルはふらふらと立ち上がり、胸に手を当てて深呼吸をした。

「今、心しん太たさまに渡したのは『キスキル』の魔法です」

　エルは僕の目を見つめながら話を続ける。

「誰かに『キス』をすることで、相手の持つ『スキル』を奪うことができる魔法です」

「スキルを奪える!?　唇を奪うことで、スキルも奪えるということ!?」

　自分の発言が上う手まいのか上手くないのか、よく分からない。たぶん上手くないだろう。

　実際、キスをした衝撃で、今なら何を言われても信じてしまいそうだ。

「その通りです。これは私の一族にしか伝わらない禁断の魔法なんです。そして一生に一度だけ、スキルを『奪う』のではなく『キスキルを譲り渡す』ことができるのです」

「ええっ!?　これって、返すことはできるの？」

「できません。この先、心太さまが誰かにキスして奪ったスキルは、もう一度キスすれば返すことができます。ですが『キスキル』を、一度放棄した私に戻すことはできません」

「そ、そんな重要で大事な魔法を、なぜ僕に!?」

「だって！　これから先、色々な人とキスするなんて、無理です……」

　エルは朱が差したほっぺに手を当て、目を伏せて恥じらっている。

　無理を押しつけられたのか、僕。でもまぁ、エルが他の人とキスするなんて、想像しただけでも凄すさまじい嫉しつ妬と心が湧わき上がってくるしなあ。

「そもそも敵と戦っている途中に、キスができる隙すきなんて生まれないですよね？」

　エルは同意を求めてきたが、「その胸を見せれば、大抵の男に隙ができるんじゃないかな」という台詞せりふが出そうだったが、それは流石さすがに飲み込んだ。

　何にせよ、色々な相手とキスをしまくることは確かに女性には苦痛かもしれない。

「だから持てあましていたんですけど……で、でも。心太さまなら、大丈夫かもって」

「えっ、なんで!?」

「だって。私の話をこんなに真剣に聞いてくれたし。それに一生懸命、私のことを考えてくれたし……そんな人、他にいませんから！」

　エルは拳こぶしを握り締め、力説する。

　学んだ心理学が役に立っているのだろうか。あるいは女の子が好き──特に可愛かわいいコが好きすぎてたまらないという病気が、いい意味で役立ったのだろうか。

　いやでも、やっぱりこの判断は早計に過ぎるんじゃないかな……。

　容易たやすく人を信じすぎるエルに、僕はちょっとした危うさを覚えてしまう。

「──だから！　心太さまなら、私のかわりにうまく使ってくれるかなって。どんな敵でも、どんなモンスターが相手でも。今みたいに一生懸命に話を聞いてあげられたら、隙ができてキスすることができると思うのです」

　エルは僕の考えなどまったく想像もしていない様子で言葉を続ける。

「そしてその奪ったスキルは、相手のスキルそのままではなく少しだけ変わるんです」

「変わる？」

「はい。キスキルで奪うことで、心しん太たさまの心のフィルタを通して、少しだけスキルは変化します。それはまさに二人の愛の結晶！　子供のようなもの！　両親が子供を作ったとして、父親か母親、どちらかとまったく同じ子供は産まれませんよね？」

　突然に『子供』というワードを出されてドキッとする。

「どう変化するかは分かりません。ですが、相手のスキルを奪って使えるということに意味があります。きっと敵を倒したり、もっと何か大きなことだって、できるかもしれません！　そんな風に、心太さんがすごいスピードでどんどん強くなってくれるかなって」

　あぁなるほど、これは僕を成長させる意味合いもあったのか。

　納得しそうになるが、それでも一点だけ確認しなくてはならないことがあった。

「でもそれは。僕がこれから先、他の女の子たちとキスをしても、いいということ？」

　その問いにエルは一瞬ハッとし、その後ちょっと切なそうな表情を見せた。

「そ、それは。確かにイヤですけど……」

　そう言われるとちょっと嬉うれしく感じてしまう。

「私は今、心太さまと将来を誓い合うことはできないので止める権利はないと思います」

　そして彼女は、ギュッと唇を噛かんで僕を見上げてくる。

「そっか」

　僕は少し嬉しいような、それでいて少しだけ淋しいような、そんな複雑な感覚を覚えた。

「私は今、心太さまに私の一番の魔法をお渡ししたのです。それは、私の力になりたいと仰おつしやって下さった心太さまに賭かけたくなったから」

　エルは真剣な目でこちらを見つめてくる。

「だから最後まで、責任取ってくださいね♪」

　表情に悪いた戯ずらっぽさを滲にじませたエルは可愛かわいいが、その言葉には重みがあった。

　僕は少しだけ深呼吸をすると、彼女にこう言った。

「わ、分かった。一緒に頑張ろう！」

　するとエルは嬉しそうに微笑ほほえむ。

「はい！　よろしくお願いします♪」




　最初にこの世界に来たとき、僕は元の世界に帰りたいと思った。そもそもはじめての場所で、しかも魔法が存在する危険な世界で生きていける自信がなかった。

　でも、今は。この可愛くてお人ひと好よしでとっても優しい、天使のような笑顔を振りまくエルを守ってあげたいという気持ちでいっぱいだった。それは今の僕にとって、元の世界に戻ることよりずっと大切なことのように感じた。













★１　行動による心理増幅



　たとえば朝、簡単に起きられないのは『体を起こす』というのが、中々に大きな行動だからだ。物事は０からいきなり１００にすることはできない。

　そんなときに大切なのは、とにかく１でもいいから体を動かすことだ。具体的には、たとえば手をギュッと握ってみること。そしてそのまま、手を上に上げてみること。これだけでも『ここまで体を動かしたのだから、もう少し動かしてみるか』という気持ちになる。

　そうすれば顔を上げることもできる。顔さえ上げれば、胸も上げられる。胸が上げられれば、そのまま体もというように、全身を起こすこともできるのだ。

　これは恋愛や仕事など、どんな状況でも同じだ。





★２　秘密共有による親近効果



　こういう秘密については、言うまでもなく『言わない、約束する』が正しい答えになる。もちろん二人だけのデート、二人だけの思い出を作るのも、必然的に『秘密』になる。会社内などで職場の人とナイショでつきあっているカップルの愛が燃えるのはそれが原因かもしれない。





★３　受容による親近効果



　とにかく人は『話を聞いてもらう』ことによって、気持ちを開いていく傾向がある。それを繰り返すしていくと『信頼感』になり、その結果として『自分も相手の話を聞いてあげないと悪いな』という気持ちにつながっていく。

　その上で口説き文句や誘い文句を伝えれば、それは大きなヒットにつながっていく。また『聞く』場合も、ただ漫然と聞いているだけではダメで、共感の台詞せりふを積極的に示していかなくてはならない。





★４　共感の大切さ



　たとえば相手に大変なことがあったら『大変だったね』、つらいことがあったら『つらかったね』と返す。こうして言うと非常にシンプルだけども、実際はここまで分かりやすくはない。相手の話がもっと長くなることもあるだろう。ただ重要なのは、常に話というのは『プラス』か『マイナス』か、そのどちらかしかないということだ。たとえば『旅行にいって楽しかった』のなら『プラス』。『恋人のことで悩んでいる』なら『マイナス』。『どっちの感情もない話』はそうそうない。よって相手の言葉を聞いたり、表情を観察しながら、そのプラスかマイナスかを判断すること重要だ。





★５　自己開示による親近効果



　たとえば告白のとき、「つきあってほしい」と言ってしまう人が多いだろう。しかしこれはただの『要求』だ。それよりも明確に相手の心を開くのは「好きだ」という言葉である。これは自分の感情を素直に伝えているため、相手の心を動かしやすいのだ。





★６　反復による共感



　いわゆるキャバクラなどでよく使われているテクニックだ。「ゴルフ行ってきたんだ」「まぁ、ゴルフ!?」「スコアも良くてね」「え、良かったんですか!?」などだ。ハタから見るとアホっぽいが、話している人はとても嬉うれしく感じるのだ。





★７　プロと緊張の関係



　ある調査では、プロのスポーツ選手であっても『緊張していない』わけではなく、『アマチュアと同じくらい緊張していて、そしてそれを楽しんでいる』ということが分かった。プロだからといって緊張せず、気楽にやっているわけではない。大切なのは、自分が緊張していることを認めて、それをいかに前向きに楽しむかということだ。





★８　マイナス面の自己開示



　もちろん会っていきなり、「実は僕、失業しまして」なんてことを話されても、相手は面食らってしまうだろう。前提として『ある程度の親近感がある』ということが必要だ。よってマイナス面を話すときは、相手の反応を見ながら、適宜確認することが重要だ。くわえていきなり大量のマイナス面を伝えてはいけない。ただ今回、エル自身も自らの弱い部分や悩みについて話してくれていた。であれば、自分自身も話すことでかえってお互いの結びつきは強くなる。一方的に悩みを聞くだけでは、ただのカウンセラーになってしまうのだ。





★９　名指し効果



　人は名前を呼ばれることによって、相手に対する親近感がより強まる。これを『名指し効果』と呼ぶ。もちろんいきなり「ねぇ、明あけ美みさん」など下の名前を名指しするのは、相手を引かせてしまうリスクがあるので、相手との関係性を考えて、苗みよ字うじなどから始めるのが無難だ。





★10　学習処女理論



　男性も女性も『はじめての相手』を忘れられないのは当然だが、他にも『はじめての場所』や『はじめての体験』をさせてくれた相手のことも強烈に記憶に残るとされている。そしてそれは、そのまま相手への好意につながる。これを『学習処女理論』と言う。あらゆる心理学用語の中でも一位二位を争うレベルでセクシーな用語だと思う。それと同じように、未経験の男ほど最初に普通に話してくれた異性を、運命の相手だと思ってしまう。こうして悲劇は生まれていくのかもしれない。





★11　素直な表現の大切さ



　恋愛において、気取った表現は必要ない。ただ素直かつシンプルな言葉で十分に相手に好意は伝わる。そのため「好き」だけでも問題ないし、それも言いにくかったら「いいと思う」と言い換えても大丈夫。それだけでも相手への好意はちゃんと伝わる。表現よりも伝えることが重要なのだ。





◆第３・５章　エルの独白




　あぁ……！　初対面の人に『キスキル』を渡してしまいましたが、本当にこれで良かったのでしょうか。しかも、ついつい一緒に来てもらうことになってしまいましたし、は、はじめてのキスもあげてしまいました……。

　何度思い返してみても、不安でしょうがありません。心しん太たさまのどこに『この人なら大丈夫』と思える要素があったのでしょう。ただの勘でしかないのに、そこに賭かけてしまって良かったのでしょうか。

　突然あの人が裏切ってしまったら？　あるいは逃げ出してしまったら？

　私は一人で戦わなくてはならない上に、キスキルも戻ってきません。

　そうなってしまったら、あ、あれを取り戻すなんて益ます々ます難しくなってしまいます。

　本当に、どうしてなのでしょう。

　今まで、男の人とこんなに親しくなったことはありませんでした。心太さまのどこが特別だったのでしょうか。もしかしたら、あんなに熱心に私の話を聞いてくれたので衝動的に『信じられる』って思ってしまったのかもしれません。……うん、やっぱり話を聞いてくれたのが大きかった気がします。

　普通にあいづちを打ってくれて、そして『分かる』って共感してもらえるだけで、何だかついつい『いい人だ』とか『信じられる人だ』って思えてきちゃうんですよね……。

　私って、昔から結構そういう癖があるんですよね……。「こうだ！」って思ったら迷わず行動してしまうのに、全すべてが終わってから後悔してしまったり。「本当にこれで良かったのかな？」って考えてしまったり。このクセ、何とかしなければいけません……。

　でもそういえば、昔お父さんが言ってました。

「我々は何かを決めたら、必ず後悔するようにできている」って。

　ですが、後悔したからといってその選択が間違っていたわけではなく、それが自然な心の働きなのだと。決断を『やり直す』ことに意味はなくて、たとえやり直せたとしても、また同じように『これで良かったんだろうか』という迷いを抱えてしまうものだって。

　だから、本当に大切なのは、何かをやり直すことじゃなくて、決めた方向に向かって進み続けること。そのうちに後悔は少しずつ薄れていき、やがて『この選択で良かったんだ』って思えるんだって、そうお父さんが教えてくれたのです。

　そう考えると、今は心太さまと一緒に進み続けることが重要なのかもしれません。

　選択の時は過ぎました。

　今はただ今の最善を目指して、とにかくただ前に進みましょう。

　心太さまと一緒に戦っていこう。

　こうして選んだからには、それしかないんだから。





◆第４章　フェアリー




　鬱うつ蒼そうと茂る森の中で、燃えさかる炎。

　黒い煙をもうもうとまき散らし、僕たちの視界を奪っていく。

　目に映るたくさんの木々、そのすべてが勢いよく燃えていく。

　この燃えが『萌もえ』だったら大歓迎だった。

　あまりの悲惨な状況に、そんな現実逃避みたいな感想しか浮かばない。

　事の発端は、一時間前に遡さかのぼる。




　僕とエルは、出会った場所から一番近い街『マーバード』にいた。

「『マーバード』はこのあたりでも特に発展した街ですよ。せっかく他の世界からいらしたのですから、ご案内しますね」

　そう言ってエルは僕を導くように歩いて行く。

　周囲にはヨーロッパの街を彷ほう彿ふつさせる、レンガ造りの家がたくさん並んでいた。白や茶色の家々には生垣の緑が差しており、どこか郷愁を誘う美しい街並みだ。

　以前に修学旅行で行ったイギリスの田舎町に似たのどかな風景だった。

「この大陸にはいくつかの国がありますが、特に大きな国が二つあります」

「二つ？」

「はい。一つは女王国『ロンド』。ちなみにこの一帯はすべて『ロンド』に属しており、私たちが今いる『マーバード』もその一つです」

　周囲に人間が多いからか、エルはフードを軽く被かぶったまま説明をしてくれる。

「ロンドは数百年前から続く王国で、代々、女王が跡を継ぎます」

「女王制の国なんだね。でももし子供が男しか生まれなかったらどうなるの？」

「その場合は、性転換するそうです」

「そこまで!?」

「──という噂うわさが流れたりもしますが、実際には普通に女子が生まれるそうです」

「よ、良かった」

　僕はホッと胸を撫なでおろす。ちょっとひゅんとしてしまった。

「そして今の女王はエリザ。まだ17歳の女の子ですが……かなりワガママな性格で、好き勝手に振る舞っているそうです」

　後段の声を潜めてエルは言った。

「そんな噂が流れるくらいの女王でも、政治的には問題ないの？」

「……『ロンド』の支配力・経済力、さらに軍事力も強大なので、逆らうことができる臣下や国民はおろか、周辺国家でさえも口出しできないのです」

「まさに恐怖政治だな」

　僕がしみじみとつぶやくと、エルは突とつ如じよ顔を寄せてくる。

「それで一点お聞きしたいのですが、この国の言葉は、どこで勉強されたのですか？」

　一瞬、彼女が何を言っているのか分からなかった。

　そんな僕の表情を読み取ったのか、エルは言葉を続ける。

「だってそんなに流りゆう暢ちように『ロンド語』を話されてるじゃないですか？」

「は、はぁ!?　今僕が話してるの、日本語だよ!?」

「いえ！　ロンド語ですってば！」

「に、日本語だって」

　そこまで言いかけて気づいた。

「もしかして……！　いや、ちょっと聞きたいのだけど、あそこにあるアレって何？」

　僕は道端の木を指した。

「えっ？　『木』ですよ？」

「じゃ、じゃあ。そこにいる、あの生き物は？」

　今度は向こうをうろついている野良犬を指した。

「『犬』です」

　まさか。

「この国の言葉って、日本語とまったく一緒なんじゃない？」

「心しん太たさまの国の言葉というのは、ロンド語とまったく一緒では？」

　声が重なった瞬間、僕の手に蚊が止とまった。僕は本能的にそれをパチンと叩たたき潰つぶす。

　エルはそれを見て、心配そうな表情を浮かべた。

「カチャヌチャポリリントルルエンシャンソンに刺されませんでしたか？」

　え、それ『蚊』のこと？　なんで『蚊』だけそんなに面倒くさいんだ。

「カチャ何て？」

「カチャヌチャポリリントルルエンシャンソンです」

「『蚊』だよね？」

「えぇ!?　カチャヌチャポリリントルルエンシャンソンのことを、『カ』の一言で済ますんですか!?　日本語ってすごく便利ですね!?」

「そんなに驚かれると、こっちがビックリなんだけど。ふ、ふわっ。ふ、ふぅ！」

　不意に、ちょっとした風で鼻がくすぐられた。クシャミが出そうだ。

「ふ、ふぉっ。んっ」

　しかし、クシャミがまったく出ない。

「あら。ペチョですか？」

「ペチョ？」

「はい。『クシャミが出そうで出なくてつらい状態で、すごくたそがれた気分になってくる』ことを『ペチョ』と呼びます」

　何でそんなマニアックな状態に単語が割り当てられた。それ一生で何回使うんだ。

「と、とにかく。小さな違いはあっても。だいたいの言葉が一緒なんだな」

「そうなりますね。これは偶然なんでしょうか」

　ここが宇宙のどこかなのか、または並行世界のどこかなのか分からないが。

　偶然、そんな一致がある世界もあるのかもしれない。

　世界中には、偶然にも誕生日が一緒の人間がたくさんいる。それと同じかもしれない。

「あとはそうですね……『お金』ってご存じですか？」

「もちろん！　『通貨』──つまりは何かを買ったりするときに使ったり、または何かを売ったらもらえるものだよね？　ちなみに僕たちの国では『円』という単位があるんだ」

「えっ？　何ですって？」

「『エン』だよ」

「『ロンド』の通貨単位は、『エーン』です」

　なぜ、のばした。ていうかなぜそこまでギリッギリな一致を見せるんだ。

「お弁当を買ったりすると、だいたい５００円、飲み物は一本１００円くらいなんだけど」

「お弁当が５００エーン、飲み物は１００エーンくらいです」

　何でそこまで一致するんだ。

「また離婚時の慰謝料の相場は、だいたい１００万エーンです」

「え、何で突然に慰謝料の話してきたの？　いきなり価格と概念、飛びすぎじゃない？　僕は日本の離婚相場いまいち知らないから、比較検討がまったくできないんだけどね？」

「よく話題になるので」

「そんなに離婚しやすいのか……」

　そんな話をしながら、僕たちは『マーバード』の散策を続ける。

　街中には、レストランやカフェなどもあった。店頭にはメニューが広げられている。

　メニューの言葉は日本語で書かれ、また料金も『エーン』で書かれている。

『スパゲティ８００エーン』

『サンドイッチ４５０エーン』など、そんな感じだ。まったくもって日本ぽい。

　しかし、呼称の差はあっても物価まで近いわけだ。何でこんなに偶然が続くんだ!?

　そう考えているうちにふと思い出した。

　確かあの医者は『集合的無意識で、あらゆる人の意識がつながっている』と言っていた。もしかして意識が近い──すなわち世界の形が近いから、日本とこの世界がつながり、僕がこの世界に飛ぶことができたのではないだろうか？　よく分からないけど。

　心理学の知識は基本的に万国共通★12であるとは言われている。日本人が喜ぶような行為は欧米でも喜ばれる。もしかしたら、亜人であっても、人型モンスターであっても、言葉が通じる限りは同じなのかもしれない。

「そういえば『心理学』って知ってる？」

「シンリガク？　何ですかそれは？」

　なるほど、この世界には心理学が存在しないようだ。さっき数学は通じたような気がしたけど、他の勉強や学問はどうなっているのだろう。

『魔法』や『スキル』などが、その代わりとなっているのだろうか。

『キスキル』を除き、エルの使える魔法はショボいものばかりではあったが、これから先、もっとすさまじい魔法やスキルが出てきても不思議ではない。

　もしそうなったとき、僕はどこまで心理学で対抗できるのか？　そして、エルに授けられた唯一の魔法『キスキル』で戦えるのだろうか？　……後でエルに詳しく聞いておこう。

　そんなことを考えていると、僕はちょっとした空腹感に気づいた。

「あっ。お腹なかが減ったな」

「そ、そうですね」

　エルが答えた瞬間、ハッとする。

　そうだ。彼女はさっき、僕に最後の食べ物をくれたじゃないか！

「ご、ごめん！　お腹が減ったとか言って！　エルの方がよっぽどお腹減ってるよね!?」

「い、いえ、そんな！　まったくです！　全然大丈夫です！」

　キュー、クルルルル！

　その瞬間、彼女のお腹から可愛かわいらしい音が鳴り響いた。

「!!」

　エルの顔が真っ赤に染まる。

「ち、違うんです！　これは地震警報の音で！」

　どんなシステムだ。

「今のは震度１くらいです！」

　グルルルルルル！

　今度は先ほどより強そうな、大きな音が鳴った。

「い、今のは？」

「今のは震度10です」

「オール・オア・ナッシングすぎない？　ていうか震度10だったら、この世界、滅びちゃったりしない？」

「す、すみません。お腹が減った音です……」

「いや、謝らなきゃいけないのは僕だけど。ちなみに今お金って」

「ありません」

　金銭を持たずに旅をするエルに驚く。後先考えなすぎである。

「そ、そっか。この近くに、どこか食べ物ありそうなところってないの？」

　すると彼女はしばらく考えてから、

「フェアリーの森ならあるかもしれません。あそこに行けば、多少は食べられる木の実やキノコとかも生えているかと思います……たぶん」

「よし、ちょっと行ってみよう！　ここからどれくらいかかるの？」

「あちらに見える森ですね。ここからだと２キロくらいで、そんなに遠くありません。二十分くらいでつきますね」

　通貨の単位は微妙に違っていたが、長さ・距離や時間の単位などは共通らしい。

「分かった！　行ってみよう！」

「あ、移動するなら、魔法を使いますか？」

「え？　魔法で移動できるの？　じゃ、じゃあ、ぜひ！」

「１メートルだけ移動できる魔法なのです」

「１メートル!?」

「ちなみに呪じゆ文もんを唱え終わるまでに一分かかります」

　普通に歩いた方が早いな、それは。

「気持ちは嬉うれしいのだけど、エルの魔法力？がもったいないし、歩いていこうか」

「あ、なんかものすごく気を使われてる感じがしますけど、ありがとうございます」

　僕たちはそんな話をしながら、森に向かって歩き始めた。




　その道すがら周囲を見渡すと、街の人が数人、僕たちと同じ方向に向かっていた。

　彼らは何だかイライラしているように見える。ダイナミックにクシャミをしたり、目をこすって真っ赤にしている人もいた。

「な、何だろうアレ」

「うーん？　よく分かりません」

　エルは指をあごに当てて考え込む。しかし答えは浮かばないようだった。

「彼らもお腹なかが空すいてイライラしてるのかな？」

　僕たちは、不機嫌の理由が分からないまま、彼らを追い越して森に進んで行った。




　森の中には、とても幻想的な光景が広がっていた。

　青・赤・黄色など、様々な色の花が咲き乱れている。それらはシャボン玉のように丸みを帯び、風に吹かれながらふわふわ宙に漂っている。大小様々な木々や花々の間を飛ぶ蝶ちようや小鳥も、鮮やかに色とりどりで美しく、僕が日本で見てきたものとは違っていた。

「ここに食べられるものがあるの？」

「そうですね。あっ！」

　早速エルは向こうにある白っぽいキノコを指し示す。

「このキノコは食べられます！　トロけるようにおいしい『トロキノコ』ですよ！」

「名前からしておいしそう！」

　僕はそう言いながら、そのキノコに向かって走って行く。しかし、そのキノコをつかんだ瞬間、ものすごい異臭がした。

「これがトロけるようにおいしいキノコ!?」

「えっ、あれ!?　ち、違いますか？」

　エルもそのキノコを手に取って臭いを嗅かぐ。

「こ、これは。トロキノコにソックリな毒キノコ『コロキノコ』かも!?」

「コロキノコ!?」

「文字通り、猛毒のため、食べた者を即座に殺すキノコです」

「まぎらわしすぎる！」

「どうされますか？　確率は１／２だと思います」

「１／２より、毒キノコの可能性高そうじゃない!?　しかも百歩譲って１／２だとして、半々で即死か『ちょっとお腹なかふくれた』って、ギャンブルとして分が悪すぎじゃない!?」

「やめた方がいいかもしれませんね。あっ！　あっちの木の実！」

　エルが指し示した方向を見やる。そこには、ヤシの実をさらに倍くらいの大きさにしたような木の実があった。

「あれは！　おいしくて栄養満点な木の実、グルメの実では！」

「グ、グルメの実！」

　僕は大急ぎで近づき、木から実をもいだ。

「うっ!?」

　するとその実はものすごい重さで、僕の体にのしかかってきた。

「す、す、すごく重いんだけど！　これ、本当にグルメの実なの!?」

「えっ!?　ま、まさか。グルメの実と見た目はソックリだけど、すさまじい重さで、もいだ人を圧死させ、それを肥料に大きく育つ、通称『クルシメの実』かも……!?」

「まぎらわしすぎない!?　ていうかエグくない!?　この世界の植物!?」

「ちなみにクルシメの実は、栄養どころか毒が満点です」

「それは満点じゃなくてゼロ点って言うんじゃない!?」

　僕はしばらくその重さと格闘し、何とか実を放ほうり投げた。

「なかなか食べられる植物って少ないんですね」

「食べられるどころか、命の危険に晒さらされてるけどね？」

「あっ！　あれは甘い甘い蜜みつにあふれた花、ピンクセクシーフラワーです！」

　ちんまり可愛かわいらしく咲いたピンク色の花を指さすエルに、僕は疑いの目を向ける。

「……」

「何か？」

「今度は見た目が同じだけど、近づいただけで猛毒にやられちゃう『ビクビク即死ーフラワー』とかだったりしない？」

「確かにそういう花もありますけども」

　あるのかよ。

「あれは確実にピンクセクシーフラワーのはずです！　この森にはこの花しかないと記憶してます！　私はお腹なかが減ったとき、あの花の蜜みつを飲んで空腹を慰めてましたから！」

「悲しい人生を送ってきたんだね……」

「ただ、一つの花から取れる蜜が本当に少なくて。いくつもの花を全力で吸ってました」

「切ない光景だ」

「前にお渡ししたゼリーも、その蜜を固めて作ったものですし。……何にせよ、私も、心しん太たさまもすでに食べてるわけなのであれは安全です」

　知らない間に、毒見みたいなことまでさせられていたとは思わなかった。

「ちなみにゼリーはどうやって作ったの？」

「『ゼリーを作る魔法』で作りました」

　限定されすぎ。さっきからピンポイントな魔法ばかりじゃないか。

「そ、それはどういう魔法？」

「花の蜜にその魔法を掛けると、ゼリーになるんです」

「想像よりそのまんまだったんだけど、できるまでにどれくらい時間がかかるの？」

「一時間くらいかかります」

「地味な魔法だな」

「でも一時間、ずっと魔法を詠唱してなくてはならなくて……」

　それ絶対、ゼリーの素もとを入れて放置しておいた方がラクだと思う。

「どうしてゼリーにしようと思ったの？」

「蜜そのままだと、革袋がベッタベタになってしまうので。ゼリーとして固めた方が保存にいいんです。非常食にもなりますし。今はこの魔法のレベルアップを目指していて。レベルアップしたら、もっと短時間で作れるようになると思うんです」

　正直その労力を他の方向に回した方がいいと思うんだけども。

「──とにかく、今は花の蜜です！　とってもおいしいんですよ！」

　そう豪語するエルと共に花に向かって歩き出した──その瞬間だった。

　ヒュン。

　僕のすぐ目の前を何かが横切った。

「きゃっ!?」

　エルも悲鳴を上げる。何だ？

「風？」

　次の瞬間、再び何かが目の前を飛んだ。

「心しん太たさま！　あれを！」

　エルが示す方向を見ると、そこには小さな何かが飛んでいた。

「む、虫？」

「虫だなんて！　失礼な！」

　突とつ如じよとして、その虫のような存在が声を発した。

「目にも見よ！　耳にも聞け！　世界で一番かわいいフェアリー！　ハニーちゃんだよ！」

　僕たちのすぐ目の前で、腰に手を当て堂々と名乗っている。おそらく『ハニー』が彼女の名前。そして『フェアリー』というのは種族名で、いわゆる妖精のことだろう。

　確かに、サイズは十センチほどでだいぶ小さいが、人間と同じような体をしており、薄桃色の露出度の高いレオタードのようなものを纏まとっている。人間と違うのは、薄緑の綺き麗れいな羽が生えていることくらいだろうか。

　髪の毛は桃色で頭の両サイドで結ったツインテール。目はクリクリと大きく、鼻筋は通っている。人間の女の子と比較しても、かなりかわいい方だ。












　そしてなにより、控えめだけど胸もあった。

「ど、どこ見てるの!?」

「い、いやいやいやいや！　『目にも見よ！』って言ってたじゃん!?」

「確かに言ったけど、胸まで見ろとは言ってないんだよ!?」

「じゃあどこまで見ていいか定義しておくべきだ！」

「は、はぁ!?」

「『目にも見よ！　ただし胸以外！』とかな！」

「そんなこと言ったらかえって胸に注目集めちゃうじゃないの!?」

「それはありえる！」

　人は誰かに追われたらつい逃げたくなり、逆に逃げられたら追いたくなってしまう。★13「ここを見てはいけない！」と指摘されると、かえって見たくなるのもそんな心理だ。

　そんな言い合いをしているうちに気づいた。

　ハニーは小さくて羽が生えている。エルと同じく一見して人間とは違った特徴があるため、リラックスして話すことができているようだ。

「ホ、ホント変態だね!?　ていうか、あなたたち！　このピンクセクシーフラワーの蜜みつを取ろうとしてたわね!?」

　ハニーの鋭い糾弾に、僕とエルは戸惑ってしまう。

「それはハニーたちのものなの！」

「君たちのもの!?　で、でも、ちょっと食べようとしただけ……」

「強ごう欲よくな人間とエルフめ！　この森にあるものは、すべてハニーたちフェアリーのものなの！　この森を汚けがすことは許さない！」

「そんなことを言われても。どこに君たちのものだって証明が」

「ここに書いてあるわ！」

　彼女はそう言いながら、花の裏を示した。

　そこには『フェアリーのもの』と落書きがされていた。

「……君たちの方がこの森汚してない？」

「関係ないわ！　ハニーたちなら許されるの！」

　どっちが傲ごう慢まんなんだろう。僕がそう思っていると、エルが会話に参加してきた。

「あの、私たち、もうずっと何も食べてなくて今にも倒れてしまいそうなんです。少しだけお恵みいただけませんか？」

「ダメに決まってるでしょ!?」

　ハニーは大声で却下する。とりつく島もない。

「た、倒すか……？」

　僕はエルに小声で言う。しかしエルはその提案には反対のようだった。

「いえ、フェアリーは毒針を持っているので……。それに仲間を呼ばれる危険もあります」

「うっ、それは困るね」

　僕たちはハニーが許してくれないかぎり、花の蜜みつを集めることもできない。このままでは餓死してしまうかもしれない。

「つまりここで彼女をなんとか説得して、蜜を分けてもらうしかないのです」

「そうか、やはりそれしかないのか……」

　僕はあらためてハニーに向き直る。

　自分の持っている心理学の知識だけで、どこまで彼女の気持ちを変えられるのか。

　とにかく『九割話を聞いて受け入れ、一割だけ積極的に好意をアピールする』。この方法に沿って、まずはひたすら話を聞いてみよう。

「ハニーの仕事って、何だと思う？」

　不意にハニーはため息をつきながら言った。仕草は完全に人間の少女と変わらない。一つ一つの動きを見ていると、ほんのり愛らしく思えてくる。

　と、そんなことよりせっかく会話を始めてくれたのだから答えなければ。

「空を飛ぶこと？」

「それ、人間に仕事を聞いて『歩くこと』って答えてるようなものじゃない？　それもう無職と変わらなくない？」

「うん。それは無職だな。間違いなく無職だな」

「ハニーがいくら空を飛んでも仕事になるわけがないよね？」

「じゃあ何なの？」

「ハニーの仕事はね、花の蜜を集めること」

「花の蜜。チョウチョやハチみたいだね」

　これだから素しろ人うとは困ると言うかのごとく、ハニーはため息をつく。

「虫とは違うの！　空を飛び、知性を持ち、会話する、貴重な妖精なんだから！」

「あ、うん。……で、蜜を集めてどうするの？」

「それって人間の『生きてどうするの？』みたいな質問？」

　いや、それは違うだろう。

「蜜を集めて、ハニーたちはそれを食べる。そして蜜を集めることは何よりの快感。生きるための糧でもあり、生きがいでもあるの！」

「そんなレベルなんだ」

「すなわち！　その生きがいである蜜を分け与えるなんて、ありえないことなの！」

「でも！　ほんの少し!?　ちょっとだけダメかな!?」

　心理学的には、何かをお願いする際には『少しだけ★14』と限定することが効果的だと言われている。何かに難色を示された時には『ちょっとだけ』と限定してみよう。

　しかし僕の予想に反して、彼女は呆あきれたように首を振る。

「あのねぇ。あなたたちとハニーたちで、体のサイズが違うのは分かる？　あなたたちにとっての『ちょっとだけ』ってどれくらい!?　１グラム!?　10グラム!?」

「ええっと……一食だったら１００グラムくらい？」

「すさまじい量よそれ!?　フェアリーの一家が一年は暮らせるわよ!?　その一食分で！」

「逆に言えば、少しだけ集めればそれで十分に食べられるんだろ？　先に取って食べていいからさ！　そのあとで僕たちに食べさせてくれれば」

「違うの！　ハニーたちは、食べるためだけに蜜みつを集めてるわけじゃないの！」

「どういうこと？　食べる以外に何があるんだ？」

「ハニーたちはね、個人で蜜を集めてるわけじゃないの」

　幼い子を諭すように、ハニーは言葉を続ける。

「フェアリーにも会社があるわ。ハニーが属しているのは、株式会社ミツビッシリ」

「なんか僕の世界の企業に、すごく似た名前のがある気がするんだけども」

「偶然でしょ？　とにかく蜜をビッシリ集めることを目的とした会社よ」

「そっか。偶然か」

「並行して花の茎を加工して、エンピツを作ったりもしてるけどね」

「本当にその企業と無関係なんだよな!?」

「無関係だってば！　とにかく蜜をいっぱい集めることが重要な株式会社なの。あ、ちなみに『株』は、花の株のことね」

「あ、株ってそっちの方なんだ」

「で、とにかくウチの会社には、蜜を集めるノルマがあるわけ」

「人間の世界にも、会社によってはノルマがあるから、大変なんだろうなって思うよ」

　会話では『共感』を示すため「大変だね」と伝えてあげることが重要だ。★15するとマイナスな気分を抱いている人は、多くが「あ、分かってくれている」と思うものだ。

「でしょ!?　ノルマってつらいよね!?」

「確かに。ノルマって大変だよなぁ」

「そうそう！　分かるよね!?」

「うんうん、大変大変！」

「……」

「……」

「さっきから大変しか言ってなくない？」

　ハニーがじと目で睨にらみつけてくる。バレたか。

「と、とにかくノルマがあるんだな？　それなのによく頑張ってるね！」

「そうなの。それを達成できないとキツくて……」

「そんなにキツいなら、他の仕事に転職するとかは？」

「そ、そんな簡単に言わないでよ！　他の仕事だって大変なの！」

「たとえば？」

「『巣に飛び込んでくるハチ撃退の仕事』とか」

「それはハードそうだね」

「そうなの！　ミツバチ程度なら大勢でボコボコにできるんだけど、スズメバチくらいになってくると毒も強いから、『手柄はあなたにあげるわ』『いやいや、あなたにこそ手柄がふさわしいわ』みたいに、お互いを立てるの。麗しい仲間愛よね」

「それは愛って言うのかな？」

「他には『ダンサー』ね。クルクル空を舞って、他のフェアリーたちを楽しませるの」

「それは華やかでいいね」

「ハニーも目指してた時期があるんだけど、クルクル舞ってると、ちょっと酔うのよね。初舞台で吐いたわ」

「キミはフェアリーとして生まれるべきではなかったんじゃないかな」

　ハニーは「はうっ！」と傷ついたようにうつむく。

「ご、ごめん。本音が出た……じゃなくて、将来、何かなりたいものはないの？」

　慌てて話をそらすと、ハニーはパッと顔を上げた。

「将来？」

「そう、将来。こんな風になりたいとか、こんな生活をしたいとか」

　相手との関係性★16を築くために何より重要なのは『将来』や『夢』の話をすることだ。それによって気持ちが前向きになっていく。

「そ、そうね。うーん。お嫁さんかな？」

　普通だ。フェアリーなのに、普通の女の子が言いそうなことだ。いや普通の女の子ですら言わない台詞せりふかもしれない。フェアリーは現代日本の女の子よりずっと古風なのか。

「お嫁さん？」

「そう！　ノルマから逃れて、大切な人と、あったかい家庭を作りたいの！」

　ハニーは夢見るように両手を合わせる。その目はキラキラと輝いていた。

　確かに彼女の気持ちは前向きになっているように見える。

「いい夢だね」

「フェアリーの世界って、ハニーたちみたいな働きフェアリーの他に、女王フェアリーがいて、子孫を残すのは女王フェアリーだけなんだけどね」

　何から何まで、ミツバチと同じ構図なんだな。

「でもやっぱり、憧あこがれるよね。女王みたいに、ハニーも大好きな人と結ばれて、それで子供に、たくさん蜜みつを食べさせてあげるの。その幸せな顔を見たら、ハニーもすごく幸せな気持ちになれると思うんだ！」

「なるほどなぁ。素敵な夢だね」

　僕の言葉にハニーは嬉うれしそうな笑みを浮かべる。

「でもとりあえずは今のノルマよね。早く蜜みつを集めないと」

「ノルマ、そんなに大変なわけ？」

「そうね。ノルマはやっぱりキツくて。上司にチクチク言われるの」

「あ、フェアリー界にも上司がいるんだ」

「いるの。太った中年のオッサン！」

「フェアリーのイメージとは違うけども、そういうフェアリーもいるんだな」

「それに上司からプレッシャーかけられるの。『キミ、先月に集めた蜜、ノルマより３ｇ少なかったよね』って」

「３ｇ？　そんなのすぐじゃ」

「じゃあほら！　今すぐ集めてきてよ！　３ｇ！」

　ハニーはほっぺたを膨らませて不満を主張する。

「そもそも一つの花から採取できる蜜なんてタカが知れてるの！　普通にやったら、何十本もしぼってやっと１ｇなの！」

「実際大変でした。しぼりにしぼって、やっと少しでしたから」

　エルもハニーに続いて言う。……そうか。そんなにハードなことだったのか。それをペロリと食べてしまったことへの罪悪感と、エルへの感謝の気持ちが湧わく。

「そ、そんなに大変なら、どうやって？」

　するとハニーはニヤリと笑った。

「一般的なフェアリーは、地道に一つ一つの花の蜜を集めていくの！　でもハニーは、あまりにそれが面倒すぎて、色々と研究してみたの」

「ど、どういうこと？」

「遙はるか昔のフェアリーが使っていた──今はなぜか封印されている古いにしえの技術を、ハニーは古文書を読んでマスターしたの！　おかげで最近は蜜集めが格段に楽になったよ！　もちろん会社にそれを話したらノルマも倍増させられるから絶対に秘密だけど」

　ハニーは悪いた戯ずらっぽくウィンクする。

「今回は特別に見せてあげる！　これこそが、ハニーしか使えないスキル！」

　彼女はそう言いながら、手をスリスリとこすり合わせる。

「なんかハエみたい」

「やかましいの！　黙って見てなさい！」

　続けて彼女は手だけでなく足もこすり合わせる。

「集え我のもとに！　清らかな黄金色の花の蜜たちよ！　スキル『花の蜜集め』！」

　その瞬間、周囲のピンクハニーフラワーたちからフワフワと液体が飛び出した。

　そのまま液体は、ハニーの腰にある革袋に向かって飛び込んでいく。

「凄すごいです！　これがハニーさんのスキルなんですね！」

　エルは感激したような表情で言う。

　あまりにも綺き麗れいでもはや何かのショーのようだ。僕は宙を舞っている液体に指で触れ、それを舐なめてみる。……甘い。これは間違いなく花の蜜みつだ。

「あーっ！　ちょっとちょっと！　勝手にナメないでほしいの！　このスキル発動するのも大変なんだよ!?」

「あ、ごめん」

　僕が謝るのと同時に、花の蜜はすべて袋に入っていった。

「このスキルは、対象の花のほぼ一生分の蜜を集めることができるの！」

「一生分の蜜!?　それだとこの辺の花が全部枯れちゃうんじゃ……。あ、だからスキルが封印されてたのか!?」

「それは分からないけど。単に大変な技だから封印されたんじゃないの？　実際、すごく疲れるんだよね、このスキル。あまりに疲れるから、集めてきた蜜を自分で１～２ｇほど過食したくなるレベルなの」

「そういうことやってるから、集まらないんじゃない？」

「でも最近は、このスキルを使いながらもノルマを達成できないことも多くて、たまに上司に『羽たたき』されたりすることもあるの……」

「羽たたき？」

「『肩たたき』みたいなものなの。肩を叩たたこうとすると、必然的に羽に当たるから」

「あ、リストラのことか。一見ロマンチックな語感だから、何かと思ったけども」

「それに最近も」と、彼女は色々と愚痴を吐き出していく。

　愚痴に対して、ついアドバイスや自分の考えを伝えたくなってしまっても、グッと我慢だ。★17とにかくまず自分から聞き続けなければ、相手に自分の話が届くことはない。

　僕はそれに従って、相手の話を受け入れていた。

「クチュン！」

　不意にエルがクシャミをした。

「エル？　大丈夫？」

　エルは不思議そうに首を傾かしげる。

「あ、はい。風邪でしょうか……？　クチュン！　でもとにかくそのまま続けてください、心しん太たさま。クチュン！　こうしてお話を聞いていくことで、少しずつ親近感を抱かせていければ『キスキル』でハニーさんのスキルを奪えるかもしれません」

　そういえばそんなスキルがあった。……というかエル、意外と発想が容赦ない。

　しかし『キスキル』となるとこのコともキスをするということか？

　急にドキドキしてきた。いいのかな。そんなことをして、いいのだろうか。

「『花の蜜みつ集め』のスキルを奪えれば……多少変化するでしょうが、それでもそのスキルで、私たちも何か食べ物を集めて、お腹なかを満たすことができるんじゃないでしょうか」

　エルは僕の耳元でこっそり囁ささやく。吐息が耳にかかってなんだかこそばゆい。

「そのスキルさえあれば、これから先、食べる物に困ることはないかもしれません！」

　やっぱりエルも結構お腹が限界だったらしい。必死さを感じる。

　とは言っても、どうやってここからキスに持っていったら良いいのか。

「だからハニーも、別の蜜集めの会社に移ることを考えてるんだけ……」

「あ、あのっ！」

　喋しやべり続けていたハニーの言葉を遮り、僕は思いきって切り出した。

　一度深呼吸をしてから言葉を探す。

『キ、キスさせてくれない？』

『はぁぁぁぁ!?』

　あ、ムリだ。彼女に１００万回ビンタされる光景が目に浮かぶ。

　……どうしよう。このままでは、いつまで経たってもお腹が減ったままだ。

　ハニーの目を盗ぬすんで蜜を集めるにしても限界があるだろう。どうする？

「ハックション！」

　僕もついクシャミをしてしまった。

「クチュン！　大丈夫ですか、心しん太たさま？　クチュン！」

　エルもクシャミを繰り返している。

　何だこれ？　そういえばさっきから何かがおかしい。

「これって」

　僕がハニーに問いかけようとした、そのときだった。

「クション！」「ハーックション！」「ヒィックションッ！　チクショー！」

　後ろの方から、大量のクシャミの音が聞こえてきた。

　振り返ると、先ほど揃そろって不機嫌そうに歩いていた街の人たちが、集団でこちらへ向かってきていた。彼らは一人一人、手に燃えさかる松たい明まつを持っている。

「あっ！　あ──っ！」

　ハニーは彼らを見て慌てる。

「に、人間たち！」

　すると、ある中年男性の視線がハニーをとらえる。

「いたぞ！　フェアリーだ！　ちくしょう！」

　別の女性も現れる。吐き気が生じそうになるため、相手との会話を避けるように、とにかく目をそらす。すると彼女はハニーに向かってこう叫んだ。

「いたわね！　私たちの花粉症の恨み！　晴らしてやるわ！」

　花粉症？　確かにさっきからエルも僕もクシャミが止まらない。

　エルはそれに納得したかのように頷うなずく。

「そうです！　これ、花粉症です！　察するに、この『花の蜜みつ集め』で、蜜を集めるのと同時に、花粉まで集めて飛散させてしまっているのでは？」

「うっ！　そ、そうよ。その通りなの！」

　ハニーはうなだれて認める。

「だだ、だって！　しかたないじゃない！　勝手に付いて来ちゃうんだから！　ハニーにとって花粉はどうでもいいから、そのまま撒まき散ちらすだけだし」

　僕の世界でも、花はミツバチに花粉を媒介させて、受粉を行うとされている。

　おそらくこの世界の花もそうなんだろう。『花の蜜集め』によって蜜だけ集められてしまっては、花粉を散らすことができないため、蜜と同時に、花粉も散るような構造の個体だけが生き残り、結果的に大半の花が、蜜と同時に花粉を散らすようになったのでは？

「ということは、みなさん花粉アレルギー？」

　エルの言葉に街の人たちは同意する。

「おうよ！　最初はそんなに症状がなかったが、年々クシャミがひどくなってなぁ！」「このフェアリーのせいよ！　豪快に蜜集めて！　大量の花粉撒き散らして！　こっちの迷惑も考えてよ！」「堪忍袋の緒が切れたのよ！　今日こそは、この森を焼かせてもらうわ！」

「そんなのメチャクチャだよ！　花粉くらいで……」

　ハニーはあわあわと震えている。秘密の方法のくせにバレバレ過ぎである。

「どっちがメチャクチャよ！　花粉症の苦しみが分かるの!?」

「そ、そんなの。分からない！」

　フェアリーのサイズ感だと花粉の粒子が大きくてアレルギー反応が起きにくいのかもしれない。砂すな嵐あらしが舞うと咳せきこむが、大きな石が飛んできても咳きこまないようなものだろうか。まぁ潰つぶされて死ぬだろうけど。あと、この世界の生物学とか分からないけど。

「ほぉら！　こんな森、花ごと焼けちゃいなさい！」

「やっ!?」

　ハニーが止めようとするのも聞かず、街の人は近くにあった草木に火をつけた。

　僕も慌てて止めようとする。

「ちょまっ！　は、は、ハークッションっ！」

　しかしクシャミでうまく話せない。

　そうだ。花粉症は恐ろしくつらい。僕だって、日本に住んでいたときには、全すべての杉の伐採を何度も願った。神に祈り続けていた。そんな僕に彼らを止められるんだろうか。

「やめてっ！　やめてぇー！」

　次々と木々に火をつけて回る彼らに、ハニーは泣きそうになりながら叫ぶ。

「はっ！　そんなこと言うのなら、私たちの花粉症、治してみなさいよ！」「そうだそうだ！　この症状、全部治してみやがれー！」

「そ、そんなの……できるわけないの！」

　ハニーの顔に困惑が浮かぶ。

「じゃあもう、燃やすしかないなぁ！」

　彼らはさらに着火する。森の中でメラメラと燃えさかる巨大な炎。葉っぱに引火した火は、風に乗って木から木へと踊るように飛び移っていく。

「いやあああっ！　いやああああー！」

　ハニーは泣き叫ぶ。当然だ。花はもちろん、彼女たちの住すみ処かまで燃えているのだから。

「心しん太たさま！　今のこの状況を何とかできるのは、あなたしかいません！」

　キスキルのことを言っているのはわかる。でも、こんな状況で？　どうやって？

「僕に何かができるかな？」

「分かりません！」

　おい。

「この状況でも心太さまならきっと何とかしてくれる！　そんな予感がするんです！」

　エルは拳を握りしめ、僕の目を真まっ直すぐに見つめてくる。

「根拠は？」

「ないです」

　少しくらいはあってほしかった。

「でも！　心太さまの目を見ていると、何か落ち着くんです」

「そ、そんな……。ひゃ、百歩譲って落ち着いたとしても、それが何の関係が？」

　僕の疑問にエルは答える。

「『落ち着く』というのは女性にとって本当に大切なことです。一緒にいて安らぐ。気持ちがホッとする。ただそれだけのことで、この人ともっと親しくなりたいと思うのです。もちろん、ときめきは重要です。でもただドキドキするだけじゃダメで。話していて安心したり、目を見ると癒いやされたり。そんなベースがあってはじめて生きるものなのです」

　エルの大きな青い瞳ひとみが僕の目を捕らえて放さない。

「心太さまの目は、そんな安らぎをくれる目なんです。だから私だって、キ、キスをしたんです……！」

　エルの表情から彼女の真心が伝わってくる。彼女は本当に僕を信じてくれているんだ。

「だから！　だから自信を持ってください！」

　僕は彼女の期待に応こたえたい。

　ここはもう──やるしかない！

　僕はエルとのキスを思い出しながら、ハニーに向かって叫ぶ。

「ハ、ハニー！」

　ハニーは混乱と悲嘆でぐちゃぐちゃになった顔をこちらに向ける。

「な、何!?」

「キ、キ、キスしたい！」

「何言ってんの!?　刺すよ!?」

　彼女はそう言いながら、お尻しりからハリを出した。

　やっぱり刺されるよね。さっき言ってたらこうなってたよね。

　ただ即刺しでないのは、この状況に、彼女も動転しているからだろう。

「いや！　そう言われるのは本当に分かる！　自分でも『何言ってんだ!?』って思うし！」

「えっ？　じゃ、じゃあ、どうして!?」

　心理学的には『客観的な視点を言葉にする★18』のは意味あることだ。とにかく相手の反応がそんなに良くなければ、『客観的な状況』を伝えるように覚えておくといい。

　実際そのように伝えたことで、彼女は僕の方をじっと見つめている。今まで、ほとんど目すら合わせてくれなかったのに。

　人は親近感を抱くと、相手の目をじっと見つめる★19と言われている。

　僕も彼女を見つめたままゆっくりと口を開く。

「僕ならこの状況を変えられるかもしれないんだ！」

　ハニーの表情に驚きと、ほんのわずかの希望の色が滲にじむ。

「君は僕に、色々なことを話してくれた！　だから今度は僕が話す番だ！」

　突然のことに混乱するハニーは目を白黒させている。

「僕が君とキスすれば、君のスキル『花の蜜みつ集め』は僕に奪われる！」

　相手に何かを伝えるときは『デメリット』と『メリット』の二つを提示することが重要だ。★20メリットばかりを強調していると、相手に信用されなくなってしまう。

「でも！　それによってスキルが変化する！　そして何かが起こるかもしれない！」

「な、何か!?　何よそれ？　まったく意味が分からないの!?」

　ハニーはパニック状態に陥る。

　流石さすがにこの状況下で、僕への好意が生まれているとは思えない。

「君はさっき、将来の夢について語ってくれたね？　『大切な人と、あったかい家庭を作りたい』と！」

「そ、そうね!?　言ったよ！」

「今この森が焼かれて君が死んだら、その夢は叶かなうのか!?　いつか巡り合う大切な人！　そして産まれてくる君の赤ちゃん！　その存在が消えてしまうんだ！」

　判断を迷っている相手に対して、時にネガティブな未来を匂におわせることも重要だ。★21もちろんそれが強すぎると引いてしまうので、その後にフォローすることが必須だ。

「信じてほしい！　僕はそんな悲しい未来を変えられるかもしれない！」

「矛盾してない!?　大切な人のことを考えながら、今ここであなたとキスするって！」

「確かに！」

「認めた!?」

「じゃあ子供の方だけを考えろ！　かわいい君の子供を！　君の子供は、君に抱かれて、君の腕の中でおいしい蜜みつを食べる！　そんな幸せな未来を──決して消すな！」

　ハニーはハッとし、その表情がふわっと優しくなる。

「あきらめるのは簡単だ！　でも今、こうしてキスをするだけで、この世界に希望の光が射さすのなら！　信じて賭かけてみるんだ！」

　ハニーの動きが止とまった。彼女は目を見開き、僕の方を見つめている。

　これは多少の好意が生まれているのかもしれない。

　よし！　そう思いつつも、中々体が動かない。

　さっきのエルとのキスと違って、今回は自分から行うキスだ。勇気が湧わかない！

「今！　今です！　心しん太たさま！」

　僕はハニーに向かって、１センチだけ近づいてみた。★22これくらいなら僕でも可能だ。ほんの少しでも体を動かせば、そのまま勢いがつく。

「このまま……！」

　１センチでも動いたら、もう引っ込みが付かない。

「えっ!?　ちょっ!?」

　僕の唇はそのままハニーの唇に触れた。ハニーは目をさらに大きく見開いた。僕と彼女の目が、真正面から見つめ合う。彼女はハリで刺すことも、逃げることもなかった。

　直後、ハニーのまぶたが、静かに閉じられた。

「！」

　僕のことを受け入れてくれているのか!?

　彼女の口は、もちろん人間よりずっと小さい。人形とキスをしているような不思議な感覚だが、体温はちゃんと感じられる。たとえ小さくても、確かに女の子の感触だった。

　そのときだった。彼女の唇から、何かが怒ど涛とうのように流れ込んでくる感覚があった。

　それは水のように。風のように。僕の口の中を通って、脳に達するような衝撃だった。

　視界が真っ白になると同時に、僕は新しい力がみなぎっているのを感じた。

　僕は静かに、ハニーの口から顔を離す。

「あっ……」

　彼女は顔を上気させて、こちらを見つめている。












「心太さま？」

　声に振り返ると、エルが僕を見守っていた。

　優しそうで、不安そうな、嫉しつ妬とも少し入り混じっているような、複雑な表情だった。

　僕は静かに深呼吸をした。自分の中に、新たなスキルが生まれていくのを感じる。

「……これなら、事態を解決できるかもしれない！」

「心しん太たさま！」

　エルの言葉に視線を動かすと、街の人たちがこちらに突き進んできていた。

「何やってんだお前ら！」「俺たちはイライラしてんだよ！　お前らも燃やしちまうぞ！」

　彼らの鬼気迫る表情。ある者は拳を突き上げ、ある者は口汚く僕らを罵ののしり、今にも全員でなだれ込んできて乱闘になりそうな、一触即発の雰囲気だ。

　しかし不思議なほど、僕の心は落ち着いていた。

　僕がゆっくり大きく右手を上げると、人々はそこに注目する。

　人は、ゆっくりと動くものに注目してしまう習性がある。★23群衆の注意を引きたいときには、ゆっくりと、意味ありげに手を動かすことだ。どんな人も動きが止まる。

「な、何だってんだ…!?」

　人々の注意が集まった直後、僕は叫んだ。

「キスキル！　集え我がもとに！　罪深き白濁色の鼻の水たちよ！」

　僕の内側から言葉が生まれる。

「スキル『花の蜜みつ集め』が変化し！」

　僕は一度呼吸を整え、走り寄ってくる街の人たちを見つめた。

　そして先ほどハニーが行ったように、手を大きくこすりあわせる。

「スキル『鼻の水集め』!!」

「はぁぁぁ!?」

「何言ってんの!?」

　エルとハニーが、同時に叫ぶ。

　次の瞬間。人々の鼻から、鼻水があふれ出る──！

　キラキラッと宙を舞って、僕の手に飛んできた。

　先ほどの、花の蜜と、光景は似ている。が、致命的に違うのは、その液体の色だった。

　先ほどは綺き麗れいな黄金色だったが、こちらは白濁していた。

　しかし。そんなのは関係ないと感じるほど、幻想的な風景だった。

　怒り狂う人々の鼻から僕の手までつながる、白濁した透明の橋。鼻水が流星群のように降り注ぐ、シュールな光景。そこには一種の、神々しささえ感じられた。

「心しん太たさま！　そのまま回転を！」

「おう！」

　僕はエルの言葉に、手を上に掲げたまま、体を回転させた。

　集まってきた液体が周囲の炎を覆う。

　ジュッ！　ジュ──ッ！　そんな音を立てて、火が少しずつ消し止とめられていく。

　鼻水は大半が水分であり、くわえて粘性のある液体は、燃えている葉や木に長時間にわたってまとわりつき、時に水以上に炎の勢いを弱まらせる。

　さらにそれは、非常に大量だった。この場にいる街の人たちだけでなく、街全体から集まってきており、それらは周囲にある炎を消すのに十分な量だった。

　というか、回転することですべてを周囲の木々になすりつけなければ、すべてが僕の体に集まってきていただろう。それはあまりに切ない。

　街の人たちも、あまりのことに、固まっていた。

　実際は数秒のことだったが、まるで何時間も見ていたかのような、そんな錯覚に陥る。

　大量の液体が木々の火を消し去り、彼らは我に返ったかのように、顔を見合わせた。

「あぁっ！　鼻が通ってる!?」「ほ、ホント!?　さっきまでさんざん詰まってた鼻が！」「スッキリ！　もうすんごいスッキリしてるー！」

　──そう。僕のスキルが、彼らの花粉症を治し、森を大火から救ったのだ。

「冷静になってみたら、確かに花粉ごときで、森まで焼く必要なかったな！」「そうよ！　その通りよ！　誰？　森を焼き討ちなんて言ったの!?」「俺じゃねーよ！　お前らが！」

　彼らは楽しげに笑い合っている。

『喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れる』という言葉もあるが、花粉症の症状が落ち着くことで、気持ちも穏やかになってきたのだろう。

「フェアリーさんよ、すまなかったね」「そうね。もう花粉症も出ないし、自由にしてくれて構わないわ！」

　そう言いながら、街の人たちは一人また一人と森から帰っていった。

「さすが心しん太たさま」

　エルが少し誇らしげに僕を見つめる。

　ハニーも驚きながらも、明らかに感謝の念を含んだ眼まな差ざしを僕に向けていた。

「ちなみにスキルは、もう一度キスをすれば返すことができます。そのときは、元の『花の蜜みつ集め』に戻ります」

　そうだ。スキルは返すことができるんだった！　しかしそのためには、もう一度キスをしなくてはならない。僕はそれを考えながら、再びハニーを見た。

「あ、ま、またキス!?　そ、それは悪くないけどいや何でもないっ！　あっ！　で、でも！　またハニーがこのスキルで蜜を集めたら、花粉まで飛んじゃわない？」

　心配そうなハニーに、僕は首を横に振る。

「心配ない。スキル『花の蜜集め』が、その花のほぼ一生分の蜜を吸い出すように。スキル『鼻の水集め』は、その人間のほぼ一生分の余計な鼻水まで吸い出す！」

　自分が作り出したスキルゆえに、直感的にそのスキルの特質が分かっていた。

「もちろん鼻水が完全になくなっては乾いてしょうがないため、生活に不便がないくらいは残るが。何にせよ一過的に鼻水を集めるだけでなく、根本的なアレルギー体質まで改善するんだ！」

「じゃあハニーさんも安心ですね！　これでスキルを返してもらえば、また『花の蜜集め』を使っても問題ないですよ！」

「う、うん……」

　ハニーは歯切れ悪く頷うなずく。

　そもそもこの『鼻の水集め』を持っていても、これから先の人生でどれだけ役に立つのか分からない。いや、この世界で耳鼻科医院とかを開業すれば、患者が行列を作るかもしれないが、そのたびに体がベトベトになりそうなのは恐怖ではある。くわえてこのままだと、ハニーは『花の蜜集め』が使えないままだ。やはり、返しておいた方がいいんだろう。

　僕はハニーの方をあらためて見る。

　彼女もそれを拒否している雰囲気はなかった。

　僕たちは、どちらともなく唇を重ね合わせた。

「んっ！」

　今度は自分の体から、何かが奪われていく感覚がある。

　スキルが彼女の元に戻ったことが、体感としても分かった。

「ぷはぁ」

　静かにハニーが唇を離す。

「これでまた使えるんだね」

「良かったですね！　で、お願いなのですが、私たちのために、もう一度、花の蜜みつを集めて、くださいませんか？」

　エルがハニーに頼む。この子ちゃっかりしているな……。

　すると、ハニーは首を横に振った。

「「えっ!?」」

　エルは面食らう。僕もちょっと意外だった。

「ハニー、決めたの。もう、しばらくは『花の蜜集め』は使わない」

　ハニーは固い決意を滲にじませて続ける。

「だって、封印されていたスキルをハニーが使った結果、こんな大事になっちゃったんだし。森はもちろん、仲間も危険な目に遭わせることになっちゃったし……」

　そうしてハニーはがさごそと革袋を取り外した。甘い蜜の香りが漂ってくる。

「花の蜜なら、これまでハニーが集めたものを、全部あげるの」

「えっ？　でもこんなことをしたら、ノルマが……」

「いいの。もう会社はやめるから」

「は!?」

「だってハニー……え、えっと？　キ、キミに」

「し、心しん太ただよ」

　答えながら、彼女は名前すら知らない僕とキスをしたんだな、とあらためて思った。

「し、心太くんに……」

　そう言うと、ハニーはわずかに頬ほおを染めた。そして、両手をもじもじと組み合わせ、見つめる僕の視線を恥ずかしそうに受け止とめ、形のいい唇を開く。

「ついていこうって決めたの！」

「「は、はぁ!?」」

　僕はもちろん、エルも慌てる。

「ど、どういうことですか!?」

　エルの問いに、ハニーは僕をちらちら見つめて、薔ば薇ら色いろの頬を両手で押さえる。

「だって、ハニーのことはもちろん、この森だって助けてくれたし」

「ま、まぁ。成り行き上」

「それに……」

　照れたような微笑ほほえみを浮かべ、ハニーは僕に囁ささやくように言う。

「キスまでしたし」

「そ、それも成り行き上」

「その成り行きこそが、運命なんじゃないかな？」

　ハニーは大きな目をぱちぱちとしばたたかせ、うっとりしたように僕を見つめる。

「確かにまぁ」ものは言いようだ、と思った。

「ちょ、ちょっと心しん太たさま!?」

　エルが慌てたように僕とハニーの間に入るが、ハニーはブンと一飛びして、僕の正面にやってくる。

「ハニー、気づいたの。こうして、いいなって思った人の助けになるっていうのも、それはそれで、ハニーのやりたいことなのかなって」

　ハニーは僕の顎あごのあたりでホバリングして、こちらを上目遣いに見つめてくる。それがとびきりかわいくて、断る気力がどんどん薄れていく。

「う、ううっ……分かったよ」

　何だか、よく分からないが、仲間が増えてしまった。

「ハニー、今なら自分を見つけられるかなって思うんだ」

　その言葉を聞きながら、逆に僕は自分を見失っているんじゃないかと思った。

「これからもよろしくね、心太くん！」

　大量の花の蜜みつという食事と、そしてまた一人仲間を得て──。

　本来、ものすごく嬉うれしい状況のはずが、エルの嫉しつ妬とも含んだ眼まな差ざしを感じつつ、僕は複雑な気持ちを抱いていた。




「余った花の蜜、どうしよう」

　街に帰りエルにこう相談すると、彼女はいたずらっぽく微笑んだ。

「売ってみるのはいかがでしょうか？　花の蜜は、意外に高級品なんですよ」

「意外ってどういうこと!?　絶対に高く売れるから！」

　ハニーは怒ったように口を尖とがらせる。

「そ、そうなのか……」

「まぁ、お任せください♪」

　そして早速エルとハニーは街の人をつかまえて、花の蜜を見せながら言った。

「いい蜜あるんですよ、お客さん？」

　なんかその言い方、怪しくないか。

　そう思いつつも、僕は二人を止とめることはできなかった。

　ちなみに客の反応は、結構良かった。




　一時間後、僕たちは街の中でも中級とされる宿に泊まっていた。

　ハニーは夕食を取りながら、笑って言った。

「ね、この宿に泊まれるほどの値段になったでしょ？」

「そ、そうだな……」

　驚きを噛かみしめながら同意する。

「商才がすごいな」

　すると、ハニーはむうっと頬ほおをふくらませる。

「もう！　商才じゃないの！　大量に花の蜜みつを集められる、ハニーのスキルがすごいの！」

「でもそのスキルだって、心しん太たさまの『キスキル』がなかったら大ピンチだったわけで」

　会話に参加してきたエルを、ハニーはたじろいだ顔で見る。

「そ、そうだけど」

「結局、一番すごいのは、心太さまということではないでしょうか？」

「そ、そうかなぁ……？」

　お世辞だったとしても、そう言われると嬉うれしい。

「さすが心太さまです！」

　エルが手放しに褒めてくれる。雪白の頬を紅潮させ、潤んだような瞳ひとみで尊敬の眼まな差ざしを向けてくるエルが可愛かわいい。

「いやいやいや！　それって甘やかしすぎじゃないの!?」

　ハニーは不服げにつぶやいて、パンを口に放ほうり込んだ。

　ちなみに、夕食のメニューは、パンとスープと、野菜のつけ合わせを添えた肉料理。今朝までの空腹を考えたら、夢のようなごちそうだ。ハニー一人で人間の一食分を平らげるのは無理なので、僕とエルの皿から料理をそれぞれ一欠片かけらずつ取り分けている。

　僕たちは笑いながら夕食を取り、それぞれの部屋に帰る。言うまでもなく、女性と男性で別の部屋だ。ハニーは小さいため、エルと一緒のベッドで寝ているはずだ。

　部屋は広くはないが、一人で休息をとるには十分なスペースだ。硬めのベッドだって、野宿で徹夜続きだった身には極上の寝床に感じられる。

　僕はベッドに寝転がりながら、今日起こったことを思い出す。

　あっという間に、この一日が終わった。

　これから先、どんなことが待ち受けているんだろう。

　不安がありつつも、でも同時にワクワクしている自分がいるのに気がついた。






★12　国連ダンス



　欧米人がＯＫしやすくなるような誘い方は、日本でも承諾率が上がる。仮に『国の差』があるものと言えば『パーソナル・スペース』こと『心のナワバリ』だろう。これは人間関係の中で、相手との『適切な距離が決まる』という話だ。

　たとえばあまり親しくない人ならちょっと広めに距離を取り、親しい人となら距離は近くなるはずだ。これは相手との関係性で変わる。この距離については、国によって差があるとされている。日本人などのアジア人は、比較的相手との距離を広く取り、欧米人は多少距離を近く取る。アラブ圏などでは、初対面でもものすごく近くにくっつくようだ。

　そのため国際的な場では、欧米人やアラブ人がアジア人に近づき、アジア人は少し逃げてしまうということが繰り返され、みんながクルクル動いてしまう。この現象には『国連ダンス』という名称までついている。

　何にせよグイグイ近づくと逃げられてしまうが『ちょっとだけ距離を詰める』というのは非常に有効だ。親しくなりたい異性がいたち、数センチ近寄ってみるだけでも、相手はドキッとして、また少し近づいただけなので拒否感も抱きづらくなる。そのまま話を続けるだけでも親近感は強まっていくはずだ。

　もちろんやりすぎは逆効果なので、相手の反応を見ながら試してみてほしい。





★13　心理的リアクタンス理論



　人は、何かについ『抵抗』してしまいたくなるもの。これを心理学では『心理的リアクタンス理論』と呼んでいる。ちなみにリアクタンスとは抵抗のことだ。

　有名な例として『カリギュラ』という映画がやや過激だったため、『カリギュラ上映禁止』ということに決まった直後、それが見られる映画館へ観客が殺到した、というものがある。人は禁じられてしまうと、ついやりたくなってしまうのだ。





★14　１セントの実験



　こんな実験がある。「お金を寄附してください」と言うよりも「１セント（約１円）でもいいので寄附してください」と言った方が相手の承諾率が上がった。『たった１セントも払いたくないケチなヤツ』と思われたくないのだ。そうしたこともあり、相手に何かをお願いする際は「五分だけ時間をください」などと伝えるのも有効だ。それによって相手は『それくらいなら』と思ってくれる。もちろん実際に話しはじめたら、五分程度でなく時間をもらえる可能性があるだろう。





★15　共感の言葉



　共感の言葉も、好意を伝えるときと同じく、シンプルでいい。凝った言葉を言おうなんて思うと、何も言えなくなってしまう。ごく簡単に「大変だね」で十分だ。言うまでもないが「大変だね」のかわりに「変態だね」というとビンタが飛んでくるので気をつけよう。

　また『大変』の連発が不自然に感じられたときは「つらかったね」「よく頑張ってるね」などのバリエーションを持たせるのも有効だ。





★16　連合の法則



　人はポジティブなことを話していると、相手に対してもポジティブな気分になってくる。このように一つの心理が他のものに影響を与えることを『連合の法則』と呼ぶ。そのため誰かに好意を抱いてほしいのなら、『楽しい話題』や『前向きな話題』を話すのが大切だ。具体的には、将来や夢の話をすることをオススメする。

　逆に『過去』のことを聞きすぎてばかりいると、探偵の調査のようで、気詰まりを感じさせてしまうこともある。もし会話の際にあまりポジティブな雰囲気にならないことが多いと感じたら、これを思い出してみてほしい。





★17　アドバイスよりも共感を先に



　会話の中で『アドバイス』をしたくなってしまうのが人の常だが、基本的には『聞く』ことの方がずっと重要だ。良いカウンセラーは、最後の最後までアドバイスをしない。ただひたすら相手の気持ちを吐き出させてやるのだ。





★18　客観視の重要性



　たとえば「好きだ」と相手に伝えて相手が戸惑っていたら、「ごめん！　突然でビックリしたよね!?」などのように客観的な言葉を伝えることだ。すると相手は「あ、そうだ、私は戸惑っているんだ」というように状況を理解し、落ち着くことができる。またそれをサポートしてくれた自分に対して、軽い感謝の念を抱く。逆にそのセリフを伝えないと、状況は『固まった』ままだ。





★19　親近感と視線の関係



　もしこれまで目を合わせてくれなかった相手が、自分のことを見つめてくれるようになったなら、それは気持ちが動いた証拠と考えることもできるかもしれない。

　とにかく会話において注目すべき場所は、目だ。バストとかでは決してない。





★20　両面提示



　メリット・デメリットを両方示すことを心理学では『両面提示』と呼ぶ。逆に片方しか見せないことを『片面提示』と呼ぶ。慣れたセールスマンなどはよく両面提示を使う。何かをアピールしたいときには、ついつい『メリット』ばかりを言いたくなってしまうが、そればかりでは「どうせウラに何かあるんでしょ？」など疑われてしまう危険がある。それよりは、最初にデメリットを伝えることで、かえってメリットの信しん憑ぴよ性うせいを上げてしまうほうがいいわけだ。





★21　脅しの実験



『強い脅しを行うと、かえって相手は心を閉ざしてしまう』という実験がある。心理学的にもっとも相手に効くのは『弱い脅し』なのだ。『このままだと悪いことが起こってしまうかもしれない』くらいのソフトな脅しこそが有効だ。それが強すぎたりしても逆効果だし、脅しがまったくなかったとしても、相手は危機感を抱かず、心を動かさないのだ。





★22　パーソナル・スペース



　人は、周囲に対して感じる『心のナワバリ』を持ち、それを心理学では『パーソナル・スペース』と呼ぶ。相手に親近感を抱くほど、パーソナル・スペースが小さくなり、接近することに拒否感が無くなる。すなわち心理的な距離感は、物理的な距離感に表れるのだ。逆に言えば、相手に物理的に近づくほど、お互いの心理的な距離も縮まる。よって一歩体を寄せるだけでも、自分の気持ちは大きく高まる。さらに『これだけ動いたからには、進まなくてはいけないんだ』と自分の気持ちに言い聞かせることになる。

　いきなりオール・オア・ナッシングで考えるのではなく『ほんの少し進む』ということを心がけよう。





★23　ジェスチャーによる印象操作



　ジェスチャーというのはとても重要なものだ。特に『手の動き』というのは、人の気持ちをつかみ、コミュニケーションを円滑に行うためにとても大切なのだ。大勢の前でスピーチをしたり、特定の人の心を強くつかみたいと思う人は『なるべく手を動かして話す』ということを心がけてみよう。





◆第４・５章　エルとハニーのガールズトーク




　その日の夜。ハニーとエルは、ベッドでこんな話をしていた。




「ズバリ聞くけど」

「ズバリ何でしょうか？」

「ズバリ、エルちゃんは、心しん太たくんのこと、どう思ってるの？」

「ズバリ聞きますね」

「ズバリ聞くって言ったじゃん」

「ズバリお答えしますけど、好きです」

「ズバリ答えてくれたね」

「ズバリお答えしますって宣言した手前、当然です」

「ズバリハニーも……。この『ズバリ』縛り、やめない？」

「ズバリ私もそう思ってました。というか、最初にズバリって言ったの、ハニーさんですよ？」

「ズバリそうなんだけど」

「ズバリそうですよ」

「……ズバリ縛りやめると言いつつやめないよね？」

「ズバリ負けたくないからです」

「ズバリしつこいよ」

「ズバリそうでしょうか」

「あああああっ！　だからもうズバリはイヤなの！」

「あ、先にそう言ってくださってホッとしました」

「で、話戻すけど、エルちゃんは心太くんのこと、好きなのね？」

「はい、好きか嫌いかといったら、もちろん好きです。人間的に好きです」

「いやいやいや！　そんなんじゃなくて、異性的に好きなの？　彼と結婚したいとか思ってるの？」

「あ、そういう意味でしたか……。そうなると、ゴニョゴニョ……」

「ズバリ答えが出なくなったね」

「ズバリ答えられる質問ではないので」

「ズバ……もういい、ズバリ縛りで争わない」

「そうしていただけると助かります」

「でも心太くんについては、争うよ!?」

「は!?」

「ハニーは心しん太たくんのことが好き！　人間的にとかいう無難なアレじゃなくて、異性的に！」

「い、言い切りましたね!?」

「もちろん！　ハニーは自分の気持ちにウソがつけないから！」

「そ、それはうらやましいです。でも、どうして好きなんですか？」

「好きに理由なんてないよ！」

「そ、それは確かに説得力ある答えなんですけど、それだと話が終わっちゃいますから、強いて理由を言うならば!?」

「やっぱりハニーの話をきちんと聞いてくれたことかな」

「あ、それ私と同じです。私の話もきちんと聞いて……」

「でもそれだけじゃないの！」

「私の話は聞いてくれないんですね!?」

「話を聞くだけじゃなくて、ハニーの夢について話を膨らませて、そして行動する勇気を与えてくれたところ！」

「そういえばそうでしたね」

「話を聞いてくれるのも嬉うれしかったけど、最終的には導いてくれたのが嬉しかったかな」

「確かに、導いてくれる人はモテますよね。あまりにしつこくてもうっとうしく感じますけど、普段は話を聞いてくれる人が、たまに何かを主張してくると、『そんなに重要な話なのかな？』って思って、ついつい聞いちゃいますよね」

「そうだね。すぐに思い付く理由はそれくらいだけど、ハニーや森を救ってくれたのは事実だし、その感謝の気持ちもあるよね」

「なるほど。そういうものですか」

「うん！　だからハニーは、心太くんのことが好きなの。異性的に。で、エルはどんな『好き』なんだっけ？」

「うっ」

「異性的に好き？」

「ど、どうなのでしょう。今の私の口からは何とも」

「言えないんだ？　それくらい弱いレベルの『好き』なんだ？」

「い、いえ……。『エルフのブラ』を取り返してもいないこの現状で、恋愛のことを考えているわけにいかないというか」

「そういうもの!?」

「はい。昔の話になってしまうのですが、私がまだ小さなころ、お母さんがケーキを出してくれたことがありました」

「ケーキ？」

「そうです。イチゴの乗ったショートケーキと、クリの乗ったモンブランでした。幼い私がどっちを食べよう？と迷っているうちに、どちらも父に食べられてしまいました」

「え、お父さん、ひどくない？」

「私はこのことから学びました。ほしいものがあったら、とにかく一つにするべし、と。二つをダラダラ求めたり、迷ったりしてはいけない、と」

「いやいや！　学ぶことは『お父さんひどい』って事実だけで十分じゃない!?」

「そこについては結構同意するのですが、とにかく何かを求めるときは、やっぱり一つにすべきだと思うんです。だから、今の私にとって、『エルフのブラ』を取り戻すことは、心しん太たさんと恋愛関係になるとかより重要で」

「ま、まぁ、そう思うのなら、それはそれでいいのかな？　じゃあ遠慮なく、ハニーのモノだね！　心太くんはハニーのカレ！」

「い、いえいえ！　それは違うんじゃないですか!?　心太さんのお気持ちが重要ではないかと！」

「あ、やっぱりハニーのにはしたくないんだ？　あーあ、素直になればいいのに」

「ちちち、違います！　そういうんじゃないんです！　そもそも種族の差はどうされるんですか!?」

「そんなこと言ったら、エルちゃんだってエルフだから、種族が違うじゃない！」

「それはそうですけども！　ハニーさんの場合は、体のサイズだって！」

「あ──っ！　それ言う!?　ちょっと待ってよ！　それ言いだしたら身長１８０センチの人間の男は、同じく身長１８０センチの女としかつきあえないわけ!?　１５０センチの女とカップルになったりすることだってあるでしょ!?　体のサイズと恋愛は一切無関係よ!?」

「そんな比じゃないですよねハニーさん!?」

「それはそうだけど！　でも世界のどこかには、体のサイズを変える魔法や薬だってあるかもしれないし！」

「ま、まぁ、その可能性はゼロとは言いきれませんけど」

「それに大切なのは心なの！　体のサイズ的に違っても、心さえ結びついていれば関係ないよ!?」

「そ、それを言いだしたら……！」




　二人の言い合いは止とどまることを知らなかった。

　壁を隔てて響いてくる物音を聞き「盛り上がってるなぁ、仲がいいんだなぁ」と思いながら心太は眠りについた。





◆第５章　マーメイド




「あなたが落としたのは、金の小舟ですか？　銀の小舟ですか？」

　これは童話の中の話じゃない。実際に起こっていることだ。

　目の前にいる女は、冒頭の台詞せりふを言いながら、僕に金と銀の小舟を見せてくる。

　正直に言った方がいいのか。ウソをついた方がいいのか。

　でも、実はそんなことは考えるだけムダだった。

　事の始まりは一時間前に遡さかのぼる。




　ハニーが仲間になった翌日。

　フェアリーの森を越えた僕たちの目の前に現れたのは、大きな川だった。

「ニタク川です」

「ニタク川？」

「はい。この辺りを大きく二つに分けている川です。この川を渡らないと、あちらに見える『シタギーズ』の砦とりでにはたどりつけません」

　エルは川の向こう岸を指さす。指の先には昨日見た砦があった。

　砦からはやはりブラジャー形の煙が上がっていた。

「あの煙を出す技術って、結構高度だと思うんだよね」

「おそらく特殊な狼煙のろしを使っているんだと思います。開発費に結構なお金をかけているんじゃないかと」

「そのお金をまともな方向に使えば、下着を盗む必要がなくなるんじゃないかな……」

「そう言われましても」

「何にせよ、この川を渡らないとダメなんだね？」

「その通りです。そうしないと、ア、アレが取り戻せないんです」

「『エルフのブラ』が取り戻せないよね」

「言わないでください！」

　彼女は耳まで真っ赤にして答えた。

「今さら!?」

「とにかくあの川を渡らないといけないんです」

　流れも穏やかそうで、特に渡るのが難しそうには見えない川だった。

「普通に渡ればいいんじゃない？」

「渡れないんです。船で渡ろうとしても、なぜだか船が沈んでしまうようで……。しかも船だけじゃないんです。聞くところによると、水に浮かぶものであっても、すべてが沈んでいってしまうとか。木や葉っぱなども含めて、全部です」

「ど、どんな仕組みなんだろう？」

「そして沈んだものは、何だか少し変わった形で戻ってくるそうです」

　ますますもって意味が分からない。

「船も含めて浮かぶものは使えないということか。じゃあ、泳いで渡る？」

「それが。泳ごうとすると、今度は水の中から足を引っ張られるそうです」

「はぁ!?　川の中に何かがいるってこと？」

「そのようですね。それが怖くて、みんなすぐに岸に上がってしまうとか」

「なんか不気味だな……。じゃあ、橋をかければ？」

「いえ、橋をかけようとしても同じらしいです。橋はし桁げたとなる材料を川に入れた瞬間、同じくすべて沈められてしまって」

「う、うーん？　じゃあ川につかない、完全な吊つり橋ばしにしたら？」

「そのときは大きな水流が襲ってきて、全部が飲み込まれるそうです」

「豪快だな!?」

　そのとき、ハニーが口を挟んだ。

「私なら飛んで渡れるんだけど」

「僕たちを運んでいってくれる？」

「間違いなく無理よね。私のサイズと力じゃ、たぶん１センチも持ち上げられないわ」

「そうかな……。ちょっと試してみてもいい？」

　僕はハニーの足を掴つかんだ。

「えっ!?　ほ、ホントに!?　うううううううっ！　ううううんっ！」

　１センチどころか、１ミリも、いや一切まったく宙に浮かばない。

　逆に何か、健けな気げに飛ぼうとしてるフェアリーを捕まえてイジメている男みたいな構図になっている気がする。

「ふぐうううううっ！」

　あまりにかわいそうになったので、僕はハニーの足を手放した。

「はぇっ!?　あああああああ！」

　ハニーは勢い余って、そのまま天に向かって飛んでいった。

「何するのおおおおぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　ハニーの声がどんどん小さくなっていく。エルは静かに微笑ほほえみながらつぶやいた。

「かわいい。壊れた竹とんぼみたいですね」

「サラッとひどいこと言うよね、エル」

　すぐにハニーは落ちてきた。目を回しているハニーを落とさないようにそっとキャッチして僕の肩に乗せる。

「と、とりあえず『どんなものでも沈む』というのがよく分からないんだけど、実際に試してみてもいいかな？」

「そうですね。ちょっとやってみましょう」

　僕は岸に置いてあった小舟の模型を川に向かってそっと押した。小舟は静かに着水する。

「あれっ？　普通に浮かんでるよ？」

　そう言った瞬間──小舟がブクブクブクと川の中に沈んでいった。

「ほ、ホントだ!?　確かに沈んでる！」

　沈みゆく様を観察していると、川の中から何かが少しずつせり上がってきた。

「な、何だ!?」

　ブクブクと大量の泡と共に浮かび上がってきたのは、驚くべきことに女性の姿だった。

　腰まで届く青い髪に、美しく切れ長の目。水面から出ている上半身はほとんど裸で、目のやり場に困るほど豊満な胸部にビキニをつけている。体のラインは美しく肌は驚くほど白い。どことなく物憂げな、吸い込まれそうな瞳ひとみをしていた。

　彼女は水面から半身を出して、いわゆる立ち泳ぎの状態でプカプカ浮いていた。驚いたのは、水面からちらちらのぞく腰下に、魚のうろこのような模様が描かれていたことだ。

　これ、タトゥーとかじゃないよな？　つまりは童話の中でしか見たことがない存在──

「人魚。マーメイドです」

　エルが独り言のように言い、次いで小首を傾かしげる。

「なぜマーメイドが、川にいるんでしょう？」

　エルの疑問と同時、透明感の高い水面に、金色に染まった小舟と、銀色に光る小舟が浮かんできた。それらを手に取りながら、マーメイドは含みのある微笑ほほえみを僕に投げる。

「あなたが落としたのは、金の小舟ですか？　銀の小舟ですか？」

「いやいやいやいや！　童話混ぜすぎだろ！」

　エルたちには通じていないだろうが、ツッコまずにはいられなかった。

『人魚姫』と『金の斧おの・銀の斧』が混じってる。

　しかもここ、泉じゃなくて川だし。そもそも斧じゃなくて、舟だし。

「もう一度お聞きしましょう。あなたが落としたのは、金の小舟？　銀の小舟？」

「どっちも違う！　何よりこの小舟、落としたわけじゃないからね!?　『手がすべってポチャーンいけない失敗したぁ♪』とかじゃなくて、普通に川に浮かべただけだからね!?　人が持ってたサイフを強奪した上で『これ落としましたよ』に近いからね!?」

「ちょっと何をおっしゃっているのか分からないんですけれども……」

「何で分からないんだよ！　分かれよ！　理解する努力を自ら放棄してるだろ、お前！」

　僕はそんなことを言いながら、気づいた。

　今回もちゃんと会話ができている。

　吐き気はほとんど出ず、緊張もしていない。やはり明らかに普通の人間ではない造形のため、気持ちがリラックスしているんだ。












　まぁ今回は、あまりにツッコミどころが多すぎるのも原因なのかもしれないけど。

「それはそれとして、金の小舟、銀の小舟、どちらになさいます？」

「なんかチキン・オア・ビーフみたいになってない!?　メニュー展開みたいだよ!?」

　ツッコミが追いつかない僕に、エルは焦ったように聞いてくる。

「ど、どうされますか、心しん太たさま？　どちらが正しいんでしょう？」

「いやいや、これどっちが正しいとか、ないからね!?　強いていえば間違ってるのは、あっちだからね!?」

　状況はまったく分からないが、これがもし『金の斧おの・銀の斧』なら、正直に答えるべきなんだろう。

「どちらでもありません。僕が落としたのは、普通の小舟です」

　するとマーメイドは、僕の方を見て穏やかに微笑ほほえんだ。

「よくぞその答えに辿たどりつきました。正直者は、ごほうびにわたくしのムコにして差し上げましょう」

「何だそれ！　おかしいだろそれ！　そこは普通、ごほうびに金と銀どっちもくれるもんだろうが！」

「そんなよく分からないルールを『普通』とか言われても」

「分からないのはこっちだよ！」

「それに『正直に答えた』ことへのごほうびが、『金＆銀バージョン』の二点セットだとしたら、ちょっと行為に対しての報酬が多すぎないですか？　強ごう欲よくすぎませんか？」

「そういう童話だし！」

「でもそんな強欲なあなたでも、わたくしはムコにしてあげるわよ」

「何その上から目線!?　何でそっちが選ぶサイドになってんの!?」

　確かに美しい女性であることは間違いない。顔も美人だし、上半身から腰へのラインは極めて綺き麗れいで、ぞくっとするほど魅力的だ。

　でも、だからといってここで婚姻関係になることを即断できるわけがなかった。

「……」

　それにエルの視線が何だか痛い！

「じゃ、じゃあもう逆でいい！」

「逆と言いますと？」

「落としたのは、金の小舟と銀の小舟、どっちもだよ！」

　その瞬間、マーメイドの目つきが変わった。

「あなたは今、ウソをつきましたわね!?」

　ウソつき認定されるのは少しイヤだが、突然ムコにされるよりはマシかもしれない。

「あ、あぁ！　ウソをついた！」

　すると彼女は厳粛に言った。

「ウソつきは、罰としてわたくしのムコになってもらうわよ」

「何にせよムコかよ！　ていうか罰だとは認識してんのかよ！　そもそも、ごほうびと罰が１００％同じっておかしすぎんだろ！」

　彼女の会話の進め方は、『ダブル・バインド★24』になっていた。質問に対して何て答えようが、同じ方向に誘導される会話方法だ。とはいえ、今回の彼女の話の進め方はあまりに強引すぎ、『ダブル・バインド』にも限度があるということが分かった。

「つべこべ言わずに、こちらの婚姻届にサインを」

　その手には婚姻届が握られていた。どこから出したんだ？　よく濡ぬれなかったな。

「準備良すぎだろ！　最初からそこまで仕組まれてたんだよね!?」

「まぁまぁお気軽に。騙だまされたと思って」

「文字通り騙されてるよな!?」

　僕の叫び声に、目を回していたハニーが飛び起きた。

「あぁっ！　聞いたことある！　あなた、あの通称『婚活マーメイド』ね!?」

「あら。わたくしのことを知ってくださってるとは光栄だわ」

「本気か!?　本気でその通称が光栄か!?」

「何を隠そう、私がその噂うわさのマーメイド。名前は『アリエヌ』よ」

「ありえないのかよ！　ていうかそもそも、人間がこの川を泳いで渡ろうとしたときに、足をつかまれるのって」

「もちろん婚活よ」

「そこまで強制的な手段を『婚活』という平和的な一言でまとめた!?」

「私の認識では、この川はわたくしの婚約指輪みたいなものだから、そこに足を踏み入れるということは、婚約指輪に指を入れたのも同然なのよ」

「解釈が豪快すぎない!?」

　僕のツッコミを一切気にせず、アリエヌは質問をする。

「ちなみにあなた、お名前は？」

　しょうがなく答える。

「ぼ、僕は心しん太た。ここにいる二人は、エルフのエルと、フェアリーのハニー」

「あ、男の名前だけで大丈夫よ」

「それ、女の子に嫌われるタイプの発言じゃない？」

　ハニーが憤慨する。

「いいのよ、女の子の評価は。わたくしは男からの愛を受けることにだけ集中したいから」

「いや、それって両立しないものじゃないと思うんだよね」

　男女の好感度はトレードオフ案件ではないのでは。

「で、心太さん、結婚しない？」

「あ、もう聞いてないね？」

　僕のコメントを無視して話を進めるアリエヌ。

「ではまぁ、宴もたけなわではありますが、とにかくそろそろ結婚を」

「一次会の締めみたいになってない!?　結婚という重大事を勢いで乗り切ろうとするの、やめてくれない!?」

「お、落ち着いてください、心太さま」

　エルが僕をなだめる。

「そもそも、こちらの方のせいで川が渡れないのは事実で、この状況が解消されないかぎり、私たちも向こう岸に渡れないわけですよね」

「あら、エルさんは鋭いわね。その通りよ」

　アリエヌはにこやかに笑う。

「大切なのは、わたくしにムコを差し出すこと！　渡りたければムコをよこしなさい!?」

「そんな人質交渉みたいな婚活あんのか!?　それで結婚できて嬉うれしいのか!?」

　するとアリエヌは、僕の方に向き直って、髪の毛をかきあげる。

「嬉しいわ！」

　断言された。

「なぜなら、わたくしはもう引き返すことはできないの！　結婚できなかったら、この川まで来た意味がないわ！」

「はぁ!?」

　まったく意味の分からない僕に、ハニーが羽音を震わせて近づいてくる。

「そういえば、マーメイドといえば、海に生息しているものよね」

「あら。そこの小ちっちゃいのは、よく分かってるじゃない」

「ちちち、小っちゃいの!?」

　憤慨するハニーをよそに、アリエヌは言葉を続ける。

「あなたの言う通り、私はもともと海に生きていた」

　アリエヌは肩をすくめる。長い髪がはらりと揺れて色っぽい。

「話せば長い事情があるのよ。そもそも海に生まれたマーメイドが川で生きることが、どれだけ大変なことか分かる？」

　試すようなアリエヌの言葉に、僕は昔学校で学んだ知識を思い出した。

「そういえば……。確か、川魚と海魚は種類が違うんだ。海が濃い塩水なのに対して、川はほぼ塩分がない。そのため海の魚は、塩分のある水を取り入れては、塩分を漉こし出す体の仕組みになっている。逆に川魚はそういう仕組みがない。そのため海の魚は川では生息できないし、逆もまたしかりだ」

「両方で生息できる魚はいないの？」

「僕が知るかぎりでは、サケとウナギくらいだな」

　ハニーが納得したかのようにポンと手を打った。

「なるほど。マーメイドって、サケかウナギなのね？」

　その言葉にアリエヌが顔を真っ赤にして憤慨する。

「そんなワケないでしょ!?　あんなボロンボロン卵産む生き物とか、ヌルンヌルンした生き物とかと一緒にしないでよ！　何にしても、わたくしたちマーメイドは、海で生まれたから川では生きていけないわ」

「じゃあどうして今は川に？」

　するとアリエヌは一度深く深呼吸し、力強く断言する。

「婚活のために、川でも生きられるようにしてもらったのよ！　魔ま人にん魚ぎよに！」

「魔人魚」と僕が首を傾かしげていると横からエルが補足してくれる。

「魔女の人魚版のことですわ、心しん太たさま」

「あ、なるほど。しかしゴロがあまり良くないな」

「略して『魔ーメイド』って呼ばれることも多いのだけどね」

「そっちはそっちで呼び名がややこしいな」

「とにかくその魔ま人にん魚ぎよは希望を叶かなえてくれるの。でも交換条件を投げかけてくるわ」

　童話『人魚姫』でも、人魚は魔女の魔法で足を生やすことと引き替えに声を失った。

「となると。君も同様に、魔人魚と交換条件を交わしたということ？」

「その通りよ」

「でも君は足が生えてないよね？」

「どこかの国でそんな交換条件を交わした人魚がいたと聞いたわ。でもそれってバカみたいだと思うの。下半身を人間の足にしちゃったら、完全に人間になっちゃうじゃない？」

「人間になったらダメなのか？」

「そんなことしたら、ただの平凡な一般人じゃない！　今は個性の時代よ!?　まずは目立つ！　それによって相手の目に止とまらないと、何も始まらないでしょ!?」

　アリエヌは興奮して、ハァハァと肩を揺らす。

「想像してごらんなさい！　『お前のヨメ、どんな人？』『マーメイド』『うわ、すっげー！　レアじゃん！　チクショウ、俺のヨメなんて女賢者だよ！』なんて会話を！」

「いやいや、マーメイドって女賢者よりレアなの!?」

　するとエルが、優しい瞳ひとみで教えてくれた。

「確かにそうですね。海に生息するマーメイドが、陸上で確認されたり、ましてや結婚に至る例はほとんどありませんが。逆に女賢者は結構いますから」

「そういうものなの!?」

「賢者は賢者検定さえ受かれば誰でも名乗れます。合格率は平均90％とされています」

「高すぎ！　ユルすぎない!?」

「賢者検定は特級から10級までありますが、たとえば９級の場合、ひらがなで『けんじゃ』と書ければ受かるとされています。たまに『けんちゃ』とか『けんじ』とか書いても受かった例もありますから」

「バカなの!?　かえってバカ検定みたいになってないか!?　……いや、しかしそれが９級とするなら、じゃあ10級は!?」

　するとエルは困ったように言う。

「合格率が奇跡の１０１％だとされています。『受けてもないのに、たまたま試験会場付近を歩いてただけで合格になる』そうです」

「廃止しちまえそんな検定！」

　アリエヌは静かに肩をすくめた。

「まぁ、そのあたりはどうでもいいかな。何にせよマーメイドとの婚姻がレアだということが分かってもらえたら、それでいいの」

「何か賢者のおかしさの方がインパクトが強かったけど、そういうものか」

「とにかくわたくしはね、魔人魚に『川でも生きられるようにして』って頼んだの」

「何のために？」

「もちろん、活動範囲を広げた方が出会いが広がるからよ！　海の男なんて、みんなムサっくるしいのばかりでしょ!?　でも川に来れば、より多くの陸の男たちと出会える！　言うじゃない？　理想の異性と出会うには、とにかく多くの出会いの場所に行けって！」

「それは職場とかサークルとかの話であって、海の生き物から川の生き物になってまで出会いを広げた例は、君一人だと思うけどね？」

　心理学には『ボッサードの法則★25』というものがある。恋愛の成功率は『お互いの物理的な距離によって変わる』というものだ。そのため恋愛を発展させたいのなら、サークルやスクールにオフ会なども含めて、色々な場所に顔を出すのは非常に重要なことだ。

　そこまで思い出しつつ、僕はアリエヌに言った。

「そもそも、マーメイドの男じゃダメなの？」

「あんなのダメに決まってるじゃない！　ありえなさすぎて死ぬわ！」

「全否定!?」

「だってマーメイドの男って、わたくしたちと逆で、上半身が魚、下半身が人間なのよ!?」

　それはキツい。

「人間でたとえるなら、魚の着ぐるみかぶって、下半身丸出しみたいな男よ!?」

「で、でも、いいところもあるんじゃないか？★26」

「まぁ。優しい部分はあるけど」

　アリエヌは僕の言葉で、気持ちが少しだけ和らいだように見えた。

「ちなみにフェアリーの男も、似たようなものよ」

　ハニーが横から言う。

「ハニーたち女は羽が生えてすごく可愛かわいいんだけど、男はみんなマッチョなの。想像してみて。マッチョに羽が生えて、花の蜜みつを吸っている光景を」

　地獄絵図か。

「そういう意味では、フェアリーのコに共感するわ。同種族だと、難しい問題が生じるのよ。人間も、近親での恋愛を避けるみたいな本能があるでしょう？　そんな感じかしら」

　絶対に違う。というかこの世界、同種族で性差がありすぎだろ！

「とにかくマーメイド同士で結婚するかぎり、そんな男しか選べないの！　最悪でしょ!?　わたくしは、別種族でもいいから、素敵な男と結婚したいの！」

「そのために魔ま人にん魚ぎよに頼んだと」

「その通りよ！　おかげで大変なものを引き替えにしたけど」

　そう言いながら、アリエヌは悲しそうな目をした。

　僕は童話を思い出す。人魚が失ったのは確か──

「『声』……なわけないよな。うるさいくらいにしゃべってるし」

「そのどこかの国の人魚は、足のかわりに声を失ったんでしょう？　それもホント、おかしいわよね！　だって声が使えなくなったら、話ができないわけでしょう？　そしたら婚活できなくなるに決まってるじゃない！」

「ヘタなことを話すことで、かえって結婚から遠ざかることもあると思うけどね？」

「とにかくわたくしは声を失うわけにはいかなかった！　だからかわりに──」

　アリエヌはそっと目を伏せて続ける。

「『女としての慎み』を失ったわ」

　どうりで。

　ていうかそんな精神面の要素が交換条件として認められるのか。

「おかげで婚活においては吹っ切れることができたんだけど、やっぱり女としての慎みがない分、男がちょっと引いちゃうみたいでね」

「そうだね。ちょっとどころじゃなく、だいぶ引くね」

　女性からグイグイ来られると、つい引きたくなってしまう男性は多い。★27そういう意味でも、女性の『慎み深さ』は重要なのかもしれない。

「ちなみにさっきの、川に落として二択を仕掛けるのも、何かの契約なのか？」

「あれはわたくしが考えた作戦ね。自然な会話の流れで、婚活に持っていくっていう」

「とりあえずアレを自然な会話の流れだと思っているところから直していこうか」

「それはそうと、その金の小舟と銀の小舟はどうしたんですか？」

　エルが二つの小舟を指して尋ねる。

「あぁ、それはね……」

　アリエヌはそう言いながら、両手を擦り合わせる。

「永遠に続く川の調べよ！　すべて我が心のままに動け！　スキル『水流』！」

　その瞬間だった。川の流れが大きく変わりはじめた。

　川の中にいくつもの渦が生まれ、そして今までの流れとは逆に、下流から上流に向かって水が流れ出す。

「きゃっ！」

　さらに、水が波のように持ち上がる部分も生じた。

　水の流れはさらに乱れ、そこに様々なものが集まってくる。

　どこかの橋はし桁げたと思われる木や、遠くから流れてきたと思おぼしき舟などもある。

「これが魔ま人にん魚ぎよからもらったスキル『水流』！　わたくしは、自らが触れた水を自在に操ることができるの！　これがあれば、何度橋をかけられたって押し流せるわ」

「じゃあ、さっき小舟を沈めて、金と銀の小舟を用意したのは……」

「この川に接している船着き場にある舟を水流で呼び寄せたの。驚いたでしょ？」

「僕は世の中に、金の小舟と銀の小舟というものが存在することの方が驚きなんだが」

「酔狂なお金持ちはいるものよ。今回は『ロンド』の女王の所有物だったかしら」

「『ロンド』の女王ってあのワガママで有名な？　そんなやつの船を持ってきて大丈夫なのか？」

「そこは大丈夫よ。毎回婚活が終わったら、すぐにまた『水流』で返してるから」

「終わるのか？」

「うん。いつも一瞬で終わるわ。フラれてね」

　それはもう手段を変えるべきなのでは。

「他にも、葉っぱや財布を落とした相手には、やっぱり金や銀のバージョンをこっそり『水流』で呼び寄せるの。毎回大変だけどね」

　どう考えても、スキルの使い道を間違ってる気がする。

「でもあなた、魔ま人にん魚ぎよと交換条件で契約したんだよね？　魔人魚から得たのが『川で生きられること』と『水流』。渡したのが『女の慎み』。バランス悪くない？」

　ハニーが疑問を口にする。

「フッ。それは大丈夫よ」

　アリエヌは不敵に笑って答えた。

「女の慎みを失うのが、あまりに重いことだったから」

　そこまでのものだったか……。

「もちろん、それだけで終わりではないわ。わたくしにはもう一つ条件が課されたの」

　確かに童話でも『人魚が王子と結婚できなかったら泡になってしまう』という話だった。

　アリエヌも？　そう思った瞬間、彼女は口を開いた。

「わたくしの条件は『一年以内に結婚ができなかったら尼になる』というものなの。出家させられて、永遠に結婚できなくなっちゃうのよね」

　なぜそこで、泡でなくて尼……！

「その魔人魚は、どうしてそんな条件を？」

「よく分からなかったんだけど、魔人魚というダークサイドの存在を新たに一人生み出すためには、尼というライトサイドの存在を一人生み出しておくことが必要らしいの。そうすることで、光と闇やみで世界のバランスが保たれてるんですって。『新たな魔人魚を生み出すための礎となるのだ！』とか言っていたわ」

　本当によく分からないな！

　そうなると日本では坊さんと同じくらいの魔法使いがいなきゃいけないのか。

「何にしても、尼が生まれることは、魔人魚的には結構重要なことらしいの。間違いなく約束は守らされることになると思う」

「で、その結婚までの一年というのは、あとどれくらい残っているんだ？」

　するとアリエヌは、ため息をついた。

「交換条件が成立したのが、ちょうど一年前の明日だったから、えーっと、計算すると」

「それ計算するまでもなく、今日がタイムリミットだと思う」

　その瞬間、アリエヌの顔が青ざめる。

「えっ!?　そそそそ、それってマズくない!?　今日!?」

　今ごろ気づいたのか。

「ああああっ！　マズいマズいマズい！　こんなこと話してる場合じゃないわ！」

「いやいや、そこまで貴重な時間だと知ってたら、僕らもこんなこと話してなかったよ？」

　いつの間にか、時刻はすでに夕方に近づいていた。まもなく夜が来る。

「あああっ！　日暮れまでがリミットなの！　このままじゃマズい！　このままじゃ尼にさせられちゃう！」

　アリエヌがひどく狼狽している。

「け、結婚して！　あなたでいいから、とにかく結婚して！」

「い、いやっ！　だからそんな、いきなり言われても！」

「『いきなり』!?　だからわたくし、さっきから何度も言ってたじゃない!?　さんざん言ってるのに、いざ迫ると『いきなり言われても』って逃げる女子!?」

「どんなたとえだよ！」

「ああぁっ！　もう女でもいい！　そこの耳の長いのと小さいの！　わたくしとかどう!?」

「そ、それはちょっと」「そ、そうね。いきなり言われても」

「『いきなり』!?　それしか断り文句ないの!?」

「色々と大変なご事情は分かるのですが、私たちは、この川を渡りたいのですが」

　エルの言葉にアリエヌは叫ぶ。

「そんな場合じゃないこと分かってるでしょ!?　ゆとり!?　ゆとりなの!?」

　しかし困った。このままでは川を渡れない。アリエヌが尼になればどこかに行ってくれるのだろうか。というか尼になったら一体何がどうなるというのだ……。そんな益体もないことを考え、この状況を変えるものが現れれば──と、僕がそう思いかけた瞬間だった。

「あははははははは！」

　そんな高らかな笑い声が聞こえ、川の水が急に盛り上がってきた。

「こ、この声は！」

　アリエヌは震えながら言う。

「はーっはっは！　その通りだよアリエヌ！」

　そんな声と共に、水の盛り上がりはさらに大きくなり！

　その中から、僕たちの三倍ほどの大きさの年配の人魚が顔を出した。

「くっ！　あなたは忘れもしない！　魔ま人にん魚ぎよ！」

「あはははっ！　その通り！　私こそが魔人魚アーシランさまよ！」

　それは、顔と同様に態度も大きそうな、中年のマーメイドだった。

「アリエヌ！　あんた、結婚相手を見つけられなかったようだねぇ！」

「うくっ！　そ、そうよ。わたくしは逃げも隠れもしないわ！」

　アリエヌは気丈に言った。

「じゃあ、約束通り、尼になってもらおうかねぇ!?」

「えっ？　そんな約束したかしら？」

　逃げも隠れもせず、堂々とウソを言った!?

「いやいや！　約束したでしょう!?」

「覚えてません！　だ、誰ですかあなた!?」

「そこウソつくのアンタ!?　さっき『忘れもしない魔ま人にん魚ぎよ』って言ってたじゃないの！」

「残念ながら、その直後に忘れたので」

「都合良すぎないアンタの記憶!?　ま、まぁいい！　ここに契約書があるんだから！」

「あぁっ！」

　ちゃんと契約書も用意してるんだ。意外に律儀だなマーメイドの世界。

「ここにちゃんと書いてある！　『川で生きられること』とスキル『水流』を、『女の慎み』と引き替えに得ること。そして『一年後の日没までに結婚相手を見つけられないときは、尼になります』と！」

「う、ううっ！」

「正直に言うと、アンタの『女の慎み』は最初からほとんどなかったからねぇ！　少なくとも現段階で、あたしゃあソンしまくりなのよ！」

　最初からなかったのか。それはものすごい納得できる。

「この契約書があるかぎり、アンタにはここに書いてある約束を守ってもらうわよ!?」

「ううう！」

「それに私が、魔王国『ジョーカーズ』に属してるのは知ってるわよね」

「『ジョーカーズ』？」

　はじめて聞く単語だ。エルを見ると、抑えた声で説明してくれる。

「魔王国『ジョーカーズ』は女王国『ロンド』と対を成すもう一つの大国、魔王ジョージ・ジョーカーの支配する王国です。『ロンド』とは何度となく戦争を繰り返しており、時に人間や亜人たちの村や町にも攻め入ってきますので、みんな非常に恐れているんです」

「な、なるほど」

　魔人魚アーシランは、さらにたたみかける。

「私との契約を破ったら、『ジョーカーズ』全体まで怒らせることになるわよぉ!?　知っての通り、私は『ジョーカーズ』の先せん鋒ぽうとまで言われてるからねぇ！」

　エルは僕の耳に顔を寄せて、こそっと解説してくれる。

「先せん鋒ぽうというと聞こえはいいですが、結局は最前線に送り込まれる使い捨てです」

「聞こえてんのよそこのアンタァ!?　先鋒だけじゃなくて、切り込み隊長とも評されて」

「それもまったく同じ意味で、なおかつ死ぬ大前提みたいな意味合いです」

「やかましいわよアンタァァ！　とにかくこの契約書があるかぎり、契約を破ることは許されないのよぉぉ！」

　アーシランはさらに迫力のこもった語調で詰め寄った。

「あううっ！」

　おびえるアリエヌに、ハニーは優しい笑みを向けた。

「ねぇ、悪いことは言わないよ。これは相手のために、尼になった方がいいんじゃない？」

「それが悪いことなの！　尼になんてなったら人生、いや人魚生の終わりだわああ！」

　アリエヌは涙目で僕たちに訴えかける。

「そこのあなたたち！　お願い、助けて！　何でも恩返しをするから！」

「そ、そう言われても、契約は契約だよな!?」

　ハニーも頷うなずく。

「そうだよ心しん太たくん！　部外者が口を出すことじゃないよ！」

「冷たい！　この川の水よりも冷たい！　あなたたちは、他人の心が分からないの!?」

「そういう君こそ、他人の心が分かってたら、そんな婚活してなかったと思うんだけど」

「そんなぁ！　ひどい！　ひどおおおい！」

　アリエヌは泣き叫ぶ。エルはそれを見て冷静につぶやいた。

「これは結婚したあとも、何かトラブルがあると泣き叫ぶタイプだと推察されますね」

「その分析は非常に鋭くて見事なんだけど、この状況を何ら改善しないよね」

「ああああっ！　もしわたくしを見捨てたら！　私は尼になったあとも水流を巻き起こしてやるううう！　そしてこの川を永遠に激流にして、誰も渡れなくさせてやるううう！」

　ハニーはその言葉に顔を引きつらせる。

「そ、そうなると困るね」

　僕たちにとっては完全なトバッチリだが、あきらかに困ってる彼女を見捨てるのも微妙に気が咎とがめる。

「やかましいわ！　往生際が悪いよ！　アンタもあきらめな！」

　怒鳴りつける魔ま人にん魚ぎよに、アリエヌはすがりついて泣き叫ぶ。

「だってえ！　だってえええ！　そもそもこんな契約、不公平なんだもおおおん！」

「だからぁ！　『女の慎み』の時点で、不公平なのはこっちなんだってば！　あーもういいわ！　この契約書をもとに、強制執行してやるわ！」

　魔人魚はそう言いながら、何ごとか呪じゆ文もんを呟つぶやいた。

　その瞬間、宙にハサミが出現する。

「我が僕しもべたちよ！　このマーメイドの髪を全すべて切り落とし、尼にしておしまい！」

「ギャアアア！　いやあああ！　いやああああ！」

　絶叫するアリエヌ。それを見てエルは僕に向かって叫んだ。

「心しん太たさま！　『キスキル』なら、この状況を解決出来るはずです！」

「え、ホントに!?　彼女のスキルって『水流』だよな!?　それがどうなると!?」

「分かりません！　でも心太さまの中でスキルが変われば！　きっと……！」

「こ、根拠は？」

　焦りながら問う僕に、エルは穏やかに微笑ほほえんで言った。

「ありません」

「やっぱりないのか!?　ダメじゃないか！　こんなのじゃ絶対ムリじゃないか！」

　そう言う僕に身を寄せるエル。

「心太さま」

　彼女は僕の二の腕にそっと触れた。

「大丈夫です。大丈夫ですよ、心太さま。何があっても、決して負けなければいいんです。あきらめなければいいんです」

　僕はハッと顔を上げる。

「やられそうだから、抵抗をあきらめる。負けそうだから、戦うことをあきらめる。死にそうだから、生きることをあきらめる……そんな風に、人は負ける前に、必ず『あきらめる瞬間』があるんです」

「あきらめる、瞬間……」

　そうだ。僕は今、あきらめようとしていた。分かりやすい難題に思考停止していた。

　アリエヌが尼になってしまったら、スキル『水流』の暴走で、僕たちは向こう岸に絶対渡れなくなってしまう。それなのに彼女を救うことをあきらめようとした。

「そして、どんな運命だって、実はとっても臆おく病びようなんです」

「どんな運命でも、臆病？」

「はい。臆病だからこそ、自分をしっかり見据えてくる相手は、見捨てることができないんです。見捨てることができるのは、怖がって背中を向けて、逃げてしまった人だけ」

　エルの言葉が僕の心に染みこんでいく。そうだ。男なんてきっと単純なんだ。好きな女の子に期待されたら全力で応こたえようとしてしまう、馬鹿な生き物なんだ！

「だから最後まであきらめないでください。しっかり運命を見つめて、ただ立ち向かう気持ちを捨てない限り、絶対に負けないんですよ」

　……そうだ。

　僕は、あきらめてはいけないんだ。『シタギーズ』の砦とりでに乗り込んで、エルのために『エルフのブラ』を取り返すと、そう決めたのだから！

「キャー！　助けて！　助けてえええ！　尼はイヤ！　尼はイヤアアア！」

　アリエヌは宙を舞うハサミから逃げ惑っていて、事態は一刻を争う。




「さびしかった。さびしかったんだもん！」




　アリエヌが叫んだ。金色の瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれていく。

　その顔は最初に現れたときのお姉さんぶったすまし顔と違って、少女のように幼く頼りなさそうだ。でも、こっちの表情の方が真実の彼女を表しているような気がする。

「本当はただ、漠然と結婚を考えてた！　他の女の子たちが男のマーメイドと結婚していく中、わたくしだけはもっとイイ男と結婚してやるって考えてた！　でも、魔ま人にん魚ぎよと契約して、もう引き返せない状況になったらさびしくなって、どんどん怖くなったの……」

　語尾がか細く震えていき、一人で心細かった彼女の気持ちが伝わってくる。

「川に来たら出会いは広がった。でもそんな生き方をしてるマーメイドはわたくし一人！　友達もいないし、焦れば焦るほど、結婚をＯＫしてくれる男は見つからないし！」

「アリエヌ！」

　僕は彼女に向かって叫んだ。

「僕にも──キミの気持ちが分かる！　そんなつもりはなくても、どんどん孤独に追い込まれていくことは僕にもあった。勉強もうまくいかず、女の子と話していても緊張してしまう。それでも誰にも相談できずにたった一人で苦しみ、気づくと周りには誰もいなくなっている。そんな悲しい思いは、何度も体験している！」

『悩みを共有★28』することで、相手との親近感は強まる。

　アリエヌは僕の話を黙って聞いていた。

「だから、アリエヌ！」

　僕はアリエヌを目をじっと見つめる。

「さっき、『結婚してほしい』と言ってくれたな!?」

「う、うん！」

「その求婚に応こたえるのはムリだけど！　でも！　キ、キ」

「キ？」

「キスをすることはできる！」

「は!?」

　アリエヌが心底驚いた顔をする。

「け、『結婚しないけどキスだけ』ってどういうこと!?　都合のいい関係的なヤツ!?」

「違う！　そういうんじゃない！」

「イ、イヤ！　イヤだわ、そんなの！」

　彼女はそう言いながら、僕の方をじっと見つめる。

　心はすべて表情に表れる。★29人は、強く興味のあるものを見つめ続ける傾向がある。

　そして今、彼女の視線は僕の目だけではなく、口の方にも注がれていた。

　彼女は今、心の中で、僕とのキスを想像しているのかもしれない。

　この唇は、柔らかいのか、あたたかいのか、はたまたどんな感触なのか、そしてキスはどんな気持ちにしてくれるのか。

「付き合う前からキスなんて、ありえない！　絶対イヤよ！」

　アリエヌは駄々をこねる子どものように叫ぶ。

　言葉に常に本心があるとは限らない。本心があるとすれば、それは行動の中だけだ。★30

　僕の唇を見つめているということは、キスに興味を惹ひかれているということでもある。

　もしかすると、彼女にはキスの経験がないのかもしれない。

　いきなりの結婚要求ほど男を引かせるものはない。今まで彼女に求婚された男は『とりあえず友達から』『まずは恋愛から』なんて話をすることなく、逃げていた可能性がある。

　だからこそ今、初めてのキスを提案してきた僕に対して、ちょっとした好意と、そして大きな興味が生まれている可能性がある。

「それでも！　僕は君と、キスをしたい！」

「な……何言ってるのっ!?」

　アリエヌは真っ赤になり、火ほ照てった頬ほおを隠すように顔を両手で覆う。先程「結婚して！」と喚わめいていた彼女とは別人のようなしおらしさだ。僕の中に愛いとおしさがこみ上げる。

「それがもしかしたら、君を救うことにつながるかもしれないからだ！」

「ど、どういうこと!?」

　その会話に、魔ま人にん魚ぎよが割って入ってきた。

「はっ！　何イチャイチャやってんだい！　結婚するならともかく、キスだって!?　いるんだよそういう男が！　私のところにも何人来たことか！」

　どうでもいいトークに集中が途切れる。

「そう言えば思い出すわぁ！　最初に来た男はぁ！」

　聞いてない。聞きたくない！　だから僕はアリエヌに叫ぶ。

「アリエヌ！　あいつの言葉に耳を貸すな！　何度でも言う！　キスしたい！　君とキスしたいんだ！」

　どんな言葉でも、何度も言うことで、相手の心の中で信しん憑ぴよ性うせいは強くなっていく。★31とにかく一回であきらめず、繰り返していくことこそが大切なんだ。

　僕はそう思いながら、彼女に向かって近づく。

　ヒュン。

　間一髪のところで宙を舞うハサミを躱かわす。

「あっ」

　僕はアリエヌをじっと見つめる。

　一歩前へ進み出て、川ギリギリのところで立ち止どまった。

　そして彼女の唇に指を当てた。

　人は、感覚を体験すると、つい無意識にそれを実現させようと動く。★32

　そして今。彼女は唇に指を当てられることで、動きが止まっていた。拒絶はない。それどころか目がうるみ、僕の方を見つめている。口はほんのり開いていた。

　今だ。

「あり」

　彼女は何ごとかつぶやく。

　だけどその目は、決して僕からそらされることはなかった。

「えない」

　言い終えると同時に、僕は腰をかがめ、彼女の唇にキスをした。

「んっ」

　ほんのりと柔らかな感触。

　汚けがれを知らない唇は、清らかな川の源泉を思わせるみずみずしさだ。心の中で、その源泉はやがて大きな海につながっていく。そこを白魚たちが躍り跳ねる。












　その光景と同時に、前回と同じく、輝く光が僕の中に入ってくる感覚があった。

「──っ!!」

　彼女のスキル『水流』を奪ったのだ。そしてそれは、僕の体の中で激流のようにうごめき、新たなものへと変へん貌ぼうを遂げたのを感じる。

「よしっ」

　僕はアリエヌから唇を離した。

「あっ」

　彼女は切なげな顔をして僕の目を見つめる。

「あああん!?　結局キスまでしちゃってええ！　でも何であろうと、結婚できなかったのには変わりないよ！　この契約書にもあるように！」

　魔ま人にん魚ぎよが大きく契約書をこちらに見せびらかす。

「心しん太たさま!?」

　エルが僕に向かって、嫉しつ妬とと期待が混じったような目で叫んだ。

「心太くん!?」

　ハニーは純粋な嫉妬だけを宿した目だ。でも心の片隅で、これから何が起こるのか気になっているような雰囲気もある。

「大丈夫だエル！　ハニー！　そしてアリエヌ！」

　僕は彼女たちに言いながら、内側から湧わき上がる言葉をつぶやいた。

「キスキル！」

　そして詠唱を続ける。

「永遠に続く重き契約よ！　すべて我が心のままに破れよ！」

「な、何!?　何言ってるんだい!?」

　魔人魚が困惑する。

「スキル『水流』が変化し──スキル『水流し』！」

　その瞬間、僕の手から水が勢いよく放たれ、契約書に向かって飛んで行く。

「ちょっ!?」

　契約書はたちまち水を受ける。

「は!?　水でこの契約書を台無しにしようってことかい!?　甘いよ！　この紙は水ごときじゃ！　あ、ああああああぁっ!?」

　直後。契約書は散り散りになり、水の流れに乗ってぐんぐん押し流されていく。

「ああああっ!?　なななな、なぜ!?　な、何てことするんだい!?」

　魔人魚アーシランは叫ぶ。

「フッ！　でも残念だったね！　契約書には写しもあるんだよ！　ほらここに一枚」

　彼女はそう言いながら胸元を探る。

「ほぉら！　あ、あらあああっ!?」

　そこから出てきたのは、同じく散り散りになった紙だった。

「このスキル『水流し』は、契約書すべてを水に流せる。写しがどれだけあろうと、契約内容すべてを無に帰すことができるんだ！」

「く、くうううううっ！」

「そして今回の契約条項の主文は『一年後の日没までに結婚相手を見つけられないときは、尼になります』という部分。それが無効化された。ただ『女の慎みと引き替えに川で生きられることとスキル「水流」を得た』という部分は、すでに取り交わしが済んでいる部分のため、無効の対象とはならない！」

「くうっ！　じゃ、じゃあアタシは、この女の『女の慎み』なんていう、そもそも大したことでないモンのために、二つも交換してやったということ!?」

「そうなるな。だが、アリエヌがその二つを使いこなせていたとは思えない。その結果、何より望んでいた婚活は、うまく行かなかった」

「そ、それはその女の自業自得じゃないかい!?」

「確かにそうだ。しかし彼女が真に求めているものが結婚であり、そしてそのために交換してやったのなら、もう少しアドバイスをしてやっても良かったんじゃないか!?　もしそうしなかったのであれば、それは失敗を願っていたということになる。気持ちは分からないでもないが、アンフェアだったのではないか!?」

「くううっ！」

　強気な僕の言葉にアーシランは気け圧おされる。

「な、なんか。心しん太たくん、少し雰囲気が変わってない？」

　ハニーはエルの耳元で囁ささやく。

「そ、そうですね。キスキル発動中だけ、なんか大人びた雰囲気がありますよね」

「これってスキルの力なの？」

　ハニーの質問にエルは答える。

「それもあるかもしれませんけど、それ以上に、新たな女の子とキスできたことで、自信が湧わいていて、無敵モードが発生しているようなものなのでは？　男の人ってそういうところがあるんじゃないでしょうか？」

　確かに……そう言われると、そんな気がしてきた。

　しかし何だか、このモードもあまり長続きはしないような気がする。

　ものすごく体力と気力を喰くう感覚があるのだ。

「くううううっ！　こうなったらもう契約書なんて関係ないよ！　実力で！」

「やめておけ！」

　僕は残る気力を振り絞りつつ、さらに手をかざす。

「それ以上やるなら、あんたが持っている、すべての契約書を水に流そうか？」

「うぐっ！」

　その言葉にアーシランは、自分の衣服を見渡した。

　人は大切なものが危機に晒さらされると、ついそちらを見てしまう。これは本能であり、決して変えられない。

「フッ！　契約書を今この場でも持っているかどうかはただのハッタリだったが、確かに今持っているようだな！」

「うぐううっ！」

「であれば、またこのスキル『水流し』が使える！　さぁ、どうする!?　すべての契約書が散り散りになってしまっては、実力行使はできないだろう？」

「うううううっ！　覚えておいでええ！　『ジョーカーズ』を怒らせたら、後が怖いんだからねえええ！」

　アーシランはそう言いながら、バッツンバッツン水音を立てて、はるか海の方向に向かって泳いでいった。

「あ、ああっ！　あ、ありがとうございます！」

　アリエヌはうるんだ目で僕の方を見つめる。

　次の瞬間、僕は再び川の方へ身を乗り出し、彼女の唇にキスをしていた。

「な、何してるの、心しん太たくん!?」

　ハニーの声が響く。

　しかしこれはもう、本能的なものだった。

　これ以上このキスキルモードに入ったままスキルを抱えていると、気力と体力が限界を超えてしまう気がする。こうしてスキルを返すことで、元の自分に戻らないとダメだ。

　僕の中から、また力が抜けていく感覚がある。

　そしてそれは再びアリエヌの元に戻っていった。




　しばらくして唇を離すと、うっとりとした表情のアリエヌに気づく。

「本当に、ありがとう……」

「いえいえ、いいんですよ。お礼には及びません」

　僕に先んじてエルがにこやかに答える。

「お礼のかわりと言ってはなんですが、向こう岸まで運んでくださいませんか？　オールもないので、この小舟だけでは渡れませんので」

　エルの顔は穏やかであったが、断ることを許さないようなオーラが漂っていた。

　もしかすると、僕とキスをした女性に対する威圧もこめられているのかもしれない。

「あ、ええ。分かったわ」

　アリエヌは僕たちを小舟に乗せると、スキル『水流』で川の流れを動かして、そのまま向こう岸まで渡してくれた。

「ありがとうございます♪」

　僕たちは舟を下り、エルが代表してアリエヌにお礼を伝えた。

「じゃあ、先を目指しましょうか」

　そうして立ち去りかける僕たちに、アリエヌが声をかけた。

「も、もう遅いから、このまま先を進むのは危険じゃない？」

　確かに、すでにほとんど日は暮れかけていた。

「だから……ここで一晩だけ泊まっていったらいいんじゃないの？」

「は？　そんなこと言われても」

　ハニーが困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「この近く、宿屋なんてないよね？」

　川沿いには見渡すかぎり何もない。するとアリエヌはひらひらと手を振りながら言う。

「大丈夫！　わたくし、この場所なら、即席でテントを作れますわ！」

「即席でテント？」

「見ていてください。スキル『水流』！」

　するとみるみるうちに川の水が形を変えてドーム状になり、僕たちを包み込んだ。

「水のテント。悪くないでしょう？　ずっと集中してないと形を保てないけど、一晩くらいは大丈夫よ！」

　それを聞いて、ハニーが楽しそうに笑う。

「ちょ、ちょっと耐久性には問題がありそうだけど、でも面白いね！」

「そうですね。ありがとうございます。アリエヌさん」

　エルも穏やかな微笑ほほえみで、アリエヌに礼を言う。

「これくらい、お安い御用だわ！」

　アリエヌは嬉うれしそうに笑い、そしてなぜか急にモジモジしながら口を開いた。

「あ、あの。お願いがあるんですけど……わ、わたくしも連れていってくれませんか？」

「「「えええっ？」」」

　僕たちは揃そろって目を丸くする。

「だって。わたくしの初めてを捧ささげた方だから……」

　ハニーは大慌てでアリエヌと僕の間に飛び込む。

「初めてって！　キスだけでしょ、キスだけ！」

「……でも結婚式でも行われる、聖なる儀式でもあるし」

「そうだけど！　それとこれとは別でしょ!?」

「もちろん『結婚して』なんて言わないわ！　競争率が高そうだし……。わたくしの心をここまで射止めた方だから、たぶんすっごい恋愛経験豊富で色々なことをご存じなんだと思うの。そういう知識とかテクニックとか、おそばにいれば、学べるかなって……」

　ヤバい……僕は『超・心理学大全』の内容をそのまま実行しているだけで、異世界に来るまでキスの経験もなかったのに。

「お願い！　わたくしを連れていって！　わたくしの婚活のために、一肌脱いで！　いや二肌も三肌も四肌も！」

「全裸になるわそれ！　そ、そもそも君って、今は川の生き物なんだよね？　どうやって陸上をついてくるの？」

「それは大丈夫！　ピッチピチはねるわ！」

　そう言いながら、アリエヌは岸の上ではね出した。彼女の全身が初めて露あらわになる。確かに、腰から尾びれまでが見事に魚だ。

「ほら！　ピッチピチの女の子よ！」

「そういう意味じゃないでしょピッチピチって！　だいたいピッチピチの女はそういうダジャレ言わないから！」

　ハニーが冷めた顔をする。

「ま、まぁ。いいか。旅は仲間が多い方が楽しいし、心強いよな……？」

　僕の言葉にエルは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「そうですね、せっかくですし！　たくさんいた方が楽しいです！」

「やったぁ！　それでは早く行きましょう、ご主人」

　アリエヌが喜んで、さらにピチピチはね出した。あ、ホントに陸上大丈夫なんだ。

「ご主人!?　もしかして僕のことか？」

「ええ、もちろん。心しん太たさんはわたくしのご主人様ですもの」

　そう言うと、アリエヌはビッチビッチとはね始めた。

「ちょっとちょっとお!?　水がかかるってば！」

　水しぶきをよけながら、ハニーが迷惑そうに顔をしかめる。

「そもそも、この旅には陸上生物しかついて来ちゃダメなんだよ!?」

「えっ？　空中生物が何を言ってるの？」

「はぁぁぁ!?」

　ハニーとアリエヌが口論を始める。

　僕は彼女たちのやりとりを聞きながら、エルに言った。

「ちょっとだけ気になるんだけど」

「どうされましたか？」

「さっき。アーシランが、『ジョーカーズを怒らせたら、後が怖い』って言ってたけど、大丈夫かな？　魔王の軍隊とかが大勢で来たら、それはそれでかなり怖いんだけど」

　エルはそれを聞いて首を振った。

「いえ。どうせ使い捨て……もとい切り込み隊長ですから、『ジョーカーズ』もそんなに気にはしないと思います。ただの脅しです」

「そ、そうなのかな。だったらいいけど」

「たぶん」

「たぶんなの？」




　そんなことを話しているうちに、少しずつ夜は更けていく。

　僕は睡魔には勝てず、そのまま水のテントの中で眠りにつく。

　後日、それはただの脅しではなかったと判明するが、それはまだ先の話である。






★24　ダブル・バインド



　ダブル・バインドとは一言で言うと、『二択の質問を取りながら、ゴールは同じ方向に誘導される』質問方法だ。たとえば「催眠状態に入るなら、早い方がいいですか？　それともゆっくりがいいですか？」と治療者が聞く。すると患者はどちらかを答える。しかしどちらかを答えた時点で『催眠状態に入る』ということを、自ら受け入れたことになっているのだ。

　これを恋愛に応用するのなら、たとえば「和食が好き？　洋食が好き？」などの質問がある。どちらを答えたにしても『食事が好き』と認めることになる。その結果「あ、和食が好きなら、いいお店を知ってるんだけど、行こうよ」と言えば、答えた手前、少し断りづらくなる。





★25　ボッサードの法則



　たとえば近くに住んでいるとか、職場が一緒だとか。そんな風に生活エリアが『近い』ほど、恋愛はうまくいくとされている。それは顔を合わせるのに、そこまで労力がかからないからだ。人が、ついつい近くのファミレスで食事をしてしまうのに似ているかもしれない。逆に『遠距離恋愛』はうまくいきづらい。ただ会うだけで、たくさんの時間や労力がかかってしまうからだ。遠くのお店がどんなにおいしくても、行くのが大変だったら、いつの間にか足は遠のくだろう。何にせよたいていの出会いは『近場』にある。





★26　共感の落とし穴



『共感が重要』ということは先にまとめたが、実は共感には、一点だけ落とし穴がある。それこそが『身内のネガティブトーク』だ。それは無条件で肯定してはいけない。

　よくある例として「私の父親ってこんなダメでぇ」といった愚痴に対して、「本当にダメな父親だね」なんて言われたら、どんな人でもイラッとするだろう。相手の身内や大切なものに関しての『自虐』だけは、そのまま同意してはいけない。今回の『同種族の男』についても同じだ。

　もし同意するのなら、軽く「大変だね」「ハードだね」などと言いながら「でも、いいところもあるのでは？」などプラスのフォローになる質問を投げかけてあげることだ。





★27　男性の自由心理



　男の心の底には『自由に生きていたい』『何かを強制されたくない』という心理がある。故ゆえに女性から『結婚して』と繰り返されると『強制』になってしまい、多くの男は引いてしまうだろう。好意を示すくらいならいいが、あまりにプレッシャーをかけ続けると男は逃げたくなってしまうことがあるので注意するべきだ。

　もちろん女性相手には、多少の押しは必要だ。両方ともが慎んでいたら、永遠に恋愛は始まらないだろう。





★28　悩みの共有による親近効果



　お互いの悩みを告白し合うことで、さらに関係性は深まっていく。一方通行ではなく、お互いが話すことが、深い関係の構築には重要だ。

　もちろん自分がカウンセラーだとしたら、流石さすがに自分の悩みを告白するのは良いことではない。カウンセリングはカウンセラーの悩みを話す時間ではないからだ。しかしこのようなプライベートな関係であるなら、お互いが悩みを話すのは非常に有効だ。もちろん自分の悩みを話しすぎると相手は疲れてしまうが、それこそ最小限のエピソードであるなら、相手の心にも響くはずだ。それにより親近感が生まれれば、相手の気持ちもさらに動く。





★29　視線と好意の関係



　誰かを好きなら、その相手の顔を見続けるべきだ。キスを想像するなら、口を見続けることもある。もしもお互いに好意があるのなら、見つめ合うことになるだろう。実際にこんな実験がある。『面接を受ける』という設定で、面接を受ける人が『目をじっと見つめた』場合、『目をほとんどあわせなかった』場合に比べて、面接官の好感度がずっと上がったのだ。相手の目や顔を見るのは、人間関係において非常に重要なことなのだ。





★30　ボディ・ランゲージ



　人の言葉はいくらでも装えるが、表情や体の動きなどのボディ・ランゲージはなかなか装うことができない。たとえば女性は、どんなに相手を好きだと思っていても、男性から誘われたときに、決して「嬉うれしい！　いつでもＯＫ！」とは言わない。軽く見られることを恐れるからだ。それこそＯＫしたくても、「イヤ」を繰り返す女性も多々存在する。しかしどんな言葉を口にしようとも、結果的にＯＫしてくれるならば、彼女の本音はＹＥＳということだ。またあなたに冷たい言葉を繰り出す女性がいたとしても、結果的にあなたのそばによくいてくれるなら、本音は『あなたともっと親しくなりたい』ということだ。本音を見抜きたいのなら、相手の言葉だけを聞くのではなく、表情や行動を観察することを忘れないようにするべきだ。





★31　スリーパー効果



　どんな言葉でも、繰り返されることで、時間の経過と共に信しん憑ぴよ性うせいが高まることを『スリーパー効果』と呼ぶ。一回より二回、二回より三回と言うことが大切だ。そのためデートでは「好き」などの告白を、三回は言うことをお勧めする。一回目は「またまたぁ」なんて言われたとしても、二回目なら「そ、そう？」、三回目なら「う、うん」というように、どんどん信憑性は上がっていくはずだ。これはキスの要求でも同じだ。どんな言葉でも、何度も言ううちに、威力が上がっていく。





★32　体験と実現の関係性



　たとえば食べ物のニオイがすると、ついついそれを食べたくなってしまう。焼鳥屋の何よりの宣伝は、そのニオイのはずだ。そして『試食』なんてしたら、もう全部食べたくなってしかたなくなるはずだ。これはキスでも同じだ。もし相手とキスしたいのなら、そしていきなり唇を重ねるのが不安なら、まずは相手の唇を指で触ることだ。そうすれば相手は『目の前の相手の体に唇で触れる』という状況になる。それによりキスを擬似的に体験させることができる。その結果、相手の心はキスに傾いていく。もちろん唇に指で触れた瞬間に相手が拒絶するなら、それはキスもＮＧということだ。いきなりで犯罪になってしまう前に、確認と暗示の意味で覚えておくといいかもしれない。





◆第５・５章　エルとハニーとアリエヌの夜話




「エルちゃん、眠れないの？」

　眠そうな目をしたハニーが、水のテントから出て私のもとに飛んで来る。

「そうですね……。何だか目が冴さえてしまって」

　ハニーはその言葉に、不思議そうな表情を浮かべる。

「そっか。どうでもいいけど、『目が冴える』って語感はものすごくカッコいいけど、結局は『眠れない』って意味でめちゃくちゃ不健康だよね」

「本当にどうでもいい話をありがとうございます」

　その声を聞きつけたアリエヌが、やはりテントから出て私たちのもとにはねて来る。

「二人ともどうしたの？　寝ないの？」

「アリエヌ。あなたも寝ないのですか？」

「だってホラ、わたくしが寝たら、この『水流』で作ったテントが崩れて、中で寝てるご主人がビチョ濡ぬれになっちゃうじゃない」

　彼女は心しん太たさまが寝てるテントを指さす。水でできたテントだけに、中は透き通って見えている。風よけにはなるけど、プライバシーの保護にはまったく役立たないテントだ。

「え、だとしたらアリエヌは眠らないの？　それって大丈夫なの？」

　不思議そうに問いかけるハニーに、アリエヌは「フフン」と微笑ほほえむ。

「大丈夫ですわよ。だってわたくしって半分、魚だから！　魚って泳ぎながら寝たりもするから、睡眠が断片的でも問題ないの」

「そういうものなんだ……」

「で、エルさんは何をしていたの、ここで？」

「私ですか？　私は星を見ていました」

　私の言葉にアリエヌは空を見上げた。つられるように、ハニーも顔を上げる。

「確かに星が綺き麗れいね」

「私、昔から星を見るのが好きだったんです」

「昔から？」

「はい。何か大変なことがあっても、星を見ると気持ちが軽くなる気がするんです」

「確かにそういう面はあるかもしれないね」

　ハニーの返事にアリエヌも頷うなずく。

「わたくしも分かるわ。人魚は基本的に水の中にいるから星は見ないんだけど、かわりにヒトデを見て、気持ちを安らげたりするもの」

「えっ。それって安らぐの？　ヒトデって星のかわりになるの？」

「なるわ！　ヒトデにもサイズがあって、一等ヒトデ、二等ヒトデみたいになってるの」

「一等星や二等星みたいに!?」

「ヒトデの並びによって、星座みたいに『ヒトデ座』ができてたりするのよ」

「それっておかしくない!?　ヒトデってそんなに同じ位置で止まってるものなの!?　どれだけ発見しても、次の日には変わってそうじゃない!?」

「そうですわよ。人魚たちはヒトデの変化を見て、移り変わりやすい世の中を嘆くの」

「嘆くべきは、ヒトデを星のかわりに見てる人魚たちの存在じゃない!?」

「まぁでもこうして空を見上げると、確かに星って綺き麗れいで、気持ちが軽くなるわね。ヒトデとはまた違った輝きがあるわ」

　アリエヌは私の方を見ながら微笑ほほえむ。

「ま、まぁ、そうですね。そもそもヒトデが輝くかは分かりませんけど」

　私も一応は同意しながら、言葉を続ける。

「つらいことがあっても苦しいことがあっても。広い空を見ていると『こんなの小さなこと』だって思える気がして。心しん太たさまも『どうしようもない悩みを抱えて心がいっぱいになってしまったときは、それを根本的に解決しようとするより、ただ別のことに夢中になった方がずっといい★33』って話してました」

「色々と考えるよりも、確かにそっちの方がいいのかもしれないよね」

　ふんふんと首を縦に振って、ハニーが賛同してくれる。

「はい。どんな悩みも時間が解決してくれるって。もちろん自分で何とかしなきゃいけない部分は何とかしなきゃいけないですが、『悩んでもどうしようもない』ことに関しては、時には『考えない』のが最大の対策だったりもするんですって」

「分かる気がするなぁ。ハニーも悩んだときに、花を見て忘れることもあったりするし」

「それ、わたくしも！　悩んだときは、ヒトデを数えて忘れたりするもの」

「またヒトデ!?　どんだけヒトデ好きなの人魚!?」

「たまにヒトデが密集してる海域だと、数えられなくてイラッと来たりするけどもね」

「だからそこでヒトデにこだわる必要あんの!?」

　二人の会話を聞きながら、私はあらためて空を眺める。

「あっ！　流れ星！」

「えっ!?」

「どこ!?　わっ……！」

　空で星が白い軌跡を描く。ハニーが慌てたように手を合わせる。

「そうだ！　願い事！　えとえとえと！　『大量の花の蜜みつにまみれて暮らせますように』！　あと『心太くんがハニー無しでは生きられないくらい好きになってくれますように』！」

「よ、欲望一直線ね!?　わたくしは『とにかく十人以上の男から求婚されますように』！　あと『ご主人も私のことを好きでいてくれますように』！」

「どっちが欲望一直線なの!?　男が十人いるなら心しん太たくんまで求める必要ないでしょ!?」

「いいじゃないそれくらい！　十人も十一人も変わりないもの！　それに最終的にはご主人を選ぶから大丈夫なの！」

「そういう問題!?」

　二人の言い合いを聞きながら、私は静かに目を閉じる。

　私は、何を願うべきなのだろう？

『「エルフのブラ」を取り返せますように』？

『エルフの村を再興できますように』？

　確かにその願いも重要だと思う。

　でも今、心の中についつい浮かんでしまった願いがあった。

　テントの中で寝ている心太さまのことを見つめながら、思わずにいられない。




『今日という日が楽しいように、これからもずっと楽しく生活できますように』。




　それが叶かなうのかどうかは分からない。

　でも、たとえそれが叶わなくても。今この瞬間が楽しいということに、価値があるように思えた。

「さ、そろそろ寝ましょうか」

　私が言うと、アリエヌもテントを振り返って頷うなずく。

「ああ、そうね。わたくしは眠らないけど、戻りましょうか」

「そういえば、ハニーもそろそろ眠くなってきたかも」

　そう言って、ハニーがふわぁ～とあくびした。

「えぇ、じゃあみんなでテントに戻りましょう。心太さまが目を覚まして、さびしがるかもしれませんもの」

　私たちは、再びテントに入り、そのまま休んだ。

　心太さまは安らかな表情で眠っている。それを見ると、私の気持ちも安らかになった。

　数分後、アリエヌも寝てしまったことでテントが崩れたが、少なくともそれまでは。






★33　シロクマの実験



「シロクマのことだけは考えてはいけない」と言われると、人はシロクマのことしか考えられなくなる。心というのは、スイッチが入ったままの掃除機のようなものだ。常に何かを吸い込もうとしており、『あることだけを絶対に考えない』なんてのは不可能だ。

　よって悩みに心を支配されない一番の方法は『意識をそらすこと』だ。たとえば過去のことを思い出してイライラしてしまったときは、『体を動かす』とか『仕事や勉強に夢中になる』など、気持ちをそらし、他のもので心を占めてしまうことが最重要だ。新しいことをやっているうちに、過去の悩みの面積はどんどん小さくなっていく。





◆第６章　盗賊の砦とりで




「お前の大切な息子は預かった！」

「か、返してえええっ！」

「フフフ！　返してほしければ、敗北を認めろ！」

「ひ、卑劣な！」




　僕が昔読んだ本にあった対決シーンはこんな感じだった。

　思い出すだけで胸が熱くなる場面だ。

　しかし、今。




「お前の大切な下着は預かった！」

「か、返してえええっ！」

「フフフ！　返してほしければ、変態を認めろ！」

「ひ、卑ひ猥わいな！」




　こんなやりとりが行われていることに、驚きと切なさと悲しみが隠せない。

　この悲惨な状況に、思わず目頭が熱くなる。

　どうしてこうなってしまったかを、僕はあらためて思い返した──




　川辺での一泊後、僕たちは目的地の間近に迫っていた。

「ついにたどりつきました。盗賊団『シタギーズ』の砦とりでの麓ふもとまで」

　微かすかに気持ちを昂たかぶらせた様子のエルが言った。

「何度も確認するようで悪いんだけど。確かにあそこで良いいんだよね？」

「その通りです！　あの煙をご見れば一目瞭りよ然うぜんです！」

　エルが指さす方向を見る。

　丘の上の砦から、大きな女性もののパンツ形の煙が立ち上っていた。

「ブラじゃないときもあるんだ」

「そうですね。日によって違うようです。ブラジャーとパンツとストッキングのランダムローテーションみたいですね」

「ストッキングの日が一番マシだね」

　砦には万国旗のようなものが飾ってあった。何だろう。下着は万国共通というメッセージなんだろうか。僕はそんなことを考えながら、三人とゆっくり丘を登っていく。

　アリエヌはビッチビチとはねて、僕たちの歩く道をついてきた。

「意外にたくましいね」

「えぇ。盗賊団の中に、すごいイケメンのムコ候補がいるかもしれないじゃない？」

「婚活的な意味でもたくましいね」

「当然かしら」

「そもそも下着専門の盗賊団であっても、婚活の対象になりえるわけ？」

「もちろんよ。下着フェチくらいは目をつぶるわ」

「心広すぎるな」

「下着を頭にかぶってても目をつぶるわ」

「それは間違いなく変態だよね！」




　道はとても険しく、方向感覚を失うこともあったが、頂上の砦から出るパンツ型の煙が目印になった。パンツに助けられている状況って、どうしようもなく微妙だと思う。

　そして遂ついに、目の前に盗賊の砦が現れる。ごつごつした岩を積み上げて作られた、いかにも怪しげな要よう塞さいだ。

　砦の周りには、大小さまざま、色とりどりの下着が飾ってあった。遠目に運動会の万国旗に見えていたものは、すべてブラとパンツだった。ヒモはストッキングだった。

「変態の集まりかここは？」

「否定はできません」

「本当にここが、目的の物の在あり処かで間違いないのか？」

「そうです。残念ながら」

　山の木々に隠れながら、僕たちはこっそりと砦とりでに近づく。

　砦の入り口には、大きなブラをかたどった扉があった。

「……なぜこの盗賊の砦は、ここまで徹底してるんだろう？」

「開けられそうですか、心しん太たさま？」

「どうだろう？」

　不安に思いながらも、とにかくその扉に触れ、そして力一杯押した。

「んんんっ！」

　しかし、いかに力をかけても、その扉が開くことはなかった。

「押してもダメなら、引いてみたら？」

「んんんんっ！」

　やはりダメだ。押しても引いても開かない。カギ穴のようなものもないし、カギがかかっているとは思えない。

「これは……魔法の扉かもしれませんね」

　エルが「むむむ」と唸うなるように言う。

「魔法の扉？」

「はい。何かは分かりませんが、魔法の力で閉じられている可能性があります！　となると開くためには、何かの呪じゆ文もんが必要かもしれません！」

「呪文！　それって『開けゴマ』とか？」

　僕はそう言いながら、ほんの少しの期待を込めて扉を見つめた。

　もちろんまったく開く気配はない。

「やっぱりダメか。こんな言葉で開くわけがないか」

　そのときだった。

　僕たちの背後から、がやがやと大勢の声が響く。

「えっ!?」

　僕たちは慌てて茂みに隠れる。

　声の方に目をやると、一人の女を先頭に、多くの男たちが彼女に従って歩いていた。

　全部で三十～四十人ほどはいるようだ。

「あれこそが！　下着専門の盗賊団『シタギーズ』です！」

　女に続いて歩く男たちは、それぞれ大きな袋をかついでいた。

「まさかとは思うけど。あの中身って」

「間違いなく下着ですね」

　最悪なサンタクロースだな……。

　僕たちの呆あきれ具合も知らず、盗賊たちは好き勝手に話をしている。

「あぁ疲れたなぁ……」「そう言うなって！　その分、収穫もいっぱいだからいいじゃねぇか」「まぁな。それに今日は華の金曜日だ！　近くの街に出て店でパーッとやろうぜ！」

　彼らは口々にこれからの予定を話す。この世界にも華金とかあるんだな。

「見てください、心しん太たさん！」

「ん!?」

　エルが指さすのは先頭を歩く女だ。

　長い銀髪を後ろで縛り、目つきが鋭い。白と黒を基調にした露出度の高い服の下では大きな胸元が主張していた。露あらわになった肌は日に焼けており、引き締まったお腹なかは健康的な色気を感じさせる。腰元には短剣をつけ、スキのない雰囲気を漂わせていた。

「あれが、『シタギーズ』の女首領、ヌスミです！」

「えっ？　首領が女なの？」

「はい。首領まで男で、全員が男の下着盗賊団だとしたら、完全な変態じゃないですか？」

「女がいても十分に変態だと思うんだけどな」

　遠目にヌスミを観察する。つり上がった目や口元など、気の強そうな雰囲気があるが、一つ一つの造作は整っている。盗賊には不釣り合いなほど美人ではあった。女首領と聞いたら、太ったおばさんのイメージなので意外だ。

「とにかく！　あの女首領がエルフのブラを奪った張本人なんです！　きっとこの中のどこに隠しているかだって知っているはずです！」

　エルが語気を強めた。僕たちはエルをなだめつつ、息を潜めて彼らの動向を注視する。

　砦とりでの扉の前に立つヌスミ。

「呪じゆ文もんを唱えて開けるつもりです」

「『開けゴマ』以外で、あのブラの形の扉が開くとすると、いったいそれは……」

　ヌスミは冷静な表情でこう言った。

「開けタニマ」

　ガララララッと扉が開いた。

　僕とエルは無言で顔を見合わせる。

「「……」」

「え、バカなの、この世界？」

「違います！　バカなのはこの団体だけです！」

「確かにブラといえば谷間だね!?　僕もそれは失念してたよ!?　僕もバカだねこれ!?」

「大丈夫です！　それが正常なんです！　お願い、こんなことで自分を責めないで……！」

　僕たちがそんなやりとりをしている間に、盗賊たちは一人ずつ中に入っていった。

「でもどうしましょう。あの呪じゆ文もんで砦とりでに入ったとしても、あれだけの人数がいたら」

「そうだな。すぐに捕まってしまうだろうな」

　アリエヌが会話に入り込んでくる。

「いい考えがあります！　あの人たちとわたくしが結婚すればいいんじゃない!?　そうすれば、流石さすがに見逃してくれると思うのだけど！」

「彼らいっぱいいるんだけど、キミはさっそく重婚しようって？」

「あぁっ！　気づかなかったわ！」

「婚活に盲目過ぎる！　何にせよ、彼らを倒すか気を引くような方法がないと……」

　僕たちは考え込むが、すぐに名案が浮かぶわけでもない。

　心理学的に、人はタイムリミットまでが短すぎると、あまり良い判断ができないとされている。★34とはいえ、この状況では何か作戦を考えなければいけないのだが。

「ハニーが『花の蜜みつ集め』で、またここまで花粉を飛ばすとか？」

「このあたりには花がないからダメだよ。遠くの花粉も、ここまでは飛ばないし」

「じゃあアリエヌが『水流』で、盗賊たちごと押し流してしまうとか」

「それもムリかしらね。このあたりには川や泉のような大量の水がないじゃない？　それに『水流』は、わたくしが触れている水しか操れないのよ」

「スキルも常に使えるわけじゃないんだなあ」

「じゃあ！　心しん太たくんの『キスキル』で、何とかしてみたら？」

　僕の他力本願っぷりにむっとしたのか、ハニーが鋭く言った。

「だ、誰とキスをするんだ？」

「あの盗賊たちの誰かとキスしたらいいんじゃないの!?　そしたら、あの門番のスキルを奪って、何かが起こるかもしれないよね!?」

「男とキスなんてイヤだ！　というか、この世界って人間でもスキルを持ってるのか？」

　エルたちはそれぞれエルフ、フェアリー、マーメイドだから魔法やスキルが使えると思っていたのだけど、種族は関係ないのだろうか。

「ええ。もちろん全員が、というわけではないのですが、人間の方でもスキルを持った方はいらっしゃいますね」

「そうなのか!?」

「はい。とはいえ数パーセントくらいでしょうか。そんなに簡単にスキルは身につくものではありません。たいてい、幼少期のつらい体験とか、行き場のない思考とか、もしくは激しい願望とか……。そういう何らかの強烈な感情を抱いた、ごく一部の人間が持つ傾向があるようですね」

「強烈な感情……」

「心太くんも、女の子のことが大好きだから、『キスキル』を持ったのは必然かもしれないよ？」

「は!?」

　ハニーの言葉に、エルも得心したかのように同意する。

「そう言えばそうですね。『キスキル』も誰にでも譲れるものではなく、受け手側にも素地を必要とすると聞いていましたし」

「じゃあ心しん太たくんは、変態の才能があるんだね！」

「いやいや！　キスの才能とか恋愛の才能とか言ってくれないか!?」

「とにかく人間のうち数パーセントがスキル持ちなので、１００人くらいとキスしたらきっと数人は何か持ってるんじゃないでしょうか」

「だから男とキスしたくないんだけども！」

「でも新たな世界に目覚めるかもよ？」

　悪いた戯ずらっぽくにやにやと笑うハニー。

「その世界には目覚めたくない！　それに苦労してキスして、彼らが何のスキルも持ってなかったら悲惨すぎない？」

「それならあの女首領とキスしたらどうかしら？　男所帯の女首領なのだから、きっとすごいスキル持ってたりするんじゃない？」

　アリエヌの言葉に僕はその情景をイメージした。

　キスするためには、まず話さなきゃいけないだろう。そうしたら……。

「うぷっ！」

「えっ？　どうされました、心太さま？」

「い、いや。う、うーん？」

　胃のあたりに生じる不快な感覚。これは吐き気だ。

「まさか心太さま？　あのヌスミで」

　エルが心配そうに僕に近寄る。

　そうだ。あの女首領は『人間』の女なんだ。

　そもそもエルにしてもハニーにしてもアリエヌにしても、みんな人間以外の種族だ。彼女たちとばかり話していたから、すっかり忘れていた。

「ど、どうかしたの？」

　アリエヌが気遣わしげに聞いてくる。

「じ、実は、以前心太さまが、自分は人間の女性と話そうとすると、吐き気がすると仰おつしやっていたのですが、それは本当だったのですね!?」

「「えええええっ!?」」

　ハニーとアリエヌの驚きよ愕うがくが重なる。

「意外に繊細……失礼、貧弱だったんだね、心太くん」

「『失礼』の後の表現の方が失礼だと思うんだけどもうぷっ！　うぐっ！」

　気遣うようなハニーの言葉に突っ込んでしまう間にも、どんどん気分が悪くなってくる。

「心しん太たさま!?」

　よろついた僕をエルが血相を変えて支えてくれる。だが──

「ん!?　何だ!?」

　エルの声に、盗賊団の一人が気づいたようだ。

「どうした？」

　ヌスミはそれに反応する。

「い、いや、あっちの茂みから、何だか人間の声のようなものがして」

「野生の動物なんじゃないか？」

「そう言われると、そんな気も……」

　そう盗賊達たちが言い合う。頼む。そうだ、動物だ。このまま気づかないでいてくれ……！

　その瞬間だった。

「クンクン？」

「どうされました、お頭？」

「ずいぶん、臭いねぇ」

　切れ長の目を一際鋭くし、鼻をひくつかせるヌスミ。

「えっ!?　あ、あっしらですかい？」

「お前らも確かに臭いんだけど。それ以上にニオうんだよ。その声がした茂みからね」

　そう言いながらヌスミは唇をペロッとなめる。盗賊たちは慌てて訊たずねる。

「な、何のニオイですかい!?」

「下着のニオイだよ！　新鮮な下着のニオイがねぇ！」

　プロの変態か!?

　さすが下着専門盗賊団の女首領、ワケの分からない方向に嗅覚が鋭敏だ。

「い、いけません！　気づかれました！　想像のナナメ上の方向から気づかれました！」

　うん。それは本当に同感だ。

「く、臭いですか!?　私たちの下着って、臭いですか!?」

　ブラジャーの臭いを確かめようと、エルが慌ててワンピースのゆったりした袖をめくり上げる。普段は隠されている脇の下の白く滑らかな肌がちらりとのぞいて、見ている僕の心臓が速くなった。

「ハニーも!?　ハニーも臭いの!?」

　ハニーも大騒ぎだ。

　そんな中、アリエヌだけは自信満々に豊満な胸を張る。

「わたくしがつけてるのは水着の胸部分だけだし！　下は魚だからはいてないし！　少なくとも私の下着じゃないわ！」

　いや、そこは誇るところじゃない。

「ていうか、心しん太たくんの下着じゃないの!?」

　その瞬間、女首領の声が響いた。

「新鮮な女性下着のニオイだよ！」

「ああああ！　やっぱり私たちなんですね!?　私たちのニオイが!?」

「いやああああ！」

　泣き叫ぶエルとハニー。

「いやいやいや！　あいつの嗅覚が異常なだけだって！　全然臭くないって！」

「ほ、本当ですか!?　ぜんぜんニオイませんか!?　絶対ですね!?」

「だからそんなこと確認してる場合じゃないって！」

　僕が必死にエルとハニーをなだめていたその時、

「お頭、見つけましたぜ!?」

　僕らはいつの間にか、盗賊たちに囲まれていた。

「うわあああ！」「きゃあああ！」「ギャーッ!?」「ああああん！」

　あっという間に手を後ろで縛られ、全員が捕まってしまった。

　敗因は、危機的状況よりも、下着のニオイを気にしたことだった。















　後ろ手に縛られた僕たちはヌスミの前に引き据えられた。紐ひもの縛りはとても固く、体はほとんど動かすことができない。

　ハニーは羽も縛られてしまい、飛ぶことができないようだ。

『シタギーズ』女首領のヌスミは、僕たちを見て怪け訝げんそうな表情をして言った。

「何だい？　人間にエルフに、フェアリーにマーメイドかい？　不思議な四人組だね？」

「こいつら、まさか我々の下着を奪いに来たんじゃないですかい？」

　うっ。まさにズバリだ。

　盗賊団から、物を盗ぬすみに来たなんて知れたら、どんな目に遭わされるか分からない。

「はっ？　そんなわけないじゃないか」

　だが、それに答えたのはヌスミだった。

「ど、どうしてですかい？」

「そんなの簡単だよ。下着なんて盗んだって、何の得もないじゃないか！」

　じゃあお前らは何やってんだ!?　僕は心底そうツッコミたくなった。

「ブ、ブラを！」

　エルが苦しそうに叫ぶ。

「んん？」

「『エルフのブラ』を返して！」

「あぁん？　……あぁ、このエルフ、もしかして、あのエルフの国のお姫さまかい？」

「そ、そうです！　私たちの家宝『エルフのブラ』を返してください！」

「フフン？　返せるわけがないじゃないか！　そんなんで素直に返してたら、盗賊なんて務まらないよ！　ていうか、あんた。捕まってるクセに態度が大きいねぇ？」

「うっ」

「Ｆカップのブラジャーよりも大きいねぇ？」

　なぜ下着でたとえる！　僕の心の中のツッコミが大きくなる。

「もう少し小さく、縮こまっていた方が、身のためだよ？」

「うううっ」

「Ｔバックよりも小さくねぇ！」

「だから何でたとえが下着ばっかりなんだよ！　うぷうっ！」

　思わず声に出してしまった。同時に吐き気が襲う。

　やっぱりダメだ。人間の女性が相手では会話ができない。

「何か言ったかい？　まぁ、アタシらは下着専門の盗賊団だからねぇ。たとえが下着になっちまうのはしょうがないのさ。寝ても覚めても下着のことばかり考えてるからね」

「へ、変態！」

　エルが悔しそうに言う。

「フフン。最高のほめ言葉だよ！　ちょっとキズつくけどねぇ！」

　ほめ言葉なのに一応はキズついちゃうのか。結構やせ我慢してないか。

「ちなみにさっきの話だけどねぇ。一般人が下着を盗ぬすんでもしょうがないけど、アタシたちは違うんだよ？」

「えっ？」

　エルがハッと目を見開く。

「これはビジネスなんだ」

「ビジネス？　下着を盗むことがですか？」

「その通り！　下着を盗みまくり、それをクライアントに売って回るんだよぉ！」

「クライアント。ヨコ文字にすると、ちょっとカッコいいですけど。結局は『下着を買う変態たち』ということですよね？」

　エルが辛しん辣らつに解説する。一片の容赦も無い。

「痛いところをズバズバ突いてくるねぇ」

　ヌスミはうっと胸を押さえる。本当はこいつ打たれ弱いのでは？

「……とにかく、下着を買い集めるマニアックな人間なんてのはいくらでもいるんだよ！　しかもやつらの欲しがる下着は多彩だからねぇ。人間に限定しても、様々な職種の女たちの下着！　女僧侶に女戦士に女魔法使いまで！」

「へ、変態！」

「もっとも、女賢者の下着はあまりに多すぎて価格崩壊しちゃってるけどねぇ」

　やっぱりそうなんだ。賢者の基準があれだけ緩ければ当然だろう。

「人間以外にも、アンタのようなエルフの下着はもちろん、そこにいるフェアリーやマーメイド、さらには様々な女モンスターの下着まで！　需要は無限にあるのさ！」

「ひいっ！」

　ハニーとアリエヌが悲鳴を上げる。

「さらにレアな下着も、世の中にはたくさん存在するからねぇ！　アンタのその『エルフのブラ』はもちろん、他にも巨人族の下着とかねぇ！」

「きょ、巨人族!?」

「そう！　一つのブラだけで、トランポリン遊びまでできるんだよ!?　おかげでトランポリンがほしい大金持ちに高く売れるのさ！」

　それは普通にトランポリン買え。

「『エルフのブラ』も同じさ！　好事家に高く買ってもらえるのさ!?」

「くうううっ！　し、心しん太たさまも、何か言ってやってください！」

「あ、あぁ！　お、おい！　う、うぷっ！」

　ダメだ。何か言おうとしても、明らかに人間の女性のヌスミには、言葉を発することができない。喋しやべろうとした瞬間に吐き気が迫ってくる。言葉よりも先に胃液が出そうだ。

「うぐぷっ！」

「心しん太たさま！」

「あはははっ！　なんだいこの人間は！　ロクな男じゃないねぇ！　ヨレヨレになったストッキングだって、もう少し使えるよ!?」

「だからなぜ、下着でばかり、たとえうぷぷっ！」

　やはり言葉にならない。すると盗賊の一人が会話に割り込んできた。

「で、お頭、どうします？　こいつらの下着を奪って放ほうり出しますかい？」

　さすが下着専門の盗賊団。下着にしか興味がないのか。

　するとヌスミは首を振った。

「いや。まだ下着から新鮮なニオイがしているからねぇ。それはまだ早いわねぇ！」

　どんな基準なんだ！

　エルとハニーが少しほっとしたような複雑な表情をしているが、そんな場合ではない。

「もう少しこのままでいてもらおうか！　洗脳してアタシらに忠実な盗賊団の一員にするのも悪くないねぇ！」

「洗脳!?」

　物騒な単語に背筋が寒くなる。

「よーし！　お前ら！　アレもって来い！」

　言われた男たちは「へーい！」と大声を上げて砦とりでの中に向かう。

「な、何!?　何が起こるの!?」

　ハニーが戸惑いの声を上げる。

「アンタたちにはプリズンに入ってもらうよ！」

「プ、プリズン？　牢ろう屋や!?」

　驚く僕に、ヌスミは余裕たっぷりの微笑を向ける。

「そう！　しかし！　普通のプリズンとはちょっと違うのさ！」

　僕たちの不安げな反応に、ヌスミは満足したような表情を浮かべる。

「ちょっ！　ま、待てっ！　うぷっ！」

「おやおや、吐き気が止とまらないみたいだねぇ！」

　僕が吐き気を堪こらえていると、砦の中から大きなガラス板が五枚運び出された。

　すべて正方形で一辺の長さは４メートルほど。盗賊たちは手際よく僕たちの四方、そしてその上、天井に当たる位置にガラスをハメこむ。

　あっという間に、四人ともガラス張りの箱に閉じ込められてしまった。

　まるで四角い金魚鉢のようだ。天井までが高く、ジャンプしても全く届かない。周囲の盗賊たちは、僕たちをニヤニヤした顔で見ている。酒を飲んだりタバコを吸ったり。まるで酒盛りの余興であるかのように眺めている。

「な、何だよここ！　出せ！　出せよ！」

　僕たちの必死な様子に、ヌスミはニヤリと笑う。

「フッ！　そう言われて出すとお思いかい？」

「思わないけども！」

「わ、分かってるじゃないか……！　このガラスは外から固定しているから、内側からは絶対に開かないわよぉ？」

　確かに見てみると、ガラスの隅が金具で固定されていた。外からなら簡単に外せそうだが、中から外すことはできなそうだ。

　エルは心配そうに僕に話しかける。

「この箱……密閉された虫カゴみたいなものですね」

「た、確かに。このままじゃ出られない」

　ヌスミは唇をペロリとなめる。

「くくくくっ。じゃあそろそろ、お楽しみの時間よお」

　何人かの盗賊たちが、パンパンに膨らんだ袋を持って、ガラスの箱の上に登ってきた。

　梯はし子ごのてっぺんに上り、真上から見下ろす形で、僕たちに下卑た笑いを投げかける。

「このガラスの箱の天井にはね、穴があるのさ」

「えっ？」

　目を凝らして見ると、確かに天井のガラスには50センチくらいの穴があった。

「この穴は、アンタたちを処刑するための穴なのさ！」

　その言葉に僕は凍り付いた。そして同時に、

「ほれっ！」

　盗賊のそんなかけ声と共に、穴から何かがドザザザザッと落ちてきた。

　アニメやテレビドラマなんかで、こういう牢ろう屋やで水責めをされるみたいなシーンがあるけど、まさかそれと同じ!?　僕たちの危機感は極限まで煽あおられる。

　でも結論から言うと、その心配はまったくのハズレだった。

　そういう意味ではラッキーではあった。

　しかし現実は僕の予想をはるかに超えてアンラッキーだった。

　ザザザザザッ！

　天井から落ちてくるものは勢いと量を増し、箱の中を埋め尽くしていく。それはたくさんの色とりどりの布のようだった。ってこれはまさか……。

「え？　何ですか、これ？」

　エルはそう言いながら、頭に降り落ちた一枚の布に目をやった。

　するとヌスミはさらに高笑いをあげ、

「あーっはっはっは！　言うまでもないわねぇ！　大量のブラジャーよ！」

　もうホント、こいつら徹底してる。すべてにおいて徹底してる。

「ブラジャーのプリズン！　略して『ブリズン』さぁ！」

　頭がおかしい。ネーミングが最悪だ。

　しかしネーミング以上に、この状況は恐ろしかった。

　落ちてくるブラ（たまにパンツやストッキング）が、あっという間に箱を埋め尽くしていく。足下から膝ひざ、腰、そして胸部までどんどんブラが積み上がっていく。

「いやああああっ！　何これー!?」

「ありえないわー！　いやいやいや！」

　ハニーもアリエヌも大騒ぎしている。

　それはそうだ。僕だって何が起こっているのかまったく分からない。

　それらを眺め、ヌスミはこれ以上楽しいことはないかのように高らかに笑う。

「しばらくそこに入っていれば、立派な下着マニアに洗脳されるだろうよ！　男だろうと女だろうとねぇ！　文字通り、ノーマルなアンタたちの処刑というわけさ！」

　最悪の処刑だ。

　心理学的には、人は『柔らかなもの★35』に接していると、相手の頼みを聞きやすくなるとされている。そういう意味で、この柔らかい下着まみれの状況は、洗脳方法として心理学的に間違っているとは言いがたい。このふわふわな感触が、僕たちを変態へ導く結果になるのか!?　心理学的には正しいが、なんか色々と間違ってる気がするのはナゼだ!?

「じゃあお前たち、あとは任せたよ！」

　ヌスミの言葉に盗賊たちは答える。

「へいっ！　お頭！」

「今度会うときが楽しみだねぇ……！　じゃあ、元気でねぇ……？」

　彼女はそう言いながら、砦とりでの奧に向かって悠々と歩いていった。

「ま、待てっ！」

　僕は慌てて叫ぶが、ヌスミが振り返ることはなかった。

「いやいやいやっ！　下着マニアになるなんて、そんなの絶対イヤーっ！」

「『イヤよイヤよも好きのうち』ってヤツだ！」

「これはホントのイヤなんだってば！」

「ホントにイヤなら、そのままブラジャーたちに埋もれて窒息死という手もあるぜ！」

「いやああ！　その死に様は、もっといやああああ！」

「どっちになるか、お楽しみだぜ！　ひゃっはっはっは！」

　半狂乱のハニーを見つつ、盗賊の男たちは高笑いしている。

「やだっ！　やだあああっ！」

　ハニーはもう涙目だった。気持ちはすごく分かる。男の自分だってイヤだ。

　でも積み上がる下着の山が高すぎて、僕もエルもアリエヌも、ほとんど顔しか出せない。

　ハニーも飛べない分、何とか下着から顔だけ出そうともがいている状態だ。

「出して！　出してぇぇぇ！」

「こ、困りましたね！　心しん太たさま！」

　エルも僕に向かって言う。

「心太さまは嬉うれしいかもしれませんが、私たちにとっては地獄です！」

「いや、僕にとっても地獄だから！」

「とにかくここから出なくてはなりませんが！　そもそもこのまま下着が落ちてきて、頭のてっぺんまで埋め尽くされたら、私は正気を保てるか分かりません！」

「僕もそう思うよ!?」

「そもそも彼らが言うように、窒息死してしまう可能性すらも！」

「う、うぐっ！」

　ハニーが苦しそうな顔を向ける。

「ちょっとおお！　こんなときこそ、心理学なんじゃないの!?」

「心理学にも限界がある！　そもそもブラジャーに対処できる心理学なんて聞いたことがないし、ブラジャーまみれで行われた心理学実験も存在しない！」

「肝心なときに役に立たないね心理学！」

「ムチャ言うな！」

「あぁっ！　最悪！　どうしてハニーはこうなの！　ブラじゃなくて花に囲まれて死ぬって決めてるのに～！」

「わたくしもイヤァァァ！　こんなひどい目に遭うことになるのなら、あのまま海にいるべきだったわぁ！　ブラの海なんてシャレにもならないわよぉ！」

　泣き叫ぶ二人。僕も頭がどうにかなりそうだ。もはや冷静な判断すら難しい。

「そ、そうだ！」

　だがそのとき、ある心理学知識を思い出した。あまりの状況に気持ちが落ち込んだときは『でも＋事実』で反論すると、気持ちがリラックスするとされている。★36

　僕はハニーたちに向かって大声を上げる。

「確かに今は最悪の事態だ！　でも！　殺されたわけじゃない！」

「えっ!?」

「つらい！　苦しい！　でも！　まだ変態になったわけじゃない！」

「心太くん…？」

「ブラに埋もれるなんて最悪だろう！　でも！　まだ終わったわけじゃない！　冷静になって協力しさえすればなんとかなるかもしれない！」

「そ、そういえば、確かに死んだわけじゃないし、まだ終わったわけじゃないね」

「確かに、こんな有様だからといって、すべてをあきらめる必要はないかもしれないわ」

　ハニーとアリエヌは少しだけ落ち着きを取り戻す。それを見て、僕自身も少しだけ安らいだ気持ちになる。よし。これだけでも変わるキッカケになるはずだ。

「な、何だか急に落ち着きはじめたな……？」

　盗賊が訝いぶかしがる。

　よし！　あきらめなければ道はきっと開ける！　突破口を探すんだ！　盗賊は男だが、それでも『九割話を聞いて受け入れ、一割だけ積極的に好意をアピールする』という口説きの法則は通じるはずだ！　たぶん。しかし……何て言えばいいんだ!?

「くそっ！　どれだけ時間がかかっても、決して下着マニアになんかならない！　心を強く持て！　強く持つんだ！」

　そんな強がりに対して、盗賊は少しげんなりした表情になる。

「粘られたら面倒だな。本当は今いま頃ごろ、もっと楽しかったはずなのに……」

　僕は思わず相手の言葉を繰り返した。

「『もっと楽しかった』？　どういうことだ!?」

　そして彼らとの会話を深めていく。

「あ？　お前たちが忍びこんで来なかったら、今頃は綺き麗れいなお姉ちゃんがいっぱいいる酒場に行けてたんだよ！　この時間はな！」

「そうそう！」

　他の盗賊たちも相あい槌づちを打つ。なるほど……本来は飲みに行っていた時間だったのか。

「でも俺、あの酒場の姉ちゃんたちの下着まで盗ぬすんできたから、どうにも顔を出しづらくてなあ」「いやいや、絶対に俺たちの仕業だってバレてねぇって！　行くのが楽しみだぜ！」「お前、ホント女に目がねぇな！」「お前もだろ！　ただなぁ、姉ちゃんたちに俺たちの仕事聞かれると困るけどな」「確かに！　あ、でも俺、モテるために、『女性ファッションの仕入れをしております』とか言ってるぜ！」「何だそれ、ズリィ！　俺も言う！」

　下着専門の盗賊団のクセに、そういうところ気にするんだ。

「いや、でも待てよ……？」

　この近くに酒場があり、そしてそこで働く女性たちがいる。さらに彼女たちの下着もここにあるのか……？

　僕の中に、ちょっとした考えが浮かぶ。

　いや、しかしそれをどのように実行していいのか分からない。

「何か方法はあるはずだよ！　みんなで考えれば、きっと何か思いつくはずだよ！」

　少し前向きになったハニーの言葉に僕も同意する。

「そうだ。『三人寄れば文殊の知恵』という言葉だってある。一言で言うなら、『三人集まれば賢い知恵が浮かぶ』という意味だ！」

　聞き慣れない表現に一瞬小首を傾かしげ、そしてハニーは勢いづいたように言う。

「だから、ハニー以外のみんなで考えれば、方法は思いつくはずだよ!?」

「自分は数に入れてないのか!?」

　思わずツッコんだ僕に対して、エルがハッとした表情をした。

「そうでした！　実はキスキルには、まだ続きがあります！」

「続き!?」

「一対一のキスの先に、もう一つ！　あるんです！　それこそが！　もぐっ!?」

　その先を言いかけたエルにさらに下着が降り注いだ。色とりどりのブラジャーが彼女の顔を埋め尽くした。

「何!?　その続きは!?」

「んーっ！　んんんーっ！」

　僕の質問に答えようとするが、エルの声はほとんど意味をなさなかった。ギリギリ鼻は出せているため、呼吸はできているようだったが、完全に埋もれるのも時間の問題だ。

　僕は彼女よりも背が高いため、ブラジャーはまだ首くらいまでの高さだ。

「このままの勢いでブラジャーが降ってきたら、ハニーたちだって埋まっちゃうよ!?」

「ご主人！」

　ハニーとアリエヌの眼まな差ざしが僕に救いを求めている。

「ほらっ！　さらに追加してやるぜ！」

　上から盗賊たちの声が聞こえる。

　何だ!?　さっきエルは何て言おうとしたんだ!?　キスキルに続きがある!?　そして三人寄れば文殊の知恵!?　三人!?　三人!?　──まさか！

「ん!?　どうしたの!?」

「何か思い付いたの!?」

　僕は吸い寄せられるように二人に向かっていた。

「二人とも！　もう一度！　キスしてくれないか!?」

「「は!?」」

「とにかく時間がない！　二人とも、僕の方に来てくれ！」

「う、うん!?」

「ええ、よく分からないけど！」

　ハニーとアリエヌは、ブラジャーの海を泳ぎながら僕に近づいてくる。

　そして僕は二人の唇を観察する。彼女たちと僕の距離が少しずつ詰まり──

「──ここだっ！」

　僕の唇が彼女たちの唇を捉える。

　それも、二人同時に。

「んんっ!?」

「んむむっ!?」

　そう。たった今、僕は二人と同時にキスをしたのだ。

　三人の唇が、一点で接している。

　その瞬間、唇から光が放たれる。今までのキスの１・５倍ほど強く輝いていた。二人分が三人分になったのだから、当然かもしれない。

「んんんんっー！」

「ううんんっっ！」

　ハニーとアリエヌは、あまりの事態に意味のある言葉を発することができない。唇を塞ふさがれているから当然なのかもしれないが、混乱しているような表情で僕を見つめている。

　しかし次第に、三人で唇を重ねることを受け入れていくように、ゆっくりと落ち着きを取り戻していく。接した唇から放たれた光は、僕たちを安らがせるようだ。

　そのままでいると、光が僕の体の中に流れこんでくる感覚を覚えた。

　二つの川の流れが一つの大河になったような。それでいて、それぞれの水が別の何かになったような、そんな不思議なイメージだった。












「あぁん!?　お前ら、その状況で何やってんだ!?」

　盗賊たちが叫ぶ。

「うらやまし……いや、けしからん！　お前ら、今の状況が分かってんのか!?　下着まみれで頭おかしくなっちまったか!?　いや確かにおかしくなるとは思うけども！」

　そんな罵ば倒とうもほとんど頭に届かない。

　僕は自分の体の中に流れる感覚に集中するので精一杯だった。

　そして。

「──もう！　大丈夫だ！」

　二人の唇から、僕はぱっと口を離した。

「あっ！」

「ぅあんっ！」

　二人は恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「ショーは終わったかー!?」「ほれほれ、さらに下着が追加されるぞー!?」

　騒ぎ続ける盗賊たちを向いて、僕はこうつぶやく。

「キスキル！」

　突然の声に盗賊たちの間に戸惑いが広がっていく。僕は言葉を続ける。

「夜の闇やみの中、水のごとく酒を浴び、きらびやかな光を身にまとう女たちよ！　集え、我が元に！」

「な、何言ってるんだ!?」

「スキル『花の蜜みつ集め』と『水流』をあわせ──変化させ！」

　盗賊たちは息を呑のみ、たじろいでいる。

「スキル『華金のお水集め』!!」

「な、何いいいッ!?」

　盗賊たちに動揺が走る。だが、

「はぁ？　な、何も起こらないじゃねぇか!?」「驚かせやがって！」

　何も起こらないことにホッとしたのか、がやがやと軽口を叩たたき始めた。

　その次の瞬間だった。

「キャ────！！！！」

　砦とりでの麓ふもとから大音量の黄色い声が響き始めた。

「な、何だぁ!?」

　慌てる盗賊たち。しかしさらに、甲高い声が大きさを増していく。

「あらー！　こんにちはー！」「あああんっ！　たくさんのいい男ー！」「素敵ィ！　今日はぜんぜんお客さまが来なかったのぉ！　みんなここに集まってたのねぇ！」

　そんな声と共に集まったのは、キラキラなドレスを身につけた夜の女たちだった。

「ちょ、ちょまっ!?」

　盗賊たちは、あまりの出来事に、状況を理解しきれていないようだった。当然だ。逆の立場だったら間違いなく自分も理解できない。

「ねぇ、私のこと、嫌い？」「い、いや、嫌いじゃないけど」「こんなにセクシーなカッコした女は、嫌い？」「そ、それはもう！　嫌いじゃないというより、好きだけど！」「耳にかける吐息も！　優しく首筋に触れる指先も！　お・キ・ラ・イ？」「あっ！　ああんっ！　それは！　嫌いじゃないけど！　好きだけど！　ていうかもうぅ、大好きだけどもぉ！」「じゃあもう、いいんじゃないのぉぉ!?」

　集まった女たちは、軽く盗賊たち以上の人数がいた。

「フッ！　スキル『華金のお水集め』により、華金こと華の金曜日で気持ちも盛り上がった水商売の女たちが集った！　果たしてその勢いに勝つことはできるかな!?」

「ち、ちくしょう……！　こ、こんなの……」

「こんなの、何なのぉ？　ほらほら、さわさわさわっ……！」

　女たちは次々と盗賊たちにソフトタッチ攻撃を繰り広げる。

「うはぁぁぁん！」

　もうそこからはもう多勢に無勢だった。その場にいたすべての盗賊たちは、女たちの色香によってメロメロに陥落されていった。

「ぶはっ！　心しん太たさま！」

　エルが何とかブラジャーから顔を出す。

「私のメッセージが！　伝わったのですね!?」

「あぁ！　二人と同時にキスすることになるとは思わなかったがな！」

「いつも思いますけど……心太さま、キスキル発動直後は人格が変わりますよね？」

「そうか？」

　ハニーが口を挟む。

「ていうか経験がないから、キスしただけで、もう天下を取ったくらいの自信を持っちゃうんじゃないの？」

「うくっ！　そ、そうかも!?」

「ところでわたくしたちはどうやってここから脱出すればいいの？」

　アリエヌの言葉に、僕は自信に満ちた笑みを浮かべてみせる。

「心配ない。それもこの女たちが解決してくれるはずさ！　ほら！」

　僕はガラスをコンコンと叩たたき、自分たちの存在を女たちに伝えた。

「あらっ？　あれは？　何であんなにブラジャーがあるの？」「あ──っ！　ていうかあれ、私のブラじゃない!?」「ホ、ホントだ！　私のブラも！　なくしたと思ってたのに！」

　女性たちは僕たちのガラスに押し寄せる。そうだ！　そのまま、ガラスを固定している器具を外してくれれば！

「キャアアア！」

「えっ」

　正直、女たちのパワーを甘く見ていた。

　女たちは、すさまじい勢いでガラスをガタガタ揺らす。

「どうやって開けんの!?　これ!?」

「い、いや、金具がそこに」

　僕は慌てて叫ぶが、彼女たちの耳に届かない。せっかく吐き気を堪こらえたのに。

「開けてー！」

　もう聞いちゃいない。女たちはさらにガラスに力を込めた。

「あっ！」

　ガラスに小さなヒビが入る。それに気づいた瞬間だった。

　バリリン！

　そんな音を立てて、ガラスが一気に割れてしまった。女たちは勢いのまま、下着に押し寄せ、そしてそれぞれが下着を手に取った。

「これ、私のー！」「いやそれあなたのじゃないでしょ!?」「私のよ！　だって高そうだし！」

　女たちは大興奮で下着を取り漁あさっている。日本の正月のバーゲンセールを思い出した。

「心しん太たさま!?　今のうちに、急いで出ましょう！」

　エルの声に我に返る。僕は落ちていたガラス片で拘束を切り、下着を奪い合う女たちとあふれる下着から、アリエヌの手とハニーの体をつかんで走り出た。

　二人はまだ軽くボーッとしているようだ。

　やがて、砦とりでから十分に距離を取った僕は、一度深呼吸してエルに笑いかける。

「フッ。予想通りだったな」

「いえ本当にここまでのこと、予想してましたか？」

　胡う散さん臭くさそうに見つめるエルの視線をいなし、

「とにかく、このスキルをまた発動させてしまったら、今度は僕たちが踏まれて死んでしまうかもしれない。とりあえず返しておこう」

　ハニーとアリエヌを強引に引き寄せると、先ほどのようにまた三人でキスをした。今までスキルを返したときと同じように、僕の中から力が抜け出ていくような感覚があった。

　すると、ハニーもアリエヌも我に返る。

「こんなの、はじめてなの」

「わたくしも……」

「そ、そうだね。僕もだよ」

　ちょっとした気まずさでうまい言葉が出てこない。

「ま、またいつか、したいですわね」

「そ、そうだね！」

　アリエヌとハニーは潤んだ目で僕を見て、そしてお互いを見つめ合う。

　何だこれ。僕とのことはもちろんだが、女性同士のキスによって、新たな世界を開いてしまったんじゃないか……。

「なんだかただならぬ雰囲気を感じますけれども。とにかく今のうちに急ぎましょう！」

　エルが空気を切り替えるように言う。ちょっと引き気味な表情である。

　僕たちは盗賊たちを遠目に観察する。彼らは皆骨抜きになっており、僕たちを止めることができそうな者は一人もいなかった。

　このチャンスを逃さず、僕たちは大急ぎで砦とりでの入り口に戻る。

「あの。合い言葉ですよね？」「そ、そうだね」「どうか言ってくださいませんか？」「いや、エルが言えば？」「私はちょっと。ハニーさん」「ハニーはそんな栄誉は……。アリエヌが言えば？」「わ、わたくしにはそんな大役は」

　みんな、必死に譲り合っている。

　そりゃそうだ。分かってる。やっぱりみんな言いたくないんだよね。

「開け、タニマ！」

　僕はしかたなく口にした。

　ゴゴゴゴゴゴ。

　重々しい音を立てて扉が開き、エルはほっとしたように微笑ほほえんだ。

「良かったです。この短時間に合い言葉が変わってなくて」

「そうだね『開けパンツ』とかに変わっていたりしなくて、本当に良かったね」

　僕たちは切ない顔で見合った。

「さ、さぁ！　とにかく中に乗り込みましょう！」




　砦の中の長い廊下の壁には、大小様々彩り豊かな下着の数々が飾られていた。

「この装飾は最悪だな」

　壁は蝋ろう燭そくの灯あかりで照らされるのみだった。非常に暗く足下もおぼつかない。

「なんでこんなに暗いんだろう」

　僕は疑問を思わず口にする。

「たぶん。侵入者を攪かく乱らんするためではないでしょうか？」

「なるほど！　ちゃんと考えられているんだね」

　そう言った瞬間、壁にこんな張り紙を見つけた。

『下着のセクシーさを増すために暗くしておりますが、暗くて見えない方は蝋燭を多めに灯ともしてください』

「……」

　僕たち全員が無言になる。

「徹底してるな、この砦とりで」

「そうですね」

　僕たちはもう考えるのをやめ、ただひたすら砦の中を突き進んだ。




　でも、そのときの僕たちは、まだヌスミを甘くみていたことに気づいていなかった。






★34　タイムリミットによる思考影響



　タイムリミットが短すぎると、正常な判断がしづらくなるという実験結果がある。もちろん長時間に亘わたって考えたからいいというわけではないが、短すぎるのも問題なのだ。よって自分に有利な判断をさせたいと思うのなら、相手に『急ぎの決断を迫る』のが有効だ。逆に相手から、同じく『急ぎの決断』を迫られたら『少し待って』などと、インターバルをはさむことが大切だ。





★35　ソファの心理実験



　ソファに座った状態と、固いイスに座った状態では、前者の方が、相手への心の歩み寄りが大きくなるという実験結果がある。そのため誰かと交渉する際は、なるべくソファやクッションのあるところに座った方がいい。





★36　事実反論法



　気持ちが落ち込んだときは『でも＋事実』で反論することが重要だとされている。これは色々な場面で使える。

『俺おれは勉強ができない！』と思ったら、『でも、過去に試験でいい点を取ったこともあったじゃないか！』と。

『私は何度告白してもフラれる！』と考えたら、『でも、告白にＯＫをもらったこともあった！』と。

　人が悩むのは、悪いことばかりを思い出しているからだ。でもそれは、いいこともあったということを忘れているだけで、意図的に思い出してみることが何より重要だ。





◆第７章　下着を賭かけた戦い




　最初に叫び声を上げたのは、ハニーだった。

「なんかスースーする!!」

　僕たちは今、微かすかな蝋ろう燭そくの灯あかりを頼りに、『シタギーズ』の砦とりでの廊下を進んでいた。

「どうしたんですか、ハニーさん？」

　振り返ってエルが言う。ハニーはそーっと自分のスカートを確認していた。

「……」

　重い沈黙が落ちる。そして──

「いやああああ！」

　ハニーは叫びながら飛ぶのをやめ、地面に降りてへたり込んだ。

「ど、どうした？　何でいきなり降りたんだ？」

「飛んでられるわけないでしょお!?　だって、だって！」

　そう言うと、ハニーは頬を赤らめて口をつぐんだ。

「だって？」

　僕が続きを促すと、恥ずかしそうに視線を彷徨さまよわせ、自や棄けになったように口を開く。

「下着が消えたのおおおお！」

「は!?　そ、それってまさか」

「スカートの下、何もはいてないのおおお！」

　ハニーの絶叫が木霊こだました。彼女の服はレオタードのようにぴっちり密着している。ぱっと見分からないが、その中に穿はいていた下着が消えたということか!?

「え、ハニーさんノーパンじゃなかったんですか？」

「はいてたわよぉぉぉ！」

　エルの言葉にハニーが声を張り上げる。エル、何気にひどいんだよなぁ……

「どうしてそんなことに……。どこかに落としたんですか？」

「そんなわけないでしょおお!?　一体どこの世界に、飛びながら下着を落とすフェアリーがいるのよ!?　ただの変態じゃないのおお!?」

　エルの追い打ちにハニーは大泣きしながら答える。

「そ、そんなこと言われましても。あひっ！」

　次に叫んだのはエルだった。

「ど、どうした？」

「い、いえ、その！」

　エルは自らの豊満な胸に手を当て、なにやらモジモジしている。

「わ、私の。い、今つけているアレが」

「アレ？」

「な、なくなったんです」

　彼女は手を服の胸元に当てて、真っ赤な顔をしている。

　……まさか。

「今つけてるブラが？」

「い、言わないでください！」

「えっ、ブラを落としたの？」

「そ、そんなわけないじゃないですか!?　どうしたらブラだけ落とせるんですか!?」

　それはそうだ。というか、何なんだこの状況は。

　明らかにおかしい。突然に身に着けている下着がなくなるなんてありえるのか!?

「大丈夫？　二人とも」

　アリエヌが心配そうに言う。彼女も胸にブラのような水着をつけているはずだ。

　ハニーは下がなくなり、エルはブラがなくなった。アリエヌは下半身が魚のため、身につけているのはその水着一枚だ。必然、これも同じようになくなってしまう？

「ちょっ!?　な、何を見てますの!?」

　僕の視線に気づいたアリエヌが守るように胸に手を当てる。

「いや。それは大丈夫なのかなって、心配してるんだけど」

「本気で心配してる!?　何か期待してるんじゃない!?」

「そ、そんなことはないよ？」

「結婚してくれるなら、こんなのいくらでも見せてあげるわよ？」

　遊び心の対価が重い……。でも不思議なことに、アリエヌの水着はそのままだった。

「なぜだろう。どうしてアリエヌは無事なんだ？」

「わ、わかりません……。なぜでしょう？」

　そわそわと落ち着かない様子のエル。元から結構露出してたから気にならないのではとも思ったけれど、何か感覚が違うのだろうか。女装未経験の僕には分からない。

　しかし死ぬほど意味不明な状況である。何かとてつもなく恐ろしく、そしてくだらないことが起こっているのだけは確かだろう。

「とにかく先を急ごう！」

「は、はい。でも」

　エルはもじもじして走りにくそうだ。ハニーも何とか飛ぼうとするが、普段の速度と光度には遠く及ばない。スカートを押さえてゆっくりと低空飛行しかできないようだった。

　そのまま廊下を少し進むと、突き当たりに大きな階段が見えた。

　急ぎそちらに向かうと、アリエヌもはねながら後をついてくる。

「急ごう！　下着がないくらい何だ！　気合いで無視すればいい！」

「き、気合いで……ですか？」「ムリだよ～っ！」

　顔を真っ赤にした二人が嘆きながらなんとか追い掛けてくる。

「絶対先に登ってよ!?　絶対だからね!?」

　ハニーの必死な声を背中で聞きながら階段を上りきると、目の前に星空が広がった。

　そこは砦とりでの屋上だった。

「あのブリズンをどうやって抜け出たのかは分からないが。ここまで来られたのはほめてあげようじゃないか！」

　声に釣られて焦点が合う。ヌスミだ。彼女は不気味な笑いを浮かべている。

　続いて後ろから三人が順に上ってきた。

「あ、あなた！　私たちに、何をしたんですか!?」

　エルの糾弾にヌスミはさらに不敵な表情を見せる。

「さあてねぇ。あんたたちが、突然に下着をなくしちゃったんじゃないかい？」

「はぁ!?　そ、そんなワケないじゃないですか！」

「ほーんと、変態だよねぇ！　あんたたち！」

「何を！　心しん太たさま！　心太さまも、何か言ってやってくださ……」

「うぷっ！」

「心太さま!?」

　先ほどの感覚が再び湧わき上がった。言うまでもない。例の吐き気だ。人間の女性と話そうとすると出てくる、どうしようもない吐き気だ。

「う、うぐっ！　うぷぷっ！」

「心しん太たさま！」

　苦しげに口を押さえる僕を見て、ヌスミはひどく楽しそうに高笑いする。

「はははっ！　そういや、さっきの情けない男もまだいたんだねぇ！　ご病気なら、おうちでママのブラでもしゃぶってればいいんじゃないかい？」

　ママのブラをしゃぶってどうする！　そんなツッコミすらも言う気力が出ない。

　僕の体が彼女と話すことを明確に拒絶していた。

「ちょ、ちょっと！　今までいつも、心太くんがいたから、何とかなってたよね？　これって結構やばいんじゃない!?」

　スカートを押さえながらハニーが慌てる。

「確かに私たちだけというのは……。それに、グズグズしていたら、さっきの男たちもこっちに来るかもしれません……！」

　エルも焦燥の色を濃くする。

「魔法使えるんでしょ？　心太くんの体調を回復させる魔法とかないの!?」

「そ、そんなこと！　私は回復魔法を使えませんし！　そもそも、全然自慢じゃないですけど、私の魔法は本当にどうでもいいものばかりなんです！」

「本当に自慢じゃないねそれ!?」

「でも。あきらめたらダメ、ですよね。私の魔法で何とかなることがあれば」

　エルは僕にちらりと目をやり、必死に打開策を考えているようだ。

「そうです！　バストサイズを判明させる魔法なら！　……ここであの女首領のバストサイズ判明させて、何の役に立つと言うのかしら……。しかも一分かかるし……！」

　エルはひたすらブツブツとつぶやく。

「お前たち……何言ってるんだい？」

　ヌスミが怪け訝げんな表情を浮かべている。

　吐き気に苦しみながらも、僕はエルの魔法を思い出す。瞬間、アイディアが閃ひらめいた！

　それと同時、エルもハッと顔を上げる。

「あ、そうでした！　あれなら！」

　そしてエルは即座に呪じゆ文もんを紡ぎ始める。

「人間よ。罪深き人の子よ。万物の長たるそのおごりを、己おのが愛あい玩がんせる生き物の形を宿すことにより省みよ！」

　エルの澄んだ声による詠唱が終わりを迎え──

「『ネコミミ』！」

　その言葉とともに、エルの指先から光が放たれ、ヌスミの頭部に直撃した。

　その光は少しずつ収束し、やがてヌスミの頭から──ネコミミが生えた。

「はぁっ!?　何だい、コレ!?」

　ヌスミは頭部の違和感に気づき、そのネコミミを触る。

「ね、ネコミミ!?　まさかアタシの体をネコにしたってのかい!?」

「そんな効果はありません！　ただネコミミが生えるだけです！」

　どーんと誇らしげに胸を張るエル。

　得意げな表情で可愛かわいらしいけれども、残念ながらそれは誇るところでも何でもない。

「ど、どういうことなんだい!?」

　一方ヌスミはひどく混乱した様子で、自らのネコミミに触れている。

　もしこれが、そこらで買える安い衣装のコスプレだったら、僕も流石さすがに人間だと認識してしまうだろう。だがこのネコミミは魔法で生み出された、間違いなく本人のものだ。

「こ、こんなことして、何の意味が!?」

「あるんだな！　それが！」

　ヌスミの疑問に僕は即答した。彼女は今、亜人『ネコ女』なのだ。自分でもネーミングセンスがアレだと思うが、とにかくそう考えれば吐き気は湧わいてこない！

「もう大丈夫だ。ありがとう。エル！」












「いえ！　まさかこんな魔法が役に立つ日が来るとは。両親の倦けん怠たい期きも報われます！」

「それが報われる意味があるのか分からないけども。とにかくありがとう！」

　これで少なくとも僕が話せる。会話で何が出来るかは分からないが、この状況を変化させるきっかけには出来るかもしれない。

「はっ。こんなネコミミごときで、アタシのスキルに影響があるとでも思ったのかい？」

　スキルを封じるためのものだと勘違いしたらしいヌスミが言った。──って、

「『アタシのスキル』!?」

「そう！　大半の相手を無力化でき、アタシの仕事とも直結した、必殺のスキルさ！　アンタたちもすでに味わったはずだよぉ？」

「「まさか！」」

　ハニーはスカートを押さえ、エルは胸元に手を置いた。

「そうだよ！　その通りさ！　ほらっ！」

　ヌスミはポケットから大きな布きれと小さな布きれを出した。

「ああああっ！」「あれはっっっっ!?」

　ハニーとエルは顔を赤くして叫ぶ。

「ハ、ハニーのパンツ！」「わ、わ、私のブ、ブラジャー！」

　エルは真っ白で綺き麗れいな大きめサイズのブラ、ハニーはピンク色の横よこ縞じまが入っている可愛かわいらしいパンツだった。なるほど……あんなのをつけていたのか。

「み、見ないで！　見ないでください心しん太たさまぁ！」

「そんなこと言われても！　戦場で敵から目を離すわけにはいかないし！」

「こんなときだけそれっぽいことを言わないでください！」

「フフン。これはアタシのスキルで奪ったものさ。お前の大切な下着は預かった！」

　ヌスミは勝ち誇ったように笑う。

「か、返してえええっ！」

　エルは顔をさらに赤くして泣き叫ぶ。

「ただで返すわけにはいかないよ？　大切な人質。いや、下着質だからね」

　そんな言葉はない。

「フフフ！　返してほしければ、変態を認めろ！」

　どういうことだ！

「こう言うんだよ？　『私は下着がほしくてほしくてたまらない変態です』ってねぇ！」

　実際に心理学では『自己暗示★37』というものがある。どんなイメージでも、自分で明確に言葉にすることによって、心に強く刻まれるのだ。

　今回の『変態です』もある意味、自己暗示ではある。しかも強制的に言わされることによってより屈服感が強まるわけだ。

「その言葉を言うことで、お前たちにもアタシたちと同じ、下着泥棒の本能が芽生え！　その意識が育っていけば最終的にアタシたちの仲間になるんだよ！」

「なるか!?　本当にその一言から、なるか!?」

「なるんだよ！　みんな本当にちょっとしたキッカケで、どんどん転落していくんだ。さぁ、お前も味わってみるかい!?」

　ヌスミは両手を合わせると、何ごとかつぶやき始めた。

「生き物をおおう色とりどりの布たちよ！　肌を守り、汗を吸い、そして恥じらいと共にある布たちよ！　集え、我が手に！」

「な──ッ!?」

「スキル『下着スティール』!!」

　次の瞬間、僕は自分の腰にヒンヤリとした感覚を覚える。そして同時に、ズボンの感触が直接肌に伝わってきた。

「う、うわあああっ！」

「心しん太たさま!?」

「クククク！　こんな下着をつけてたんだねぇ？」

　ヌスミの手には僕の青いトランクスが握られていた。

「ほーら、ほーら？　みんな見てぇ？」

　ヌスミはトランクスを、ピラピラと旗のように振る。

「し、心太さま！　あんな下着だったんですね！」

「心太くんがトランクスなんて意外！　白いブリーフとか想像してたのに！」

「ちょっ！　やめっ！」

　僕は慌てて足を踏み出すが、股こ間かんの感触が今までと違い、動き出しに躊躇ためらいが生じる。

「ほらほら、思ったように動けないだろう？　下着の力が分かったかい？」

「うくっ！」

「それ以前に、私たちの気持ちも分かっていただけましたか？」

　不意に、ぐいっとエルが割り込んでくる。

「何だっけ？　『下着がないくらい、何だ』だっけ？」

　ハニーも参戦してくる。

「す、すみません！」

「『気合いで無視すればいい』でしょうか？　気合いで無視してはいかがですか？」

「すみません。本当にすみません。無視できませんこれ」

「分かってくれたらいいんだよぉ？」

　ハニーとエルがニヤリと笑うが、こんなことやってる余裕はないぞ!?

「フッ。アタシのスキルの恐ろしさ、分かったみたいだねぇ！　下着を奪って相手を無力化する！　奪った下着は売りさばく！　まさに一石二鳥のスキルなんだよ！」

　テンションが上がっているのか、ヌスミはスキルの詳細を披露してくれる。

「アタシは半径10メートル以内なら、どんな相手の下着も感知して奪えるのさ！」

「な！　じゃあさっきのは……！」

「この屋上の真下にお前たちがいたからねぇ。直接相手が見えていない場合だと、ずいぶんと気力を使うんだけど、どうやらその甲か斐いはあったようだねぇ」

「無駄に便利だな！　ではなぜ、アリエヌは無事なんだ!?」

　そう言いながらアリエヌの水着を指差すと、彼女は再び胸元を手で隠した。

「ご主人……無事であることを、心なしか怒ってない？」

「なぜそいつのが無事なのか、知りたいかい？」

　僕はゴクリと唾つばを飲み込む。

　その様子を愉たのしげに眺めつつ、ヌスミは大仰に言い放った。

「そいつのは下着じゃなくて、水着だからだよ！」

　そ、そんなくだらない理由なのか！

「『下着スティール』は下着にしか使えないんだよ！　意外に適用基準が細かいんだよ！」

「床とかまで無視しておきながら、そのあたり細かいんだな!?」

「しかも『見えてもいい下着』とかになると使えないんだよ！　もう見えてもいい時点で恥じらいがないからねぇ！　その時点でそれは下着じゃないと判断しちゃうんだよ！」

「自分のスキルだろ!?　もっと自由に設定すれば良かったんじゃないか!?」

「しょうがないだろう！　気づいたら身につけてたんだから！　これは自分で決めたんじゃないのさ……」

「き、気づいたら身につけてた？」

　するとヌスミは遠い目になった。何かを語ろうとしつつ、迷っているようにも見える。

　その様子に、僕はあらためて心理学の鉄則を思い出す。『九割話を聞いて受け入れ、一割だけ積極的に好意をアピールすること』。やるしかない……！

　僕は必死に頭を巡らせ、彼女から話を引き出すことにした。

「『みんな本当にちょっとしたキッカケで、どんどん転落していく』のか？」

「えっ……!?」

「お前が、さっき言っていた言葉だ」

　その人にとって重要な『キーワード★38』というものがある。それはふとした時にポロッと出てしまう。それを覚えておき、別のタイミングで繰り返すと、会話は大きく膨らむ。

　ヌスミはそっと視線を逸そらし、静かに微笑ほほえんだ。

「そうさ。どんな人間も、ちょっとしたキッカケで転落していく。……あれはアタシが子供のころのことだった」

「子供のころ？」

「そう。当時のアタシの家は本当に貧しかった。明日食べる食事にも事欠く始末さ。そして言うまでもなく下着なんて買ってもらえず、明日つけるブラにも事欠く始末だった」

　突然始まったヌスミの身の上話に、僕はじっと耳を傾ける。

「毎日飢えていたさ。考えていたのは、いつでもパンのことばかり。そして下着もないから、パンツのことも考えていたよ」

「なんか、ちょいちょい入ってくる下着ワードのせいで、純粋に感情移入しづらくなるのは僕だけなのかな」

「うるさいよ!?　黙ってお聞き！　とにかくアタシは下着のことばかり考えていた！　そして周りの女の子たちの下着を見ているうちに、うらやましくなってねぇ！」

「う、うん」

「『ほしい！　ほしい！　あの下着がほしい！　アタシのものにしたい！』そんなふうに毎日毎晩念じていたんだ」

　話の内容はただの変態だけど、ヌスミの語り口は真に迫っていて、幼い彼女が本当に下着に憧あこがれていたことがわかる。

「するとある日！　気づいたら手に下着が握られていたんだ！　そう！　スキル『下着スティール』が、アタシの強い願いによって発現したんだよ！」

「これは、いい話として聞けばいいのか？」

「いえ心しん太たさま、どちらかというと『いやらしい話』なのでは？」

「やかましいよ！　いい話としてお聞き！」

　気が散っている僕たちに、ヌスミが噛かみついてくる。ピコピコ動くネコミミのせいか、彼女がだんだんかわいく思えてきた。

「とにかくアタシは、そのスキルで下着を集めはじめた！　他人の使用済み下着であったとしても構いやしなかった！　今まで一枚の下着も身につけたことがなかったからね！」

「ていうか。新品の下着は盗ぬすまなかったのか？」

「『下着スティール』は、他人が着用している下着にしか使えないのさ！」

　ドヤ顔で言ってるけど、自慢することじゃないよな、それ。

「最初の時点で、店頭の下着に憧れていれば良かったんだろうな」

「人間の嫉しつ妬とというものは、同じ人間に向くものなのさ」

「なんか一見カッコいいけど、下着の話だよな？」

「何にせよその結果、下着は一枚二枚と集まり、日々の下着に困ることはなくなった」

「その段階で、どうしてやめようとしなかったんだ？」

「下着が増えてきたときに、気づいたんだよ。『これは金になる』ってね」

「あぁ……そこに気づいちゃったか」

　ボソリとつぶやく僕に、ヌスミはくわっと牙きばをむく。

「これは世の中への復ふく讐しゆうなのさ！　アタシのような女が、貧乏に生きなければいけなかったこの世界への復讐なんだよ！」

「言ってることは本当にカッコいいんだけど、結局は下着ドロだからな？」

「手に入れた下着をマニアに売り捌さばき、少しずつ金が増えてきた。ついにアタシは貧乏からも抜け出せたんだ！　下着のおかげでね！　下着への強い思いが、金を生んだんだ！」

「確かにそれは素晴らしいことだと言いたいんだが、素直に認めていいのだろうか。★39下着会社の社長の成功トークとかだったら良かったんだけどな」

　ヌスミは叫ぶ。

「下着会社の社長じゃなくて悪かったね！　道なんて人それぞれだろう!?　アタシは誰にも批判される筋合いはないよ！　誰にも迷惑はかけてないしねぇ！」

「いやいやいや！　めっちゃかけてる！　迷惑めちゃくちゃかかってるぞ!?」

「下着の噂うわさが広がるにつれて、アタシの下に集う部下たちが増えてきた。部下たちはいつもアタシについてきて、共に熱い眼まな差ざしで下着を盗ぬすんでいる。アタシの人望かねぇ？」

「部下の熱い眼差しは、下着にしか向かってないと思うんだけども」

「部下はスキルが使えないわけだけど、物理的な手段でたくさんの下着を集めることもできるようになった。さらに裏下着情報網を得て『エルフのブラ』みたいな貴重品まで手に入れることが可能になったんだ」

「そ、そうでした！　『エルフのブラ』を返してください！」

「あまりに突拍子もない展開に、完全に忘れてたな……」

　思い出したようにハラハラした表情になるエルを、ヌスミは笑って見ている。

「クククク。そんな簡単に返すわけにはいかないねぇ。まぁアタシも下着の鬼じゃない……どうしても返してほしかったら、アタシを納得させてみなよ？」

「な、納得？」

　エルは困惑する。というか『下着の鬼』ってなんだ！

「どうした？　早く言ってみな？」

「し、し、下着泥棒は、悪いことです！」

「それが？」

「うっ」

　エルは言葉に詰まり、愛らしい唇を噛かみしめる。

「アタシだって、良いいことだとは思っちゃいないよ？　だから何だい!?」

　正論に基づく『良い』『悪い』ほど人の気持ちに響かないものはない。★40とにかく人は『常識』や『善悪』を押しつけられるのを嫌うのだ。

「し、心しん太たさまぁ……」

　泣きそうになったエルが僕に助けを求めた──その瞬間だった。

「お頭！　大丈夫ですかい!?」

　僕たちが登ってきた階段から、先ほどの盗賊たちが駆けつけてきた。

「ヤバい！」

「水商売の方々のお色気攻撃から、復活されてきたんですね!?」

「想像より長くメロメロになってくれたのは良かったけど。でも確かに、それだけでずっと行動不能にはならないよな……」

「何やってたんだい！　お前たち！　ほら、そいつらを今すぐまた捕まえちまいな！　今度こそ絶対に逃げられない状態にして、しっかり洗脳してやるよ！」

　ヌスミは威勢良く部下に指示を飛ばす。

「……いや、もう洗脳なんて生ぬるいかもしれないねぇ。そうさ！　考えられるかぎり、もっとも残酷なことをしてやろうかねぇ」

　じりじりと包囲を狭める盗賊たちに、僕たちはびくっと体を震わす。

「お前たちの下着を完全にヒンむいて」

「ひっ！」

「毎日のように新たな下着をはかせてやるよ！」

「どういうこと!?」

「すなわちお前たちは、毎日使用済み下着製造機になるんだ！」

　それが『考えられるかぎり、もっとも残酷なこと』なのか。

「イヤです！　やめてっ！　やめてくださああああい！」

　エルが泣き叫ぶ。

　あ、普通に効くんだ……。

　対してハニーは心穏やかな様子だ。

「ハニーはサイズが小さいから、そういう風には利用されないよね？」

　するとヌスミはニヤリと笑う。

「世界にはミニサイズマニアもいるからねぇ」

「いやああああっ！　絶対イヤだああああっ！」

　同レベルか。

　続いてアリエヌはおずおずと口を開く。

「つ、つかぬことをお伺いしますが、わたくしも？　下半身は魚なんだけど」

　それに対してヌスミはしれっと答えた。

「あぁ。水着のかわりにブラをつけてやるし、あとは下半身の魚用の下着もあるからね。スポッとかぶせる鯉こいのぼり型のデザインでねぇ」

「どんな下着だよ！　どんだけマニアックなんだ下着の世界は！」

「いやああっ！　鯉こいのぼりはいやああああっ！」

　アリエヌも泣き叫ぶ。まさに阿あ鼻びき叫よう喚かんだ。

「何か！　何か助かる方法が！」

　大惨事を迎えた女性陣の代わりに、僕は必死に考えを巡らす。

「フッ！　これ以上何を考えても無駄さ！　それにもう一度スキル『下着スティール』を発動させて、お前のパンツまで奪ってやるよ」

　ヌスミは嫌らしい舌なめずりとともにエルを睥へい睨げいする。

「そ、そんなことされたら、今度こそ本当に、もう何もできません！」

「そういうものか!?」

「心しん太たさまも、スカート＋ノーパンで何かしろと言われて、できると思いますか!?」

　そんな自信がない。スカート穿はいたことないけど！

「下着というのはね！　生きていく上での自信や安心感の象徴なのさ！　下着を奪われるということは、そのすべてを奪われることと同義なんだよ!?」

　ヌスミは満足げに笑っている。そこまでのものか!?とは思うものの、彼女の話は十分に引き出せた気がする。あとは自分から積極的に動くだけだ。

　僕はじんわりと、ヌスミとの距離を詰めようとする。

「アンタ！　何するつもりだい？」

　即座に厳しい声が飛ぶ。

「怪しいねぇ……。そもそもアンタらはどうやってブリズンから抜け出たんだい？　何があったんだい、お前たち!?」

「へ、へい！　それがですね。こいつがこの女たちとキスしたら、何か水商売の女たちが急にやって来たんです！」

「……意味が一切分からないけれど、何にせよこの男のキスに、変な秘密があるってことかねぇ？　なおさら気をつけるべきだねぇ！」

　僕は唇を強く噛かむ。この状況でキスを警戒されてしまっては、手の打ちようがない！

　飛び込んで強引にキスをしようにも、数メートルの距離がある。変な動きを見せた瞬間に回りの男たちに取り押さえられるかもしれない。返り討ちに遭う可能性だってある。

「さぁ！　とりあえず捕まえるんだよ、お前たち！」

　ヌスミの号令に従って、部下の男たちが少しずつ距離を詰めてくる。

「へへへへっ！　かわいい女たちだな！　これからどんな使用済み下着を生み出してくれるのか考えたら、ヨダレが止とまらないぜ！」「あぁ！　究極の使用済み下着が生み出せそうだな！　考えただけでヨダレがあふれでるぜぇ！」

　変態だ。こいつらが究極の変態だ。

　これだけかわいい女の子たちを前にして、下着のことしか考えられないのか。

「いやあっ！　こんなヨダレだらけの男たちに捕まるのはいやだぁぁぁぁ！」

　ハニーが叫ぶ。

「──ッ!?」

　そのとき、僕の頭に一つのアイディアが浮かんだ。

「アリエヌ！」

　僕はアリエヌに耳打ちをした。それを聞いてアリエヌは慌てる。

「ほ、本気!?　それはちょっといやなんだけど……！」

「そんなこと言ってる場合か！　使用済み下着製造機になるのと一回それをやるの、どっちがマシなんだ！」

　こそこそと話をする僕たちを、ヌスミが訝いぶかしそうな目で見る。

「何をするつもりなんだい!?　お前たち、さっさと捕まえちまいな！」

「へいっ！」

　口元をでろんでろんにした盗賊の男たちが飛びかかってくる。

　一番に捕まったのは、アリエヌだった。

「も、もう！　やるしかないわね……！」

　アリエヌはばっと盗賊の口に手を当てる。

「んぐっ!?」

　盗賊が声にならない声を上げる。

「スキル『水流』！」

「ふぐおおっ！」

　その口からあふれでていた液体が、アリエヌの手に触れて、小さな龍りゆうのような形を描く。

「もう一人！」

　アリエヌはさらに別の男の口に触れる。そして同様に、その口から出ていた液体が、流れるように宙を舞う。そうして次々と集めた液体で、見る間に龍が巨大化していく。

「な、何なんだい!?」

　うろたえるヌスミに僕は告げた。

「スキル『水流』で、大量のヨダレを操らせた！」

「何言ってるんだい!?」

　ヌスミはさらに警戒しながら、僕の方に短剣を向ける。……あと一歩だ。最後は、彼女の心に隙すきを作るだけだ。そしてそれは、僕の心理学によってしか成し得ない。

「お前にとって。理想って何だ!?」

　僕は叫ぶ。『質問』は心を動かす作用がある。★41それどころじゃない場面であっても、『質問』を投げかけられることで、人はつい無意識に『答え』を探してしまうのだ。

「理想!?」

　ひるむヌスミに、畳みかけるように質問をぶつける。

「『こうなったらいいな』と思う理想の世界は何だ!?」

「あ、アタシはこのままでいいんだよ！　たくさんの下着を集めてさえいられればねぇ！」

「本当にそれでいいのか？　他にもっと、夢はないのか!?」

「ゆ、夢？　フッ、面白い質問だねぇ。……そうだね。アタシの夢は、さらに多くの下着に囲まれることだねぇ。世界中の下着を盗ぬすむなんて、いいんじゃないかねぇ」

　ヌスミは無意識に答え出している。この流れを途切れさせてはいけない。とにかく心を操るため、質問を繰り返し続けていくしかない。

「じゃあ、もし世界中の下着を盗んだら、それで終わりなのか!?　世界中から下着がなくなり、すべてがここに集まったら、もうやることはなくなるのか!?」

　ヌスミは言葉にならない呻うめきをあげる。

「それに下着を必ず盗まれることになったら、もう誰も下着を身につけることはないだろう？　そうなると、やがては使用済み下着すら存在しない世界になるんじゃないか!?」

「う、うぐっ！　それは……！」

　ヌスミは苦しそうに考える。そして何とか答えを口にする。

「そ、そうだよ！　そのときは私たちが下着を作ればいいんだ！　新たな下着をデザイン・生産し、それを女たちに着せて、さらなる下着の世界を……！」

　出た。これがすべての切り口になる。

「だったらそれを今からやっても、いいとは思わないか!?」

　ヌスミがびくっと体を震わせる。彼女の心が少しだけ動いたように見えた。

「お前は本当に今のままでいいのか!?」

『理想』へと導く質問は、高確率で気持ちを動かす。

「人は、変われる！」

　ヌスミがハッと目を見開く。

「人間にとって最大の後悔があるとしたら！　それは『いつか変わろう』という気持ちを抱えたまま、何も変わらずに生き続けてしまうことだ！★42　まだ遅くない！　人は、どんな時でも変わることができるんだ！」

「どんな時でも、変われる……!?」

　僕の言葉が突き刺さったのか、ヌスミの動きが止とまる。そして同時に、それまで凝り固まっていた表情がゆるんだ。──今だ。

「頼む、アリエヌ！」

「えええいっ！　スキル『水流』！」

　彼女の手で操られていた液状の龍りゆうがその身を伸ばして僕の背中にブチ当たる。

　それは、ウォータースライダーさながら、僕の体を勢いよく飛ばしていく。

「うおおおおおっ！」

「ちょっ!?　な、何!?」

　ヌスミは慌てるが、気持ちが緩んでしまっていたせいか、完全な防御態勢が取れない。

　弾丸のように突き進む僕が──彼女の唇を奪った。

「あぅんっ！」

　強気な外見からは想像できないほど、ほんのり柔らかな唇だった。南国の甘い花のようなエキゾチックな香りが、ふんわりと鼻び腔こうをくすぐった。同時に強い光が、彼女の唇から僕の中に流れこんできた。

「ぎゃああっ！」

「うぐっ！」

　僕とヌスミはもんどり打って床に倒れる。僕の中に、何か新しい力がみなぎっている感覚がある。僕は素早く起き上がった。

「心しん太たさま!?」

　エルの声が響く。ヌスミも体勢を立て直しながら、ワナワナ震えていた。

「ア、ア、お前アタシに何てことを！　お、お、お、お前たち！　やっておしまい！」

　ヌスミが部下たちに命じる。

　回りを取り囲んでいた男たちが、一斉に僕に飛びかかってきた。

「キスキル！」

　続けて、力強く詠唱する──。

「生き物を覆う色とりどりの布たちよ！　そのすべての姿を、恥じらいをたたえる姿に変えよ！　スキル『下着スティール』を変化させ！」

　戸惑う盗賊たちを気にすることなく、

「スキル『下着スタイル』！」

　その声と同時に、指からまばゆいピンクの光が広がった。

　そしてそれは、盗賊の男たちの体を丸ごと包み込む。

「うぁっ!?」「な、何だこれ!?」「ちょっ！」

　女児向けアニメのヒロインの変身シーンのように、光は彼らの体の周りでクルクルと回転する。そして次の瞬間──彼らの服装は大きく変わっていた。

「ぎゃああああっ！　何だこれぇ！」「し、し、し、下着ぃっ!?」

　そう。彼ら全員が、ランジェリー姿に変わってしまったのだ。

　──ブラとパンツだけの姿に。

「おおおお、お前なんでブラジャーつけてんだよ!?」「お前こそ！　なんだその女物Ｔバックは！」「ひいいいいっ！　は、は、恥ずかしいいいい！　見ないでくれぇぇ！」

　彼らが身をよじらせて大声を上げる。

　まさに阿あ鼻びき叫よう喚かん。正直見ていて心地いい光景ではなかった。

「これこそがスキル『下着スタイル』！　すべての者は、下着姿になってしまう！」

　高らかな僕の宣言に、エルは顔を赤らめる。

「な、何ていやらしい、いえ、恐ろしいスキル！」

　だがしばらくすると、最初は騒いでいた盗賊たちも、恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「な、何だ！　この感覚!?」「あぁ……女のブラはつけると、こんな不思議な気持ちになるのか!?」「こっちの女物のパンツも。締め付けが気持ちいいなんて思えてきた！」「それにこのスベスベの肌触り。女はいつも、こんな感触を味わってるのか!?」「何か新たな世界に目覚めちまいそうだ！　女の下着には、こんな楽しみ方もあったのか!?」

　部下たちが新世界への扉を開くのを見て、ヌスミは叫ぶ。

「ちょちょちょちょ、ちょっと待ちなさいお前たちぃ！　どんな世界に目覚めてんのさ!?」

　しかし盗賊たちの耳には、まったく入っていない。

「くっ！　まさか、こいつらがこんなフヌケになっちまうなんて！　脱がすしかない！　スキル『下着スティール』！」

　ヌスミはそう言いながら手を合わせる。しかし彼女の手は何の光も発しなかった。

「な、なぜっ!?」

「そのスキルは、先ほどのキスで奪わせてもらった！」

「ああっ！　そういうことだったのかい！　ち、ちくしょう！　アンタのそのスキルのせいで！　アンタなんか！　アンタなんかぁ！」

　そうしてヌスミはポケットからブラを取り出すと、瞬時にそれを結びあわせて、長い一本のロープを形作る。

「お前なんか！　お前なんか、ブラでくびり殺してやるぅぅぅ！」

「徹底して下着か。その死因だけはカンベンしてほしいな」

　僕はやれやれと静かに首を振る。

「うるさぁい！　黙れぇぇぇ！」

　ヌスミはブラロープを持って僕に飛びかかる。

「心しん太たさま!?　逃げて！」

「必要ない。スキル『下着スタイル』！」

　僕の手からまた光が飛ぶ。それは男たちの時と同じく、ヌスミの体を包み込む。

　だが、今度は先ほどのピンクとは違い、青・白・赤の三色の光になっていた。

「な、何だってんだい!?　まさかアタシも下着姿にするつもりかい!?　そんなのまったく恥ずかしくないね！　どれだけ下着専門盗賊団の首領をやってると思ってるんだい!?」

「それはどうかな？」

「何!?　きゃああああああっ！」

　ヌスミの衣服は消え去り、そのかわりに、男物の下着が体中を包んでいた。

　頭には男物の青いトランクス。上半身には真っ白な特大ブリーフ。そして下半身は、男物の真っ白なフンドシ。

「男物の『下着スタイル』だ！」

「い、いやっ！　いやああああっ！」

「女物の下着には慣れていても、流石さすがに男物の下着を着るのには慣れてないと見える」

「そ、そんなのっ！　そんなの当たり前じゃない！　こんなのただの変態じゃないー！」

「フッ。お前が望む変態になれたじゃないか」

「こ、こんなの望んでないっ！　望んでないわ！　やあああっ！」

　体を隠すように自らを抱き、しゃがみ込んだヌスミはいやいやと頭を振る。

「妙に女っぽい言葉使いになったな。女性は、ずっと恋愛をしていなかったり、男性との接点がなかったりすると、女性ホルモンの働きが不活性化していくと言われている。そこで、あえて『男性』を意識させることで、女らしさを引き出すことができるのだ！」

　ヌスミがハッと顔を上げる。

「部下たちは男だが、もちろん恋愛的な関係性はなかったのだろう！　それに彼らをまとめる立場であるが故ゆえに、男としての役割をずっと演じていたのだろう！　──だからこそ！　今の気持ちはどうだ!?」

「今の気持ち!?　この感覚……！」

　ヌスミは顔を真っ赤にして、全身で恥じらいを表している。ゆっくりと立ち上がり、左手で頭にかぶっている下着を触る。そして右手で確かめるように、己の唇に触れた。

　男物の下着という思いもよらぬ格好をさせられたこと。そして先ほどのキスの困惑からも抜け出せていない彼女は、キスの感覚を再び思い出しているようであった。

「フッ。それが『男』だ！」

「これが、男……」

　ヌスミは瞳ひとみを潤ませて反はん芻すうする。この様子を見ていたエルとハニーは、

「ハニー、あれが男そのものだとしたらちょっとアレだと思うの」

「そうですね……。でも男性の愛って、時として荒々しくて、唐突で、断片的で……。ある意味、あの突発的なキスとかぶせられた下着は、それを象徴してるかもしれません」

「そう言われるとそう言える……かなぁ？　でもあんな風に男を語りながら、心しん太たくんって経験ないわけでしょ？　なのにあれだけ悟った顔できてるのが凄すごいよね」

「確かに。キスキルの直後だけ、本当に何かが乗り移ったような顔になりますね」

「キスって男を無敵にさせるんだね」

　盗賊の男たちも、恥じらうヌスミの姿を見て興奮気味に口を開く。

「お、お頭！　お頭がそんなカッコ!?」

「み、見るんじゃないっ！　お前たち！　見るんじゃないっ！」

「そう言われても。新鮮で！」

「恥ずかしい！　やめてっ！　見ないでぇ！　こんなところ見られたら、もうアタシなんて、首領としては……」

　ヌスミは身をよじって、少しでも自分の姿を隠そうとする。

「す、素敵です！　素敵です、お頭！」「恥じらう姿！　ネコミミ！　そしてそのポーズ！　俺、お頭のこと、今までで一番好きです！」「どこまでもついていきます、お頭ぁ！」

「お前たち!?」

「フッ。弱い部分や新たな部分をさらけ出されると、人はかえって親近感を強めることになる。災い転じて下着服、いや、福となったな」

　身もだえるヌスミをよそに、アリエヌが鋭くツッコむ。

「ダジャレは置いといて。少なくとも下着になるのが災いだったとは認識してるのね」

「さぁ。これからどうする？　これからも下着を盗ぬすみ続けるのか？」

「う、うぁっ！　も、もう。もう、やめる……」

　ヌスミは弱々しくそうつぶやいた。

「そ、そもそも下着を盗み始めたのは、他の女たちへの嫉しつ妬とがきっかけだった。女たちがきらびやかな下着に身を包み、アタシだけが何も身につけられないのが、悔しくてたまらなかった。でも今、こうして男の下着と濃密に接して。それにキスをしたことで。お、男と接して初めて、アタシの中にある女の部分を感じた……」












「お、お頭!?」

「やっぱり下着って大切なものだったんだ。ただの『モノ』じゃなかったんだ。一人一人にとっての『心』そのものだったんだ。そんなことアタシが一番よく分かっていたはずだったのに、こんな格好になるまで実感することができなかった……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくヌスミに対して僕は告げた。

「ブリーフやフンドシを通じて、ブラやパンツの気持ちが分かったか？」

　それを見て、ハニーとエルが顔を見合わせた。

「これ。いい話なんだよね？　感動するところなんだよね？」

「たぶん。そういう場面なんだと思いますよ？」

　ヌスミは言葉を続ける。

「今まで奪った下着もすべて返すよ」

「よし。それでいい！」

　僕は鷹おう揚ように頷うなずき、トランクスをかぶったヌスミの顔を向き直らせる。

「あっ。ア、アタシ。こんなカッコしてるのに」

「いや。君はそんな格好だからこそ、美しい」

　そうしてヌスミの顔に唇を寄せ──再びキスを奪った。

「うんっ」

　いや、キスを与えた。

　接した唇を通して、また僕から彼女に光が戻っていくのを感じる。

　同時に、僕のスキルがなくなったためか、盗賊やヌスミの格好が元に戻った。

「んんっ」

　唇の感触は以前よりさらに柔らかく、ヌスミの緊張がほどけているように感じた。

　彼女の口から、『離れたくない』という思いを感じる。僕もしばらくそれに応こたえた。

「……なんだか。ちょっと長くない？」

　ハニーが不快感を露あらわにして言うと、エルも頷く。

「そうですね」

「何度見ても、心しん太たくんが他の女とキスしてるのって、イラッとしてくるよね！」

「そうですねぇ！」

　数秒後、唇は離れる。

「あっ！」

　そのままガクンと膝ひざが折れ、ヌスミは地面にへたりこみ、盗賊の男たちが駆け寄る。

「お、お頭！　お頭ぁ！」

「お前たち……」

　ヌスミは息も絶え絶えで告げる。

「アタシは、もう下着を盗ぬすむことはない。今日限りで『シタギーズ』は解散だよ……」

「それがお頭の考えならそれに従います」

「そしてアタシは」

　そう言いながら、彼女は僕に熱い眼まな差ざしを向ける。

「これから、この男たちについて行く」

「えっ!?」

「マジで!?」

　アリエヌとハニーが叫ぶ。

「あぁ。そもそも『エルフのブラ』を奪ったのは、アタシにも少しは責任がある」

「少しじゃなくて全面的な責任ですよね!?」

　エルがツッコむ。

「そうだな。少しだけ全面的な責任があるな」

「だから『少し』じゃありませんってば!?」

「よし。その責任を取って、一緒に行くよ」

「なぜそうなるのですか!?　返してくれるだけにしてください！」

　ヌスミの決意を聞いて、戸惑っていた盗賊たちも僕たちの方を見る。

「お頭がそう言うなら、俺たちも一緒に行きますぜ！」「そうだ！　俺たちはいつでもお頭と一緒です！」

「は、はいいいいい!?」

　エルがあっけに取られる。

「いきなりどれだけ増えるのですか!?」

「俺たち、全部で四十七人います！」

「多すぎですよね!?」

　僕も思わずつぶやいた。

「四十七人。日本で言う『忠ちゆ臣うし蔵んぐら』と同じ、四しじ十ゆう七しち士しだな」

「よく分からないですが、ブラには忠義を尽くす『忠臣ブラ』って感じですね！」

　エルが自や棄けクソ気味に叫んだが何を言ってるのか分からない。

「何にせよ、アタシたちはついて行くよ。……ねぇ、アタシに男を教えてくれたんだから、もっと色々と教えてくれるかい？」

　色っぽくしなだれかかってくるヌスミに、ハニーやアリエヌも慌てる。

「ちょっとー!?　怪しい言い方しないでよ!?　キスしただけでしょう!?」

「ほう？　アンタらはキス以上のことをしたのかい？」

「そ、そんなことしてないけど……」

「だったらアタシと一緒じゃないか！　アンタ、名前は心しん太ただっけ？」

「あ、あぁ」

　僕は上擦った声で答えた。ヌスミにネコミミが生えていなければ即死だった。

「よろしくお願いするよ、心太」

　ヌスミの妖艶な微笑に危機感を覚えたハニーが叫ぶ。

「ちょっと！　呼び捨てにしないで！」

「いいじゃないか！　アンタたちもそう言えばいい！」

「ハニーも？　……し、し、心太」

「何？　ハニー？」

　僕が答えると、ハニーは顔を真っ赤にして飛び上がった。

「ぴゃあああーっ！　何これ!?　距離感の近さがすごい！　ダメ！　こんなのダメー！」

「騒がしいねぇ。まぁ、とにかくよろしく頼むよ、心太！」

「だから呼び捨てにしないでー！」

　彼女たちがワイワイ騒いでいる所に、エルがおそるおそる入ってくる。

「ところで……あの、『エルフのブラ』はどうされたのですか!?」

「そうだった！　おいヌスミ！　『エルフのブラ』はどこにあるんだ!?」

　するとヌスミは「おい」と部下に指示を出した。男は階段を駆け下りて行き、そして数分後、真っ白なブラを持って戻ってきた。

「これだろう？」

　ヌスミはそれをエルに差し出す。

「こ、これが!?　『エルフのブラ』!?」

「そうですね。おそらく間違いありません」

「『おそらく』？　違うかもしれないってこと？」

「それは着けてみないと分かりません」

　そういうものなのか……？

「さっそく着けてみるがいいよ。どうせ今は、ブラをつけてないだろ？」

「あなたのせいじゃないですか！」

　ノーブラであることを思い出したのか、エルは顔が真っ赤になる。

　ヌスミはエルの胸の近くに、その『エルフのブラ』を近づけた。

　次の瞬間、ブラから白い光が放たれる。

　そしてブラは形を変えて、カップがみるみるうちに大きくなる。それと同時に、エルの服の中にスッと溶け込んだ。

「ブラが……服を透過して私の胸につきました……！」

「すごい技術だな」

　僕は呆あきれ半分で感心していると、エルはその感覚を味わうように一度瞬まばたきをした。

「間違いありません！　『エルフのブラ』です！　私の胸にピッタリになりました！」

「一件落着。この旅も終わりだな」

　僕の言葉にヌスミは驚きを露あらわにし、

「えっ!?　そりゃないよ、アタシは今仲間になったばかりだってのに」

「そんなこと言われたって……」

　この旅はもともと、エルが『シタギーズ』に奪われた『エルフのブラ』を取り戻す、という目的で始まったのだから、こうしてブラが戻ってきた今、旅を続ける意味はない。

「で、でもいいんですかい、お頭？」

　ブラを持ってきた盗賊の部下が、おそるおそるヌスミに尋ねる。

「このブラ、売り飛ばす先も、決まってましたよね？」

「そうなんだよねぇ。それが少し問題なのさ」

「ど、どういうことだ？」

「実はこのブラ。女王国ロンドから『買いたい』という話が来てたんだよ」

「ロンド!?」

　確か、この世界にある二つの大国の一つで、代々女王が治めている国のことだったな。この辺りもロンドの領土のはずだ。

「あぁ。あそこの女王エリザが珍品コレクターなのは有名な話さ」

「ち、珍品!?　『エルフのブラ』が、珍品!?」

「興奮しているところ悪いのだけど、僕も珍品だと思う」

「心しん太たさま!?」

　エルはぷんすかと可愛かわいらしく怒りを表明している。

「もちろんこうして返したわけだし、もう売りはしない。が、エリザに『売る』という話が付いていたのは事実だ。それを理由に『ロンド』のヤツらが、寄よ越こせと迫ってくる可能性はある。……そうなると面倒だね」

「で、でも！　元の持ち主はエルなんだろ？」

「そんな説明を聞いて、事情を鑑みてくれる女王だったら苦労しないんだけどねぇ」

　ヌスミは顎あごに手を当てて考える。

「そんなわけだから、アタシはもうちょっとアンタたちと一緒にいることにするよ。今後のなりゆきが心配だからね」

「そういうことなら、わかったよ」

「そうですか……そうですね」

　心配そうにつぶやくエルを安心させるように、僕はそっと肩に手を置いた。ハニーが僕の肩にとまり、アリエヌがそっと僕に寄り添う。

「とりあえず、今は無事に『エルフのブラ』が戻ってきたことを喜ぼうよ！」




　そうして僕たちは空を見上げる。

　いつの間にか輝いていた満天の星は、僕たちに安らぎをくれた。

　しかし、安息の日々がそう長くは続かないことを、このときの僕たちはまだ知らなかったんだ──。





　　　＊






　心しん太たたちが『エルフのブラ』を取り戻し、夜空を見上げていた頃ころ──

『シタギーズ』の砦とりでの遙はるか西、王国『ロンド』の王宮にて。




「ねぇねぇ、『エルフのブラ』ってぇ、まだ届かないのぉ？」

　妙に耳に残る甲高い声が舌っ足らずな言葉を紡ぐ。

「まもなく『シタギーズ』から購入することになっておりますので、もう少しお待ちください、女王陛下」

　若き女王──エリザの側そばに控える騎士が静かに答えた。

「うんうん、楽しみだなぁ」

　エリザは声を弾ませて年相応に可愛かわいらしく笑い、そして小首を傾かしげる。

「でもでもぉ、なんだか不思議なのぉ」

「不思議、とおっしゃいますと？」

「なんだかぁ、私のところにうまく届かないような気がするのよねぇ」

「『シタギーズ』の首領ヌスミが、一度客に売ると約束したものを、売らなかったことはありません」

「だったらいいんだけどぉ。でもそれでも予感がするのよねぇ。エリザの予感はすごく当たるの知ってるでしょ？」

　強い確信の色を帯びたエリザの言葉に、騎士は戸惑ったように口を噤つぐむしかない。

「一応言っておくけどぉ、万が一にも私のもとに届かないことになったらぁ、どうなるか分かってるよねぇ？」

　室内の騎士達たちに緊張が奔はしる。

「それに関かかわった人は全員、ムッチャクチャにしちゃうかもぉ」

　無邪気な威圧感を無造作に振りまき、エリザは不気味な笑いを浮かべた。





　　　＊






　同刻。

『シタギーズ』の砦とりでから遙はるか東、魔王国『ジョーカーズ』の本拠地。

「ほんっとうにあいつら、許せないんだよおおお！　私たちのことをバカにしてるんだよおおおお！　何とかしてくれよおおおお！」

　魔ま人にん魚ぎよアーシランが金切り声を上げる。『ジョーカーズ』とは『ロンド』と対をなすもう一つの大国で、魔王ジョーカーが治める国である。

　玉座に座る魔王ジョーカーは、アーシランの嘆きを聞きながらも一切の返答をしない。薄暗い部屋の奥おくにシルエットだけが佇たたずみ、表情を読み取ることすら困難だ。

　かわりにジョーカーのすぐ目の前に立つ女が、アーシランに答えた。

「それで、お前の契約が反ほ故ごにされたと」

「そうなんだよおお！　あいつら、許せないんだよおおお！　いいのかい!?　『ジョーカーズ』がコケにされてえええ！」

　しかし女はその挑発には乗らない。女は真っ黒なマントに身を包んでいた。そこからまぶしいような金髪がのぞいている。顔つきは冷たいが、容よう貌ぼうは美しい。炎のように燃える赤い色の瞳ひとみが、暗がりで怪しく輝く。

「それはお前が負けただけで、我が軍は無関係ではないのか？」

「そんなことを言わないでよおおお！」

　怒りながらも泣きすがるアーシランを見ながら、女は呆あきれ顔でジョーカーに尋ねる。

「どうされますか、ジョーカー様？　アーシランの存在はどうでもいいのですが。ただの人間の男が、数日でエルフやフェアリー、マーメイドを仲間にし、『シタギーズ』の砦を落としたのは事実。このまま放置しておけば、勢力を大きくする可能性もありえます」

　ジョーカーは何も語らない。ただ少しだけ視線を動かし、目で女に合図をする。

　女はうやうやしく頷うなずく。

「仰せのままに……。では、あの恐るべき魔物に向かわせましょう。アレの力であれば、奴やつらが滅びるのも時間の問題でしょう」

　ジョーカーは満足げに笑った。






★37　自己暗示における言葉の選定



　たとえば『勉強を頑張る』と心の中で思うだけでは弱い。それより「勉強を頑張る！」と明確に言葉にした方が、気持ちはそちらに向けて強く動き出し、実行しやすくなる。それに加えて『勉強を頑張った！』という完了形や、『試験に合格した！』というように、未来まで含めて断定的に言葉にすると、より気持ちは強まる。そういう意味で自己暗示は重要だ。





★38　キーワード・トーク



　たとえば「前に○○ってアニメ、好きだって言ってたよね」「以前にパリに行ったって言ってたね！　どうだった？」などだ。とにかく相手にとって重要なキーワードは、覚えておくといい。ポイントは「前に△△って言ってたね」だ。





★39　昇華



　心理学では『昇華』というものがある。ストレスや欲求不満を抱えた時に、そのエネルギーを反動的に『良い方向』や『前向きな行動』にぶつけることで、成功したりすることをそう呼んでいる。ネガティブな気持ちは、自分のエネルギーに変換した方がいいのだ。

　もちろんネガティブな気持ちによって、誰かを攻撃してイライラを解消したりすることもある。しかし言うまでもなく、それはもったいないことだ。何も生み出さないどころか、新たなトラブルにつながるだけ。そしてエンドレスに欲求不満から抜け出せない。





★40　正論と反抗



　たとえば「人としておかしい！」「恋人なのにこうしないのはダメだ！」そんな風に言われると、人はついつい心を閉ざしてしまう。それよりは「○○してくれると嬉うれしい」「もっと△△だと、私が助かる」などのように『内面』の情報などを語ることだ。





★41　ドロシー・リーズの言葉



　心理学者ドロシー・リーズは『質問には人の心を操り、動かす作用がある』と述べた。

　たとえばクイズを出されたらつい答えを考えてしまうのは、誰にでもある本能だ。それを応用して、緊急事態であっても、相手に質問を投げかけていけば、答えを探させることになる。それで結果的に、人の心を操ることができるのだ。





★42　後悔の調査



『何もしなかったときの後悔』と『何かをしたときの後悔』で比較すると、前者の方がずっと後悔が大きかったという調査がある。なぜなら『何かをしたとき』は、成功でも失敗でも、結果が分かるからだ。そのため後悔もタカが知れている。しかし『何もしなかったとき』は、その結果が見えない。「あれをしていれば、うまく行ったかもしれないし、うまく行かなかったかもしれない……。あぁ、どうなってたんだろう……」というように、エンドレスに悩むことになってしまう。

　何かやりたいことがあるのなら、とにかく行動してしまうことが大切だ。





◆エピローグ　国作り




　激闘の末、『シタギーズ』を解散させてヌスミたちが仲間に加わったその日の夜。

　僕たちは『シタギーズ』の砦とりでに一泊していた。

　少し小さめの個室に入り、僕はベッドの上で今までのことを思い出していた。

　こちらの世界に来たこと。心理学について学んだこと。エルとの出会いとキス。花の蜜みつを集めるハニーとキスをしたこと。川を渡ろうとして、アリエヌとキスをしたこと。そして砦まで来て、ヌスミとキスをしたこと。

　………………キス三ざん昧まいだ。

　色々とあったけれど、僕は少しでも変われたのだろうか？

　そんなことをぼんやりと考えていたときだった。

　コン、コン、と扉をノックする音が聞こえた。

　もう夜もだいぶ遅い。こんな時間に一体誰だろうと思いつつ扉を開けると、ほんのり頬を朱に染めたエルが立っていた。

「エ、エル？」

「あ、あの……。少しだけお話があるのですが、入れていただいても良いいでしょうか？」

「い、いいよ」

　少しは女の子に慣れたはずなのに声が上擦ってしまう。だってエルは今、いつもの格好ではなく、透け感のあるネグリジェのようなものを着ているのだ。白くすべすべの肌や浮き出たボディラインにドキドキしてしまう。

　これはまさかアレなのか!?　『エルフのブラ』を取り戻してくれたお礼に……的な!?

　そんな僕の妄想を余よ所そに、エルはおずおずと部屋に入ってくる。

「た、立ち話も何だから、この辺に座る？」

　座るといっても部屋にはイスがない。あるのは簡単なベッドのみだ。

「ここ……ですよね……？」

「そ、そうなるね」

　だから僕たちは、そんなふうにお互いの曖あい昧まいな同意に頼りながらベッドに腰掛ける。

　隣に座るエルが近い。空気を伝って体温が感じられるようだ。エルから甘い香りがするのは当然だけど、嗅かぐと本当にヤバい状態になってしまいそうなのでなんとか我慢する。

「で、どうしたの？」

　直球な僕の問いに、エルはしばらく迷ってから、意を決したように口を開いた。

「作りませんか……？」

「は!?　な、何て!?」

「だから……。つ、作りませんか……？」

「いや！　だから、何を……!?」

「コッ……」

「コ!?」

「コ………………を……作りたいんです……」

「はいい!?　コ、コを!?　子作りってこと!?」

「「………………」」

　エルと見つめ合う。潤んだ瞳ひとみが色っぽい。耳まで真っ赤に染まっているようだ。

　……これは、まさか、本当にひょっとしてしまうのかっ!?

「ここここここここ子作りって、いきなり何を言ってるんですかぁ!?」

「いやいやいや！　エルが言ったんだよ!?」

「言ってないです!!」

　そんな風に僕とエルが言い合っていると──

　ダーン！

　部屋の入り口から大きな音が響き、扉が内側にガクンと開いた。

　そしてそのままハニー・アリエヌ・ヌスミが倒れ込むように入って来る。

「ぐ、偶然部屋の前を通りすがったら聞こえちゃったんだけど！」

　ハニーが慌てた様子で言った。そっぽを向いて口笛を吹くようなポーズをとっている。

　こいつ……。聞き耳を立ててたな？

「ていうか、心しん太たくんと『子作り』って何言ってんの!?」

「ご主人と抜け駆け『子作り』はやめてくれないかしら！」

「そうさ！　心太はアタシのなんだからねぇ！」

　僕たちを放ほうって騒ぎ始めた三人。

　事態の変化について行けず固まってしまっていたエルが、気を取り直して叫ぶ。

「ちょちょちょ、勘違いしないでください！　私『子作り』なんて言ってません！」

「……じゃあ何て言ったの!?」

　ジト目で追及してくるハニーからさっと目をそらし、エルは答えた。

「コッ……作りです……」

「「「「え!?」」」」

　四人で聞き返すと、エルは一度恥ずかしそうに俯うつむいた後、僕たちを見据えて答える。

「だから、こっ……国家作りです……！」

「コッカかよ！」

「は、恥ずかしくて……。ハッキリ言えなかったんです……」

　どこに恥ずかしがる要素があったのか全然分からない！

「しかし国家を作るってのは一体どういうことなんだい？」

　ヌスミが端的に質問した。ちなみに彼女にはまだネコミミが生えている。消えそうになるたびに、エルに魔法をかけ直してもらっているのだ。

「国家──すなわち私たちの国を作りたいなって」

「なんか『お庭を作りたい』とか『手編みセーターを作りたい』みたいな雰囲気で言ってるようだけど、どんだけ規模大きいこと言ってるのか分かってるかい……？」

「は、はい、もちろんです。エルフランドを失った私が建国を語るのはおこがましいかもしれませんが、今の私たちは、心太さまの他、私たち四人、そして『シタギーズ』の団員だった男性が四十七人、ですよね？」

　僕たちは一斉に頷うなずく。

「『エルフのブラ』を着用したら魔力が少し上がったみたいで、『バストサイズを判明させる』魔法が少しレベルアップして、半径１００キロメートル以内の、バストの存在が分かるようになったんです」

「なぜその魔法だけがレベルアップしてしまったんだ……というか１００キロってすごいな」

「わ、分かりません……。やはり『エルフのブラ』だけに、ブラに関連した魔法が重点的にレベルアップするのかもしれません」

「それ作った祖先、一度殴っといた方がいいんじゃないか」

「もう亡くなってますし、流石さすがに死者にチチ打つ……もとい、死者にムチ打つ必要もないかなと」

「直前に言った言葉が気になるけど……とにかく分かった」

「何にしてもそれで、周辺のバストの存在が分かるようになったんですが、その結果、現在複数のバストがここに向かって近づいてきているみたいなんです」

「へっ？　そ、それって、何かが攻めてきてるっていうこと？」

　アリエヌのときの魔ま人にん魚ぎよアーシランは『ジョーカーズ』という魔王軍のことを話していたし、女王国『ロンド』の女王エリザは、『エルフのブラ』を購入する予定だった。

　もし彼らがここにやって来たら？　そんな不安が浮かんできた。

「その可能性も考えたのですが、どうやらそういうわけでもなさそうでして。一つ一つのグループが小さいんです」

「それはどういうことなんだ？」

「心しん太たさまは、この数日で結構色々なことをされました。フェアリーの森で花粉症を治したり、アリエヌさんを仲間にすることで川を渡れるようにしたり。そしてこれはついさっきですが、一帯に名を轟とどろかせていた下着専門の盗賊団『シタギーズ』を壊滅させました」

　なるほど。自分はキスしたことしか覚えてなかったけど、確かにハタから見ると、色々とやっているように見えそうだ。

「それが噂うわさになっているのではないでしょうか。妙な奇跡を起こす人間がいると」

「なるほど、それでたくさんのバスト──もとい女性が集まってきてると？」

　それを想像して顔がニヤけた僕に、女性陣は一瞬イラッとした表情を見せる。

「いえ、集まっているのは女性だけではありません。男性たちもたくさんいます」

　エルは首を軽く振って答えた。

「私が感知できるのはバストだけですが、明らかにＡカップだったり、ほとんどカップのない胸の方も近づいてきているのです。それらはおそらく男性かと」

　どんな判断だ！　と思ったけど、これは地味に便利なのでは。いやそもそも、男の胸も『バスト』と呼んでもいいのかは分からないけれども。

「そういえばアタシの部下の連中もそれは言っていたよ」

　ヌスミが会話に入ってくる。

「アイツらは常に砦とりでの周囲を見張っているんだけど、確かに何人もの男女が方々から集まってきているようなんだよねぇ。もちろん人間だけでなく、亜人やモンスターたちもさ」

「そうなのか……。そんな曖あい昧まいな噂への好奇心だけで、集ってくるものなのか……？」

「いえ、そうでもないと思います」

　その言葉で僕たちの視線がエルに集まる。

「現在のこの大陸は、女王国『ロンド』がほぼ半分を支配し、多くの人間や亜人などが暮らしています。ですが、双そう璧へきを成なすもう一つの大国──魔王ジョーカーを頂点とした魔王国『ジョーカーズ』も存在し、そちらには様々なモンスターなどが集まっています」

　ハニーたちにとっては当たり前の情報なので、これは僕に対する説明だろう。

「『ロンド』はかなり気まぐれな国で、法律なども女王の気まぐれで簡単に変わります」

「それは国民にとっても困るね。ちなみにたとえばどんな法律が？」

「『横断歩道では、白いところしか踏んではダメ』とか」

　小学生の遊びか。

「そもそもこの世界にも、横断歩道ってあるの？」

「もちろんです。大きな街では馬車やモンスター車が走っていますよ」

「そのあたりだけ地球っぽいな……。他にはどんな法律が？」

「『誰かにあいさつをするときは、気づかれない角度から「わっ！」のみとする』という法律もあります」

「それビックリしまくりじゃない!?」

「直後、老人が心臓マヒで病院にかつぎ込まれる事例が多発しました」

「みんな法律に忠実すぎないか!?　人命より優先すんのかそれ!?」

「さすがに死者も出そうになったので、この法律だけはすぐに撤廃されましたが……」

「じゃあ横断歩道とかはそのまんま残ってんの!?　すさまじい社会だね!?」

「何にせよ、女王エリザが本当に、遊びや気まぐれで法律を作っているので、みなさん結構苦労されているようです」

　気苦労の滲にじむエルの言葉に、ヌスミも同意する。

「アタシも『ロンド』に所属するのが嫌で、この砦とりでを作ったみたいなものだしねぇ」

「下着がほしいという理由だけじゃなかったんだな……。ちなみに魔王軍の方は？」

「はい。魔王軍も、完全に一枚岩というわけではなく、魔王ジョーカーの支配が及ばないモンスターも多々存在しています」

　僕にも少しずつ、この世界の情勢が掴つかめてきたような気がする。

「実際、『ロンド』から独立しようとした人間たちや、独自に村を築いたモンスターたちもいました。ですがそのたびに、反乱と見なして『ロンド』が軍勢を差し向けたり、自国を強化したい『ジョーカーズ』に侵略・吸収されたりしています」

　エルは「エルフランドもそうでした」と小さく呟つぶやいた。彼女は僕の目を見つめてくる。

「そしてだからこそ今、あえての国作りなんです！」

「へっ!?　国を作ったり独立したりすると、かえって攻められちゃうんでしょ!?　目立たない方がいいんじゃないの!?」

「普通ならそうです。ですが、今回はそれが逆だと思うのです」

「逆……？」

　またもみんな揃そろって首を傾かしげてしまう。

「私たちはアリエヌさんの時にアーシランを通して、魔王国に争いの口実を与えてしまっていますし、『エルフのブラ』の件でも『ロンド』とのトラブルの火種を抱えています」

「そういえばそうかも……」

「そんな中で今のように中途半端な状況を続けては、両国はかさにかかって攻め込んできたり、強圧的な交渉を仕掛けてくる可能性があり、こちらは防戦一方になってしまいます」

　しっかりと自分の意見を話していくエルに僕は少し驚いていた。でも元々エルフランドの村長をしていたのだから、これが本当のエルの姿なのかもしれない。

「だからこそ今、『国』レベルの集団を作るのです」

「国レベルの集団？」

「はい！　そうすれば彼らも、おいそれと攻撃しづらくなります！　何かの交渉の時も、ある程度の戦力があれば、強気に対応することもできるはずです！」

　確かに心理学的には★43、『弱気な態度』だと、交渉では不利になるとされている。しかしそうは思いつつも、そんなに簡単に戦力が得られるとは思えない。

「だけど『ジョーカーズ』や『ロンド』って、たくさんの兵隊がいるんだろう？　僕たちは現状でたった五十二人だよ!?」

「いえ！　今は五十二人でも、こちらに向かっている方々もいます。先ほど申し上げたように、彼らの多くは好奇心でこちらに向かって来ていると思います。ただ、おそらく純粋な好奇心だけではありません。ちょっとした期待感や、希望を抱いてる可能性があります」

　人々を導く聖女のようにエルは滔とう々とうと語る。

「『ロンド』にうんざりした人間や亜人、『ジョーカーズ』の支配から逃れたいモンスターなど、彼らは新たな集団や居場所を探しています。そんな時に私たちが、高らかに国を作ると宣言すれば、彼らも国民になってくれる可能性があります」

「あーっ！　いい！　確かにその二つの国のご機嫌取りをしなくていい国なら、ハニーも住みたい！」

「アタシも住まない理由はないねぇ」

　ハニーとヌスミは口々に同意した。

「ご主人、その国の憲法の一文目に『希望したら相手の意志と関係なく誰とでも結婚できる』って書いていただけないかしら？」

「それって『ロンド』の法律と同レベルになってしまうんじゃないかな？」

「はっ！　こ、これが……権力の味……？」

　涎よだれを垂らしたアリエヌがハッとしていた。

　話の脱線に苦笑しつつ、エルは楽しげに言葉を続ける。

「──とにかくどんな人でも大歓迎な国を作れば、現状の『ロンド』や『ジョーカーズ』に満足していない方々が、たくさん集まってくるはずです！」

「いやそれでも『ロンド』と『ジョーカーズ』の兵力はそんなレベルじゃないだろう？」

「もちろんです。ただ、現状の二国の戦力がほぼ拮きつ抗こうしているところもポイントです。片方が我々と戦い、ある程度でも戦力が減ってしまえば、そのタイミングでもう一方に攻め込まれるリスクがあるので、迂う闊かつには手出しができなくなるはずです」

「な、なるほど」

「しかもこちらには心しん太たさまの『キスキル』もあります。これは私の一族に伝わる秘伝の魔法で、両国にも詳細を知られていないので、上う手まく使えば牽けん制せいにもなります。何にせよ、一刻も早く大きな集団を作ることこそが、私たちの身を守る最善の方法なんです！」

　エルが熱っぽく語り終えたけれど、僕にはいまいち実感がなかった。

　そもそもこの世界にやって来たのは、モテモテになるために、女の子と話す経験を積むことが目的だったはずだ。そしてエルに助けられて、エルを助けたくなって、それが何だか少しずつ大きな話になってきている。

　国を作るなんて考えたこともない。普通の高校生の僕にとって、国作りなんて無縁すぎる。いや、日本の大半──99・９９９９９９％以上の人にとって無縁に違いない。

「うーむ……」

　悩んでるのか迷ってるのか分からない唸うなり方をする僕に、ヌスミは快活に笑いかける。

「迷ったときは、苦労する方に進むことさ！　その方がワクワクするし、ドキドキして楽しいからねぇ！　アタシもそうやって生きてきたのさ！」

「その結果が下着泥棒ということを除けば、素晴らしい人生観だ！」

　僕たちの話を黙って聞いていたハニーも同意する。

「確かに。あんまり人が来ないところほど、綺き麗れいで大きな花も咲くんだよね！」

「そうだな」

「まぁそんなサイズに育つ花って、たいてい蜜みつが大味で美お味いしくないの。人が取りに来ないのには、理由があったんだって分かるんだけどね」

「いい話っぽくまとまってきた気がしたんだが台無しだ」

　さらにアリエヌも言う。

「新しい国、わたくしも全面的に賛成かしら。ぜひとも一妻多夫制に……！」

「一人で何人つかまえるつもりだ！」

　本当に国を作っていいのか迷うが、みんなと話しているうちに、少しずつ気持ちが前向きになってきている。

　確かに心理学的にはみんなの言う通りだ。何かで迷ったときは★44、大変だと思う方に進む方がいい。なぜなら大抵の場合、大変な方が『価値が大きい』ものだからだ。

　そう考えていると、僕の気持ちを見透かしたようにエルは言った。

「最初に心太さまにお会いしたときにお伝えした言葉、覚えていますか？」

　僕はエルと会ったときのことを思い出す。

「うん、覚えてるよ。エルフの国を再興したいと言っていたね」

「そうです。もしこれから国を作っていくのであれば、その夢を叶かなえながら、それよりもさらに大きな夢を叶えていくことになります」

　エルは改めて真しん摯しに僕を見つめる。




「私は心しん太たさまと一緒に夢を叶えたいです」




　最初はあまりの不安に、元の世界に戻りたいという気持ちもあった。でも今は、この世界に自分の居場所を感じている。今ここで日本に帰ってしまったら、彼女たちは途方に暮れてしまうことだろう。

　今、僕は確かに必要とされている。自分の力に、みんなが期待してくれている。これは何よりの自信と、幸せにつながっている。これもすべて、心理学のおかげだ。そして何より、勇気を出して、エルに向かって一歩を踏み出したおかげだと思う。

　あらためて僕は考える。これから先、いつ元の世界に帰れるか分からない。でもしばらく、ここで生きて行こう。もちろんそこが、求められている場所なら、何よりいい。でもたとえそうでなくても。今どんな場所にいても、その場で全力で行動することこそが、人生で何より大切なことなんだ。

　よし、決めた──。

「分かった！　いっちょやってみようか！」

　そんな僕の声に、

「さっすが心太くん！」「頼もしいです、ご主人！」「さぁてやっていこうかねぇ！」

　と三人が笑いながら続いてくれた。

　そんな僕たちは見て、エルは再び嬉うれしそうに笑う。




「これからも、どうかよろしくお願いしますね」






★43　交渉の心理



『下手に出ると相手は優しくなる』なんてことは、ほぼない。それどころか、相手に強気に出られて不利になることが多い。それこそ『自分は強く、自信に満ちあふれている』という態度の方が、交渉は有利に進むのだ。もちろん自信過剰だったり『上から目線』になってしまうと問題だが、ある程度は『自分はすごい』と思っておいた方がいい。

　これは実は恋愛も同じで、とにかく『自分は優しくて何でも言うことを聞いてあげるよ』なんてアピールした瞬間、相手は舐なめはじめる。その結果、フラれてしまうのだ。もちろん冷たくキツく振る舞う必要はないが、『ご機嫌を取る』必要はまったくないのだ。





★44　苦労と価値の相関関係



　苦労はお金のようなもので、１００円で買える商品と１００００円で買える商品だったら、当然、後者の方が価値は高い。

　そしてお金には財布の限度があるが、労力には限度がない。たとえば一週間ダラダラ過ごしても、同じ一週間を全力で過ごしても、きちんと寝ているかぎり、一週間後の体力に差はないだろう。もし『労力』に上限がなく、ネックが『面倒くさい』程度であれば、やはり大変な方へ進んでおく方が、得られるものは大きくなる。くわえて毎日を全力で過ごせば、達成感や自信だって生まれてくる。

　だから迷ったときは、より大変な方、面倒な方を選ぶべきなのだ。





あとがき




　はじめての方、はじめまして！

　何度も自分の本を読んでくださっている方、またお会いしてくださり、ありがとうございます。

　精神科医のゆうきゆうです。

　ゆうメンタルクリニックで診療を行いつつ、心理学や心理テクニックの書籍を書いたり、『マンガで分かる心療内科』などのギャグマンガ、もとい学習マンガを作っています。

　そんな自分が今回、ライトノベルを書かせていただくことになりました。

　自分自身、学生時代から、ライトノベルは大好きでした。

　手の平に収まるほどの小さな本に、ものすごく壮大な夢やロマン、愛と冒険（とあと時にお色気）が詰まっている！

　そんなたまらないワクワク感に、好きなシリーズの新刊が出るたびに買っていたのを思い出します。

　いえ、本や小説というものは得てしてそういうものなんだと思いますが、ライトノベルは、その密度の濃さや、ドラマとしての広がり具合がより激しい気がします。

　そのため自分自身、以前から「ライトノベル書きたい」という欲求をずっと抱いておりました。

　初はつ詣もうでで、受験の神さまと言われる湯ゆ島しま天てん神じんにお参りしたときも「ライトノベルいつか書きたい」とお願いしたことがあります。受験の神さまもそんなこと言われて困ったと思いますけども。

　そんな自分が、今回、ライトノベルを書くというお話をいただきました。

　担当編集さんと、こんな会話をしたことを覚えています。


　担当「ゆうきゆうさんにしか、書けない内容を書いてください」

　自分「僕にしか書けない内容というと……！」

　担当「えぇ」

　自分「おっぱいですね？」

　担当「心理学です」



　そんな切ないやりとりをしながら、世界初（だったらいいなぁと適当に予想）の心理学ライトノベルを書きました。

　人間性がライトゆえに文のライトさには自信がある自分ですので、文字通りライトな感じでお読みいただけましたらと思います。

　そしてその中で、少しでも心理学について得られるものがありましたらいいなぁ、と。




　人間が苦しんだり悩みから抜けられなくなるのは「世界が狭いから」です。

「仕事がつらい……！　自分は何でこんなにダメなんだ……!?」

　という人が、仕事を休んだり、別の仕事を見つけてみたりすれば、驚くほど気持ちが軽くなったりします。

「どうして恋人とうまくいかないのかな……!?　本当につらい……!!」

　という人も、新たな出会いの場所に行けば「あぁ、こんなにいい異性がいっぱいいるんだ」と気楽になることもあります。

　限られた人としか接しなかったり、同じ場所の往復だけの人生を送っていることにより、どんどん気持ちが落ち込んでしまうのです。




　よって大切なのは、新たな人と話したり、新しい知識を得てみること。

　それだけでも目が開けて、心がどんどん明るくなります。

　今回の本をキッカケにして、何か少しでもあなたの行動が変わる手助けになりましたら、とてもとても嬉うれしいです。

　また人生においての勇気の大切さや、特に迷ったときに一歩だけ踏み出すことの重要性も知っていただけましたら、それ以上の幸せはありません。




　最後に。

　完成まで親切かつ根気良すぎるおつきあいをくださいました、編集のＯさま！

　多大かつ素晴らしすぎるアドバイスをくださいました、お友達で作家の長なが岡おかマキ子こ先生！

　最高にセクシーすぎるイラストを描いてくださいました、Blue_Gk先生！

　そして何より、この本を手に取ってくださったあなたに、心からの感謝をお送りさせていただきます！

　本当にありがとうございました！




　それではまた次巻でお会いしましょう！





　　　　　　　　　　２０１８年４月　ゆうメンタルクリニック上野院にて　ゆうきゆう

















特別付録　書き下ろし短編







「心太くん！　ジャンケンで決めようよ！」

　フェアリーのハニーが満面の笑顔で叫ぶ。僕はそれに答える。

「ちょっと待って？　なぜジャンケンなんだ？」

「だってだって！　エルちゃんが作ってくれたゼリーが残り一つしかないんだよ!?　ハニーも食べたいし、心太くんも食べたい！　そうすると、もうジャンケンしか、なくない？」

「お前には、譲り合いという発想はないのか…？」

「だったら譲ってよ！　ハニーが食べたいんだから！」

「いや、僕も食べたい！」

「うん。自分で譲る気ないのに『譲り合い』を提案するのっておかしいよね？　だからもうジャンケンしかないんじゃない？」

　ハニーは困ったように肩をすくめる。

　僕もできるなら譲ってあげたい。しかしまだ一つしか食べてないのだ。それに引き替え、ハニーは同じ時間ですでに七つ食べている。あの小さい体になぜあそこまでたくさん入るのか分からない。永遠の謎だ。

「もう、お二人とも、私のゼリーで争わないでください……。ゼリーくらい、また作りますから」

　エルが困惑しながらため息をつく。

「それを待ってられないの！　待ってるあいだに世界が滅亡したらどうするの!?」

「もしもの話が壮大すぎる」

「とにかくハニー今は食べたいの！　だからジャンケンで決めよう！　ジャンケン！」

　そう言われては、もう判断の余地はない。ジャンケンか……。ジャンケンなら、僕の得意な心理学的に勝つことができるはずだ。

「フッ……。僕にジャンケンで勝負を挑むとは。後悔させてやろう」

　その言葉にハニーは不敵な微笑みを浮かべる。

「後悔するのは心太くんだよ？」

　いい度胸だ。僕はすぐに言った。

「最初は、グー！」

　その言葉につられて、ハニーもグーを出す。ここまでは当然だ。

「ジャンケン……！」

　ジャンケンには必勝法がある。心理学的に、人はつい無意識に『直前に出した手をもう一度出しづらくなる』のだ。すなわち『最初はグー』で始めた場合、次はチョキかパーが出やすくなる。すなわちチョキを出しておけば負けはない。

「ポン！」

　その言葉と共に、僕はチョキを出す。ハニーもチョキだった。

「あらあら、あいこですね。だったら仲良くお二人で半分ずつ……」

　エルが仲裁の言葉を言いかけるが、ハニーは一切聞く耳を持たない。

「あいこで……！」

　必然、次の手を出さなければいけない。チョキと同じのが出しづらくなるなら、グーかパー。それならパーを出しておけばいい。

「しょっ！」

　僕のパーに対して、ハニーはヒザを曲げて、両手でバンザイをするようなポーズで、グーを出していた。

「よしっ！　勝ったあああ！」

　僕は歓喜のあまり叫ぶ。たとえジャンケンでも、勝つと嬉しい。しかし。

「えへへへへっ！　ハニーの勝ちい！」

　ハニーはそう言いながら、残されたゼリーをひったくる。

「ん、んんっ!?　勝ったの僕だよな!?　僕はパーでハニーはグーだろ!?」

　目を見開く僕にたいして、ハニーは満面の笑顔で言う。

「え!?　ハニーが出したの、チョキだよ？」

「な、何が!?　だって手は握って……」

「体全体でチョキだったってば！」

「はいいい!?」

　確かに思い出してみると、彼女はヒザを曲げて、両手でハサミのようにバンザイをしていた。

「どう見ても全体でチョキでしょ!?」

「いやいやいやいや！　おかしいだろそれ！」

「いっただっきまーす♪」

　僕の話を一切聞かず、ハニーは最後のゼリーを飲み込んだ。自分の体と同じくらいのゼリーが、あっという間に体の中に消えていった。

「どんな体してんだよそれ！」

　エルが可愛く笑いながら言う。

「まぁまぁ、本当に仲がいいですねぇ」

「どこをどう見たらそう思うの!?」

　僕の言葉にエルはさらに幸せそうに笑う。

　ジャンケンにもゼリー争奪戦にも強引に負けてしまったが、その笑顔を見ていると「まぁ、いいか」と思えた自分がいた。
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